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あるデパートマンの憂ゆう鬱うつ
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危ない恋







あるデパートマンの憂ゆう鬱うつ




「だからねぇ、花はな園ぞのさん。私はもう少し濃い色かと思ったのよ」

　そう言って、大おお羽ば夫人はどぎつい化粧をした顔で文句を言った。

　彼女のウインナーのように太い指には、ルビーだか、ダイヤだか知らないが、でかい指輪がこれみよがしに光っている。

　ひょっとして、あれはうちの商品か……？

　まさしく、「豚に真珠」だぜ。

「はぁ…ですが、この生地がいいとおっしゃったのは奥様ですよ」

（この、くそババァが…）

　俺は内心ではむかつきながらも顔にはお愛想笑いを浮かべて、何とか彼女の機嫌をとろうとしたが、とたんに夫人はムッとした顔になり、

「黄色って膨ぼう張ちょう色なのよねぇ」

　そう言って、わざとらしくため息をつく。

（だから、よせって俺は言ったじゃないか）

　それを、「森もり英はな恵え」を着るなら黄色がいいと言って聞かなかったのは、とうの夫人だった。

「やっぱり、これ、持って帰ってくださる」

「奥様……」

（冗談だろ！　オーダーメードのフォーマルドレスだぜ。四十万もする…。二十七号サイズなんか、他に誰が着るって言うんだよ）

　俺は青くなって夫人を見返した。




　俺、花園美み野の里り。女みたいな名前だが、れっきとした男だ。二十五歳。石いし丸まる百貨店外商部勤務。俺の仕事は、物を売るのではなく、売りつけることにある。

　得意客を開拓し、いかに彼等のニーズに合わせて、商品を売るか、それが、俺の仕事だ。

　今、俺が担当している上得意客は、前任者からの引き継ぎが三十人、自分で取ってきた顧客が二十人。しめて、五十人ほどを受け持っている。

　この大羽夫人はその中でもトップクラスの上得意客だったが、我わが儘ままな上に気分屋で、毎回毎回俺を手こずらせてくれた。

　今回も、パーティードレスの注文を受けたのはよかったのだが、生地を選び、デザイナーに発注して、商品が出来上がり、届けに来たら、気に入らないとごね出した。

　元々、彼女は前任者からの引き継ぎ客で、俺もいい加減ウンザリしていた。

（ざけんなよ、くそババァ！）

　言えるものなら、言ってやりたい。

　だが、そう言えないのがサラリーマンの辛いところ。サービス業は悲しいぜ。

　大学を出て、石丸百貨店に入社して三年。それなりに頑張ってきたつもりだが、正直言うと俺は少し今の仕事に嫌気がさしていた。

「申し訳ございませんが、上司に相談をしてみますので。よろしいでしょうか？」

「いいわよー」

　夫人はいかにも高そうなタバコを取り出すと、気持ちよさそうに平然と吸い始める。

　彼女にとっては四十万なんてはした金だろうが、俺の給料の二カ月分に近い額だ。

　キャンセルだなんて冗談じゃねえ。

　だが、大羽夫人は言い出したら聞かない性格だし、ここで下手に粘ねばって機嫌を損ねたら後々面倒になる。こういうババァに限ってねちっこいんだよね。

　仕方なく、携帯を取り出して、外商部へ電話を入れた。

　キャンセルとなると上の許可を取らなくてはいけない。

『ありがとうございます、石丸百貨店外商部、佐さ藤とうでございます』

「お疲れさまです。花園ですけど、課長をお願いします」

『あぁ、花園君、お疲れさま。ちょっと待ってね』

　事務の佐藤さんはそう言うと、課長に代わった。

『はい、高たか杉すぎです』

　すぐに課長が出る。課長の声は、低くて艶つやがあり、綺き麗れいで耳みみ障ざわりがよく、しっとりとしていた。セクシーボイスだと女子社員達が騒いでいたが、本当にそうだと思う。

　これで、不細工なおっさんだったら大笑いなのだが、高杉課長は殆ほとんどの女性からハートマークを送られるほどいい男で、「天は二物を与えず」なんて言葉は、彼の場合は当てはまらない。

　百八十近い長身で、足はすらりと長く、肩幅はがっちりとして逞たくましく、絶対に横に並びたくないほど格好がいい。四分の一ほどロシア人の血が混じっているという話だが、そのせいか肌は透き通るように白く、髪は明るい栗色。目鼻立ちが通った端正な顔つきで、男に美形というのはおかしいのだが、その言葉がピッタリくるくらいの男前だ。

　その上、頭も切れ、仕事ができた。

　この不況時に、どこの百貨店でも売り上げが落ちているというのに、石丸百貨店だけが黒字決算を続けているのは、他ならぬ外商部の売上が伸びているせいで、それはひとえに課長の尽力によるものといえるほどだ。

　他の部署の連中がやっかみ半分に、「外商部はまるでどこかのホストクラブだ」なんて言うほどだった。その中にはどうやら俺も入っているらしい。俺のどこがホストなんだよ。

「お仕事中、申し訳ありません」

『どうかしたのかね、花園君？』

　艶のある声が俺の耳をくすぐる。こんな声で耳元で、「愛している」なんて囁かれたらどんな女だって一発だろう。

「いえ…それが…、今、大羽様のお宅にお伺いをしているのですが」

　かいつまんで事情を説明すると、課長は夫人と代われと言う。

　言われるまま、夫人に代わると、とたんに夫人は、

「あら、高杉さん！」

（声が違うじゃねぇか）

　まるで女子高生みたいな声を出して、嬉しそうに課長と話を始めた。

「え？　そう、嫌だわ。ほ・ほ・ほ・ほ」

　課長は夫人に、以前、彼女がうちで作った黄色のスーツがよく似合っていたと褒めているらしい。

　口もうまいんだよなぁ…課長って。

「そうね。高杉さんがそうおっしゃるのなら、ええ、いただくわ」

　課長に褒ほめられて、夫人は途端に手のひらを返したように態度を変える。

　結局、課長に乗せられて夫人は黄色のフォーマルドレスを買ってくれた。

　俺はホッとしたものの、思いっきりむかついた。

（我が儘なババァなんか嫌いだぁ！）




　外商部へ戻ると、俺は思った通りすぐに課長に呼ばれた。

　どうせまた小言だ。

　この三年の間、俺はしょっちゅう課長に文句を言われていた。

　俺が行くと、開いていたノートパソコンを閉じて、俺の方へと向き直る。

　課長は今日もアルマーニのオーダーメードスーツでびしっと決めていた。縁の薄い眼鏡をかけているが、ウチの女子社員達はあれは伊だ達てだろうと噂をしている。どう見てもこんなところでくすぶらせておくのは勿もっ体たいないほどの男ぶりで、何故ここにいるのか、不思議なくらいだ。

　正面を切って見られて、俺は目のやり場に困った。いい男はどうも苦手なのだ。

　俺が女なら小言でも何でも、「声をかけてもらえて嬉しい！」なんて素直に喜ぶのだろうが、あいにく俺は男だし、叱られるとわかっているのに嬉しいはずもない。

　それもこうしょっちゅう文句を言われていると、さすがに嫌になる。

　俺は、ここのところ、今の仕事が嫌になってきてたんだ。サービス残業は多いし、客は我が儘だし、ノルマはキツイ。これで給料がよかったら我慢もするのだが、そこいらのバイトに毛が生えた程度じゃあ嫌になるぜ。デューダしようかなぁ…なんて、マジに思う。

「花園君、君は大羽夫人を担当して何年になる？」

　課長の小言は露ろ骨こつに怒鳴るわけではない。だが、怒鳴られない分、なまじいい男なだけに怖いのだ。

「前任者からの引き継ぎですから三年です」

「その三年の間、君は何をしてきたんだね」

　冷ややかに言われて俺は言葉に詰まった。

　俺はどうも課長が苦手で、彼とまともに話すのさえうまくいかず、妙に意識してしまう。そのせいか課長の前に出ると緊張してしまう。

　別に「いい男」だからってひがんでいるわけではないのだが……。

「お得意さま一人扱あつかいきれないでどうする」

「はい…申し訳ありませんでした」

　俺は頭を下げるしかなかった。その通りだから……。

　だが……面白くない。俺にだって言いたいことは山ほどある。

　けれどそれを言ったってどうせ言い訳にしか聞こえないし、課長にそんなみっともない姿をさらしてたまるか。それに、どんなに言い訳をしても理屈で責められるに決まっている。

「今後このようなことがないように注意したまえ」

　そう言って、課長は再びノートパソコンを開き、仕事を再開した。

　俺はもう一度、頭を下げてから、自分の席へと戻った。

「災難だったわね」

　隣の席にいる、同期の真ま柴しば冬ふゆ美みが俺の膝ひざをつつく。

　俺は渋い顔をして頷うなづいた。

「さすがのマダムキラーの花園君も大羽夫人にはギブアップだったか…」

　向かいの席に座った田た島じまさんが、出来上がってきたカタログをチェックしながら、からかい口調でそう言う。

「マダムキラーって…よしてくださいよ」

「みんな言っているぜ。花園君は母性本能をくすぐるタイプだから、困ったような顔で『お願いします』って言われると、何とかしてあげようという気になるって…」

「田島さん」

「そうね、捨てられた子猫みたいで可愛いって」

「おい」

　むかついて真柴をこづくと、彼女は可笑しそうにクスクス笑う。

「いいことじゃないか。アピールするだけのものを持っているんだから。個性があるってことはいいことだ」

　田島さんは俺を慰なぐさめているつもりなのか、マジな顔でそう言った。

　文句を言おうとしたら、課長が顔を上げて俺の方を見ていることに気がついた。慌てて俺は隣の真柴からカタログを一冊取り上げると、わざとらしくそれを見る振りをした。

「これ、今度のやつ？」

「そう、今、精せい巧こう印刷から出来上がってきたところ」

「ふーん」

　いかにも高そうな商品が並んでおり、その中には宝石もある。大羽夫人がつけていたダイヤと似たような物があった。

（げ！　百万……）

「どうしたの？」

「いや、これさぁ、大羽夫人がしていたダイヤの指輪とよく似ているなぁと思って…」

「ああ、あれはこんな安物じゃないぞ」

「田島さん、あれがいくらか知っているんですか？」

「あぁ。あれは三百万だ」

「三百万！」

　思わず素すっ頓とん狂きょうな声を上げた俺は、慌てて自分の口を手で塞ふさいだ。

　課長が、眉を顰しかめてまたチラッと俺を見た。

「本当なんですか？」

　小声で聞くと田島さんは頷いて答える。

「俺、課長があれを大羽夫人に売りつけるところを見ていたんだからな」

「課長が……」

「そう、あんな似合いもしない物を夫人に売りつけたのは課長なんだよ。今年の春のお得意さま招待会の時さ」

　俺は呆あきれて課長を見返した。




　その夜、俺はどうしてもそのまま、まっすぐアパートへ帰る気にならなくて、真柴と田島さんを誘って飲みに行った。焼鳥屋で思いっきり盛り上がり、行き着く先はお約束のカラオケで、三人で歌いまくった。真柴の「ウタダ」はぶりっこそのものだったが、田島さんの「グレイ」よりは聞ける。俺は一人で、「チャゲ＆飛鳥あすか」のメドレーを歌った。そこで、終電がなくなるという田島さんは先に帰り、真柴も彼氏に迎えに来てもらい帰っていった。一人になると、何となく面倒くさくて、俺はよたよたとタクシーを拾おうと歩いていた。

　明日はまた仕事だ。また、あのおばさん達の相手をしなければならない。

　気が滅め入いって、歩くのさえ面倒くさい。俺ってけっこう楽天的な性格のつもりだったんだが、石丸百貨店に入社して三年、何か性格が暗くなっちまったような気がする。

「俺の人生を返せ！」

　なんて、さすがに叫ぶつもりはなかったが、マジに叫びたい気分だった。

　俺は元々あまり酒は強くなく、その上チャンポンをしたせいで、その夜はかなり足にきていた。

　自分ではしっかりしているつもりだったのだが、後で考えると記憶がところどころ飛んでいる。

　タクシーは見つからず、そのうち歩くのさえ嫌になって、歩道に座り込んだ。

　いつの間にか小雨が降り出していた。

（眠いなあ…）

　身体がだるくてうとうとしかけたとき、座り込んだ俺の頭上から、声がした。

「こんな所で寝ていたら風邪をひくぞ」

　振り仰ぐと、男が俺を見下ろしていた。

　男の服装はコットンシャツにジーンズで、年は俺と同じくらいか…。

　シャツの上からも盛り上がった逞しい筋肉が見える。

　どこかで見たような気がする。客商売のわりには俺は人の顔を覚えるのは苦手だった。

「うるせぇ…ほっといてくれ」

　喚いて目を閉じると、強引に身体を引き上げられた。

「うわー！　何をしやがる」

　嫌がったが、男の力は強く、俺はズルズルと引きずられて、そのまま、ちょうど来たタクシーに男と一緒に乗せられた。

「家は？」

「吉祥寺…」

　そう答えたあと、俺はいつの間にかうとうとしていた。相当酔っぱらっていたに違いない。そうでなければ、見ず知らずの男を自分のアパートに上げて、その上、あんなことをしてしまうなんて、素面しらふでは考えられなかった。

　ふと、気がつくと、俺は自分の部屋で、ベッドに寝ていた。

「気がついたか？」

「……は？」

　知らない男の顔がすぐ傍にあった。

「あ……」

「俺は帰るって言ったんだが、お前が帰るなと言って離さなかったんだからな」

　男は、気まずそうな顔でそう言う。

（あぁ、そうか…俺、酔っぱらったんだ）

「悪い、迷惑をかけて…」

「いいさ。それより、何か飲むか？」

「水が…欲しい」

「今、持ってくる」

　男は頷いて起きあがると、台所へと行く。

　それも、全裸で…。

　ちょっと、待て！　何故、全裸なんだ？

　呆あっ気けにとられている俺に、男は水を入れたコップを持ってくると、また俺の傍へ潜もぐり込んだ。

　その時、初めて気がついた。俺も…裸だったんだ。

（え？　どうして？　何故……？）

　なんて、そこいらの女子高生のようなことを言っている場合じゃない。

　これが、グラマラスな美女だったら、ラッキーとか思うのだが、相手は…男だ。

　それも俺よりずっと引き締まって格好いい。さっき見た男の全身は学校の美術の教科書に載のっているギリシャ彫刻の青年像のように素晴らしかった。

　焦あせってパニクッていると、男はコップを俺に差し出し、

「ほら、水。どうした、口移しで飲ませてほしいのか？」

　艶っぼく微笑んでそう言う。

　俺は慌てて頭を振って断ると、やつの手からコップを取り上げ一気にそれを飲んだ。

　思わず咽むせる。

「馬鹿だなぁ。落ち着いて飲めよ」

　男は笑いながら背中をさすってくれた。咽せて涙がにじんだ目を擦こすると、俺は恐る恐る毛布をめくった。その下は、思った通りスッポンポンで…あちこちに赤い痣あざがついている。

　もう、笑うしかなかった。俺は酔っぱらって男とやっちまったらしい。

　それも、この状況から考えると、どう見ても俺が犯られた方だ。

　思わず脱力してベッドに倒れ込んだ。もうどうとでもなれ状態だ。

　多分まだ酔っていたのだ。頭はパニックを起こしてうまく回らない。それに普段の疲れも出て、やけを起こしていた。

　そんな俺をやつはジッと見ていたが、俺から取り上げたコップをベッドヘッドに置くと、ゆっくりと覆い被さってきた。

　俺はもう抵抗する気は起きなかった。どうやらそれ以上のことをしてしまったらしいのに、今更キスぐらいで驚いてどうする。それに他人の肌の温かさが気持ちよかった。

　躊躇ためらいがちに触れてきた唇は俺が抵抗しないと見ると、次第に強引になった。そのまま、息が苦しくて開いた俺のロの中に舌を差し込んできて、無理矢理貪むさぼりだす。舌を絡められ、唇できつく吸い上げられ、たまらず男の広い背中に縋すがった。

　男の身体は逞しくて張はりがある。俺は、思わずその背中に腕をきつく回していた。

　のしかかられながら口づけを受ける。そのうち目の前がボーっとかすんできた。それは下半身にズーンと来るような濃厚な口づけだった。男の体臭が俺の鼻をくすぐる。

　酔っぱらっているせいか、薄気味悪さとか嫌悪感は全然わかない。

　まるで自然なことのように俺は男にしがみついた。

　あそこがずきずきして、快感だけが俺を支配していく。頭の中ではそれなりに駄だ目めだと叫んではいたが、目の前の飢うえの方が強かった。憂うさを晴らしたかったのかもしれない…。何もかもすべてを忘れて羽目を外したかったのだろうと思う。

　別に俺はそっちのけはなかったが、男の身体は強くて逞しくて、抱きつくと不思議な安心感があり、俺はうっとりとしていた。

「したくなったか？」

　からかうような口調で囁かれ、俺は素直に頷いた。

　あそこが痛かったのだ……。

　男は嬉しそうに微笑んで、俺の耳を噛む。チクッとした痛みが走り、声を上げたら、そこをやんわりと握りしめられた。

「あ…ぁ…」

　思わず声を出していた。女みたいな声を……。

「足を開け」

　言われるまま足を開く。男の手がしっかりと俺の物を握りしめる。

　やつの手の中で俺の物はビクビクと震えていた。

　亀頭を指の先でつつかれ、リズミカルに男の指は俺を追い上げていく。

　鼻っ先からすぐに滴が濡れだし、俺はたまらなくて身体をくねらせていた。

「あ…っ」

「もっといい声を聞かせろ」

　睨にらんだら、男は楽しそうに笑っていた。

（どこかで見たような……）

　思い出せない。

　そのうちに指の動きは早くなり、もう何も考えられなくなった俺は、男の動きに合わせて快感だけを追って腰を振っていた。

　やるせなくて辛い。熱くて身体から汗がダラダラと流れ出す。

「はぁ…あぁ！」

　半開きになった口からは見境いなく声が溢れ出し、身体中の熱がそこに集まってくる。

（いい…！）

　たまらなくよかった。他人にしてもらうのがこんなにいいなんて知らなかった。

　そして、やつの背中に爪を立てて、俺はあっけなく上り詰め、そのまま意識を失った。




　翌朝、俺が目を覚ましたときには男の姿はなかった。

　一瞬夢を見たのかと思ったのだが、俺の身体に残されていたキスマークの数が、それが夢ではなかったことを告げていた。

　おかげでその日は一日中、二日酔いで頭はクラクラするわ腰は痛いわで全然仕事にならなかった。

　仕方なく外回りは諦めて、それまでほったらかしにしていた伝票の整理をしたのだが、幸い課長が珍しく機嫌がよかったので、俺はダラダラと仕事をしていても叱られずにすんだ。

　昨夜のことは悪い夢だと思いこむことにした。今更後悔しても、やっちまったことは消えないし、いつまでもうじうじ気に病むなんて俺の性に合わない。

　まぁ、そんなわけで、俺は酔っぱらった勢いで、男と初体験なるものをしてしまったというわけだ。男と生まれて二十五年、今更童貞だなんてアホらしいことは言わないが、白状すると気持ちがよかった。（男もまんざらじゃないな…）なんて思いそうになって焦った。きっと疲れていたんだ。そうに決まっている。

　俺は、その夜のことはキッパリ忘れることにした。




　それから数日後、決算前で部内はピリピリしていた。そんな会社にいづらくて、俺は出社すると早々に、得意先回りに出かけた。

　苦手なんだよねぇ、あんな雰ふん囲い気きは。課長はパソコンと睨めっこしているし、いるだけでビリビリとした威圧感があり、些さ細さいなミスでもしようものなら何を言われるかわからない。とばっちりで文句を言われるのだけはゴメンだ。

　俺はまだ三年目の駆け出しだから、決算なんて直接は関係ないし、こういうときはぺーペーは気楽でいい。それで、得意先回りのついでに柏かしわ木ぎのおばあちゃんのお見舞いに行くことにした。

　柏木さんのおばあちゃんは、俺が商品のことで店の方へ行ったときに、買い物中に貧血を起こしたのを介かい抱ほうしたのが縁で、今では俺のお得意さまになってくれている。おばあちゃんの家は五十件からの店舗を持つ遊技場、いわゆる大型パチンコ店を経営している裕福な家だった。

　おばあちゃんは我が儘な客の中にあって、唯一俺を信頼してくれて、欲しい物があるとまず俺の意見を聞いてくれる。そのせいか俺達は客と営業という関係ではなく、年こそ離れていたが親しい友人のようなつき合いをしていた。こういうお客様ばかりだと俺も助かるのだが、実際は偉そうなババァばかりだ。

　電話をしたらここ二日ばかり腰の具合が悪くて休んでおられるという。心配してお宅の方へ伺うと、顔見知りになったお手伝いさんが、おばあちゃんの部屋になっている離れの方へと案内してくれた。

　遊技場経営というのは不況にも強い業種なだけに、おばあちゃんの家は建物だけでも二百坪は下らないだろう。総そう檜ひのき造りの立派なお屋敷だった。庭には、見事な枝ぶりの松が植えられている。俺は来るたびにいつも頭の中で電卓を叩いてしまう。

（すげえ、財産だよなぁ…）

　渡り廊下を通って離れへ行くと、

「大奥様、花園さんがお見舞いにいらしてくださいましたよ」

「まぁ、花園さん」

　おばあちゃんはだいぶ具合がいいらしく、安楽椅子に腰掛けて庭を眺ながめていたが、俺の顔を見たとたんに嬉しそうな顔になった。

「お加減はいかがですか？」

「えぇ、おかげさまでどうにか起きあがれるようになりましたの」

「あまり無理をなさらないように」

「ありがとう」

「これ、お口に合えばいいのですが。以前お好きだと伺いましたので」

　俺が持っていった梅が枝え餅もちを差し出すと、お手伝いさんが受け取ってそれをおばあちゃんに見せる。

「まぁ、ありがとう。嬉しいわ。これ、大好きなのよ。俊とし子こさん、お茶を入れてくださいな。玉ぎょく露ろがありましたでしょう」

「はい」

　頷いて、お手伝いさんは急いでお茶の用意のために出ていった。

「うちの孫も花園さんみたいに優しくしてくれたらいいのですけど。仕事が忙しいのはわかりますが、少しも顔を見せてくれないのですよ。同じ家の中にいるというのに、薄情なんだから」

　そう言っておばあちゃんは寂しそうな顔をした。客の愚ぐ痴ちを聞くのも仕事のうちだ。本当は俺の方が愚痴りたいことが山ほどあるのだが……。

「そんなことはありませんよ。俺…いえ、私だってうちの親からは年に一回ぐらいは顔を見せろとうるさく言われています」

「あら、花園さんはお里はどちらですの？」

「大おお分いたです。といっても日ひ田たです。近いものですからかえって、なかなか帰ろうという気が起きません。親不孝な息子で叱られています」

「まぁ、そう…」

　おばあちゃんはおかしそうに声を上げて笑う。

「まだ、お一人でしたよね」

「はい。もう二十五なんだから、そろそろ身を固めろと、これも親に言われているのですが…」

「二十五歳ぐらいなら、よろしくてよ。うちの孫なんて三十二歳ですもの。何を考えているのか、いい年をしてまだふらふらしてますわ。見かけはそんなに悪くはないのですけど。何しろ亡くなったおじいちゃんの若い頃にそっくりですから」

　そう言っておばあちゃんははにかんだように微笑んだ。

「ただ、口べたで女の方とおつき合いをしても冗談の一つも言えない性格のせいで面白みがないらしくって、すぐにお断りをされてしまいますの。どこかにいい方はおられません？」

「はぁ…」

　そんなことを言われても、男の心当たりはあるが、女の方の心当たりは全然なかった。俺の方が世話をしてほしいぐらいだ。

　そこヘドアが軽くノックされた。お手伝いさんが戻ってきたのかと思ったら、入ってきたのは背の高い男で、がつしりとした体格にダブルのスーツが決まっている。目鼻立ちは整い、太い眉に、きっと引き締まった唇の男らしい顔立ちで、スポーツマンタイプの精せい悍かんな感じの男だった。

　課長とはまた違った種類のいい男だ。課長が、「静」なら、この男は、「動」だろう。

　男の顔は自信に満ち、トップに立つ者が持つ落ち着きと威圧感がある。

　それでいて、他人を気後れさせるような、傲ごう慢まんな感じは受けない。

　営業について三年、俺だってそれなりに人を見る目はあるつもりだ。

「あら、新しん一いちさん」

　その男を見ておばあちゃんは苦笑した。どうやら、彼が今おばあちゃんが話していた孫らしい。俺は慌てて立ち上がると頭を軽く下げて挨拶をした。

「お邪魔しております」

「新一さん、こちらは石丸百貨店の花園さんです。私が以前具合が悪くなったときにご迷惑をおかけしましたのよ」

　ところが、おばあちゃんが俺を紹介をしても、彼は、狐きつねにつままれたような顔で俺を見ていた。

　俺は彼の不ぶ躾しつけな視線に居心地が悪く、その場を取り繕うように名刺を取り出すと差し出した。

　彼もギクシャクとした仕草で名刺を取り出す。受け取った名刺には柏木興業社長と書いてあった。

　おばあちゃんの息子さんは昨年亡くなったと聞いていたから、彼が跡を継いで事業経営をしているらしい。どうりで落ち着いた感じを受けたはずだ。

「どうかしたの？　新一さん」

　おばあちゃんが尋ねても彼は何となく上の空だ。

「いえ。これから大阪の方に出張に出かけるから…帰るのは明後日になります。何かあったら電話をください」

「あぁ、そう。気をつけて行ってらっしゃい」

「では」

　そう言うと彼は部屋を出て行く。彼がいなくなるとおばあちゃんは困ったような顔でため息をついた。

「ごめんなさいね。愛想のない子で」

「いいえ。立派なお孫さんではありませんか」

「仕事の方は父親の生前中から、殆ど新一が社長代行をしていましたから、父親が亡くなっても何の心配もなかったのですけど、新一があんなでしょう。仕事が趣味みたいな子ですから、いい方となかなか巡り会えないらしくて、困ったものですの」

「はぁ……」

　おばあちゃんの心配はともかく、俺の目には彼は十分もてるように見えた。




　その柏木さんから電話があったのはそれから二日後のことだった。

　彼は出張から戻るとすぐに俺に電話を掛けてきたらしい。

「お待たせいたしました。花園です」

「柏木ですが」

「は…？」

　俺は、相手が誰だかわからなかった。

「柏木興業の柏木です」

　そう言われて初めて、おばあちゃんの孫だということを思い出した。

「あぁ、柏木さん。失礼をいたしました。いつもお世話になっております」

　慌てて挨拶を返すと、柏木さんは、

「いえ、お忙しいところに電話をして申し訳ありません」

　そう答えた。それはずいぶん丁寧な物言いで、あの時とは全然違う。

　彼の話というのは、今建設中である新規店の社員寮に付けるカーテンをうちに注文したいということだった。もちろん俺が断るはずもなく、今からその建設現場へ向かうので、よかったら同行しないかという彼の誘いに、俺は喜んで本店の前で彼と待ち合わせて現場を見せてもらうことにした。

　俺の頭の中に「ノルマ」の三文字と売上のグラフが浮かんだことは言うまでもない。

　実際のところ、そろそろ新しいお得意先を開拓しないと、今のままでは売上も頭打ちだった。我が儘なババァ連中の相手は疲れるし、できることなら個人客より、企業に食い込んだ方が儲もうけは大きい。

　店の前で待っていると、柏木さんは驚いたことに自分で運転をしてきた。それもポルシェやリムジンではなくシンプルな国産車だった。格好もこの前のスーツとはうって変わって紺のポロシャツにパンツというラフなもので、それが逆に親しみやすさを感じる。

「ひょっとしてお休みだったのではないのですか？」

　遠慮がちに俺が尋ねると、彼は、

「父の跡を継いで以来、まともに休みなんてないんですよ」

　笑って答えた。笑うと白い歯がこぼれ、ずっと若く見える。俺は迂う闊かつにも、

「大変ですねぇ」

（やべぇ……）

　思わずそう言って、内心焦った。相手は仮にも社長だ。そんな人に悪気はないとはいえ失礼なことを言ってしまった。そう思ったから素直に口に出したのだが、相手は客だし、それも立派な人だ。

　これだから、課長に何年営業をやっていると小言を言われるんだよなぁ。

　もう一度本社で教育を受け直してこいなんて言われても仕方がない。

　だが、柏木さんは一いっ介かいのデパートマンである俺の無礼な言葉にも怒りもせず、

「そうなのですよ」

　と笑って相づちをうつ。やはりどんなに若くても社長をやっている人だけのことはある。

　つくづく器の違いというのを感じてしまう。

　それに話してみると意外と気さくで、俺が自分の会社の人間ではないせいもあるのだろうが、彼は思ったよりもずっと話しやすい人だった。

　柏木興業が建設中の新規店は、都心から一時間半ほど離れた、最近ベッドタウン化が進んできた新興住宅地の一画にあった。そこは元々は牛乳工場の跡地だったらしいのだが、折からの不況で工場が倒産し、そこを柏木興業が買い取った物らしい。

　柏木さんはその土地を買い取ると同時に、隣接する土地も駐車場用地として買収した。土地はのべ一万三千平方メートルにも及び、その中央にパチンコ店を中心とした大型遊技場を建設中だった。

「パチンコ店を核としてアミューズメント施設、レストラン、買い物ができるブティックなどを建てる予定です。いずれはこの手の店を広げていき、家族で一日中遊べるような複合レジャー施設を作ることが俺の目標なのです」

　柏木さんは、俺に大型クレーンが行き交う建設現場の案内をしてくれながら力強くそう言った。

　その顔は自信に溢れ、男らしかった。

　俺は今まで自分の仕事をこんなに自信を持って人に話したことがあっただろうか……。

　大学を出て、偶然内定をもらって今の百貨店に入社し、自分から望んだわけでもなく外商部に入り、ただ流れのままに毎日愚痴りながらダラダラと仕事をしている。

　そんな俺には彼の笑顔は、やけに眩まぶしかった。同じ男だというのにえらい違いだ。




　詳しい見積もりは後日担当者と打ち合わせをすることにして、丁度昼飯時になったので、柏木さんに誘われるまま、俺達は彼の行きつけだという日本料理店へ行った。

　連れて行かれた先は、赤あか坂さか通りにある、「望もち月づき」だった。古くからある格式の高い店なので、名前は知っていたが、とても俺のようなぺーペーのサラリーマンが気安く食事に行けるような場所ではない。行く先が「望月」だと聞いて、俺は慌てて辞退したのだが、柏木さんが、「カニ料理が美お味いしいから」と言うので仕方なくつき合うことにした。

（必要経費では落とせないよなぁ…）

　なんて、みみっちいことを考えていたら、彼が、

「今日は急に呼び出して迷惑をかけたから俺におごらせてください」

　なんて言う。だけど、相手は仮にもお客様だ、それもこれから先の取引がかかっているのだから、そんなわけにもいかない。俺は自分が支払うと言ったのだが、彼は祖母が迷惑をかけたからこれぐらいさせてほしいと言って聞かなかった。

　客におごらせたなんて課長に知れたら怒鳴られるところだ。

　でも、俺の財布の中にはなけなしの一万円札が一枚。給料まで後十日…日割り計算で一日千円。どうしようという状態だった。それでこのさい見栄はあっさり捨てた。ようは課長にバレさえしなければいいんだ。

　柏木さんの言ったとおり、この店の自慢だというタラバガニの味噌を使った料理は絶品で、俺は生まれて初めてこんなに美味しいカニを食べた。

　どの料理も日本酒とよく合い、俺は勧められるまま昼間っから酒を飲んだ。彼はかなりいける口らしい。俺はあの夜アルコールで失敗して以来控えていたのだが、焼きタラバガニをつまみに飲む酒はとても美味しかった。

　柏木さんはそんな俺に大学時代の話や、父親の病気でいきなり会社を引き継いで苦労したことを楽しそうに話してくれて、俺はついつい杯さかずきを空けていた。

「ガキの頃はうちの家業が嫌で嫌でしかたがなかったんですよ」

「柏木さんがですか？」

「ええ。子供の頃は『パチンコ屋の息子』とからかわれて、しなくてもいい喧嘩をずいぶんしました」

「そうなんですか…」

　今の彼からはとても信じられない。目の前の彼は常に群のリーダーシップを取り、周りから信頼される男に見えた。とても人と争うようなそんな直情型のタイプには見えない。

「社長になるのも本当は嫌だったんです。ですが、俺の我が儘で数百人もの従業員を路頭に迷わせるわけにはいきませんから、渋々引き受けたのです。それが、仕事を継いでみると、たかが『パチンコ屋』といっても会社を一つ守るというのは大変なことでした。父の代から仕えてくれる大勢の人たちの後押しがあったからこそここまでやってこられましたが、そうでなかったら俺のような若わか造ぞうではとても無理でした。夢中で仕事をしているうちに、あんなに嫌がっていたのに会社を大きくしていくのが生き甲が斐いのようになってしまって、今ではこの仕事が天職だと思っています」

　俺に酒を勧めながら柏木さんは苦笑してそう言う。

　俺にもわかるような気がする。目の前の彼は自信にあふれていた。

「ただ、近頃はさすがの俺も少し疲れまして…たまには息抜きをしないと」

「お好きな方はいらっしゃらないのですか？　お祖ば母あさんも心配しておられましたが」

「いません。ただ…」

　そう言ってちょっと照れたようにはにかんだ。

「最近、いいなぁと思っている人はいますが」

「そうなんですか」

　彼ほどの男から望まれたらどんな女性だって二つ返事でＯＫするに違いない。

（おばあちゃんがそれを聞いたら喜ぶぞ）

「花園さんこそ恋人は？」

「私ですか…私なんか全然縁がなくて」

　俺が苦笑して答えると、柏木さんは不意にマジな顔になり、

「好きな人もいないのですか？」

　と聞いてきた。

「はい」

「そうですか。それはよかった」

「え？」

（何だぁ……？）

　どういう意味なのか俺が聞こうとすると、彼は酒をすすめる。

「まぁ、一杯どうです」

「いえ、もう、けっこうです。酒には弱い方ですし、すぐに顔に出ますから。会社に戻って真っ赤な顔をしていたら上司に怒鳴られます」

　課長は今日は公休でいないが、勤務中に酒を飲んだなんてバレたら真柴がうるさいに違いない。

「顔が赤いでしょう」

　俺がぼやくと、柏木さんはそんな俺を楽しそうに見ながら、

「色っぽいですよ」

　笑って答えた。

「からかわないでください」

　俺は照れくさくてカニのサラダを口に運ぶ。そんな俺をジッと柏木さんは見ている。

　何となく、身の置き場がないというか、恥ずかしい。

　だから、酒を飲みたくなかったのだ。一人で飲んだように真っ赤になるから……。

　それでもその後、彼から今後の柏木興業のプランなんかを聞かされ、いずれはうちに全面的に商品を頼みたいなどと言われて、俺は少々舞い上がっていた。うまくいけば年間何千万の取引になるに違いない。俺にとってはこんな大きな取引は滅多にないチャンスだった。




　食事を終え、柏木さんに礼を言って店を出ようとした時、入り口の所でちょうど入ってくる客とぶつかった。

　俺は思わず絶句した。

　その客は、よりにもよってまずいことに今一番会いたくない高杉課長だったのだ。

「課長……」

（やべぇ～！）

　赤くなった顔を隠すわけにもいかず、どうしようかと戸と惑まどっていると、課長の方も俺がこんな場違いな店にいたのに驚いたらしい。

「花園君、どうしたんだ。こんなところで」

「お得意さまと一緒なんです」

　慌てて、俺は言い訳を考えた。ところが、課長は俺の後ろにいる柏木さんに気づいた途端に、

「柏木……」

　いつになくきつい表情で彼を睨み付けた。とうの柏木さんもさっきまでとは打って変わったように怖い顔で課長を見ている。

　二人はニコリともせずに俺を挟んで無言で向かい合う。ギスギスした空気が流れ、なんだか居心地が悪い。どうやら二人は知り合いだったらしい。

「久しぶりだな、高杉。高校を卒業して以来だから十四年ぶりか」

「あぁ。確か君は東京の大学へ行き、向こうで就職したと聞いていたが…。いつ、こっちへ戻ってきた」

「親父の具合が悪くなってな」

　まるで親の敵かたきでも見るような目で柏木さんは課長を見返した。課長も憮ぶ然ぜんとした顔で見ている。

　何かこの二人おかしくないかぁ……？

「ということは、あんなに嫌っていたのに父親の跡を継いだのか？」

「そういうことだ。お前の方こそ石丸百貨店に勤めているのか？」

「そのとおりだ。彼は私の部下だ」

　そう言って課長は、いきなり俺の腕をグイッと掴んで自分の方へ引き寄せた。

　俺は酔いも手伝ってよろめき、課長に縋り付くような格好になる。慌てて離れようとしたが、課長はそんな俺を離そうとはせず、まるで柏木さんに見せつけるように俺の腰に手を回してきた。

「あの…課長」

　途端に柏木さんが顔を引きつらせる。さらに険しい表情になり、噛みつかんばかりの形相になった。それでも課長は俺を離そうとはしない。

（なんなんだよ…）

　俺は何がなんだかわからず、唖あ然ぜんとしてそんな二人を見ていた。

「貴様こそ、築つき本もと銀行頭取の息子のくせに、何故百貨店なんかに勤めている」

（え？）

「余計なお世話だ」

　課長は平然とそう答えると、俺に向かって尋ねた。

「食事は終わったのか？」

「は…はい」

「では、失礼をしようか」

「ですが、課長。課長は…どなたかと、お約束では」

「別に用はないんだ。柏木、今度からうちの百貨店に用があるときは直接私に言ってほしい。君とは昔のよしみでできるだけ便べん宜ぎを図らせてもらう」

　にこやかに笑って課長はそう言った。だが、その目は笑っていない。どう見ても社交辞令だ。何だか怖い。そんな課長に戸惑っていると、課長は俺を引っ張るようにして今入ってきたばかりの店を出ようとする。

　課長の強引な態度に、俺は柏木さんに、

「ごちそうさまでした」

　と慌てて礼を言って頭を下げるのがやっとだった。

　課長は店を出るとすぐに、傍らの駐車場に停めてあった自分の車に俺を押し込み、車をスタートさせた。

　柏木さんと昔何があったのか知らないが、酷く機嫌が悪い。こうなるとなまじいい男なだけに凄みがあり、俺はビクビクものでそんな課長の顔色を窺うかがっていた。

「柏木との取引は長いのか？」

「いいえ、今回が初めてです」

　俺は課長に聞かれるままに、彼のおばあちゃんと知り合ったきっかけを話し、彼を紹介されたことを話した。

「それで、奴は何と言って君を誘い出したんだ？」

（誘い出すって…課長…）

　課長の口ぶりは柏木さんに失礼だと思ったが、機嫌が悪い彼を刺激するのもどうかと思って言えないでいた。

「新規店の社員寮のカーテンを付けてほしいと言われまして」

「それで？」

「建設中の店を拝見した後、俺はお断りしたのですが、柏木さんが祖母が迷惑をかけたから食事ぐらいおごらせてほしいと…」

「で、昼間から酒を飲んだわけか」

「………」

　俺が返答に困っていると、

「強くもないくせに懲こりない奴だ」

　ボソッと課長は呟く。

（え？）

　課長とは一度も飲んだことがないはずなのに…どうして課長がそんなことを知っているのか不思議だった。会社の忘年会や新年会でも、すぐ顔に出てみっともないから、俺は会社の連中の前では飲めないことにしているのだ。俺がけっこう酒が好きだと言うことを知っているのは時々一緒に飲む真柴や田島さんぐらいだから、きっと課長は彼等から聞いたに違いない。

（あいつら、チクりやがったな……）

　俺が決まりが悪くて押し黙ると、課長は怖い顔で、

「今後、柏木との交渉には俺が当たるから、君はかかわらないでほしい」

　そう言った。

「え……？　あの…」

「何だ？」

「お宅の方へも伺ってはいけないのですか？」

「当然だ」

「そんな、課長」

　俺は思わず喚いた。

　柏木さんと課長がどういう間柄かは知らないが、俺には関係ないことだし、第一俺のことを気に入ってくれて、訪ねていくのをあんなに喜んで迎えてくれる柏木のおばあちゃんのことを考えると、いくら上司の指示でも、課長の言うことを素直には聞けない。

　だから、普段なら怖くて言えないのだが、俺は納得がいかずに食い下がった。

「課長と柏木さんに何があったかは知りませんが、俺には関係のないことです。お客様を選んではいけないと課長はいつもおっしゃっているではありませんか」

「花園君、君は柏木のことを知らないからそんなことを言うんだ。柏木は私が担当する。君は私の指示に従っていればいい」

「納得できません」

　課長が眉を顰めて渋い顔で俺を見返す。それでも、自分が間違っていないと言う自信が俺にはあった。

　だが、何となく気まずくて、いたたまれなくなった俺は思わず喚いた。

「車を停めてください。俺、歩いて帰ります」

　俺がそう言うと課長は車を停める。

「花園君…」

　車が停まるとすぐに俺は課長の止めるのも無視して外へ出た。

「待ちなさい」

「失礼します」

　一礼してさっさと歩き出す。

　むかついていた俺は振り返らなかったから、課長がその時どんな顔をしていたのか知らなかった。




　その後、俺は外商部へ戻り、すぐに柏木さんにお礼の電話を入れた。

　柏木さんはそんな俺に、課長から嫌みを言われなかったかと反対に心配をしてくれて俺は嬉しかった。二人の間に何があったのかは知らないが、俺には関係のないことなのだから、課長の指図を受けるつもりなど毛頭ない。

　だってそうだろう。ビジネスに私情を挟むなといつも言っているのは、課長なのだから……。その課長が、あんなことを言うなんて、何となくゲンナリで、俺は極力今まで以上に課長と顔を合わせないようにした。

　いつになく俺が強気になっていたのは柏木興業との取引という大きな営業がかかっていたせいでもあったが、少なくとも俺が見た感じでは柏木さんはとてもいい人に思えて、彼を嫌っているらしい課長への反発もあった。

　そんな俺に柏木さんはまた是非会いたいと言ってくれた。

　それでも、課長の手前、露骨に動くこともできず、取りあえずは課長の言うことを聞いている振りをしていた。課長も自分の言ったことを大人げなかったと思ったらしく、以来柏木さんのことは一言も口にしようとはしなかった。




　そんなある日、俺は大事なお得意さまから受けていた商品の納入期日を間違え、とんでもないポカをやってしまったのだ。

　その客は俺の受け持ちの客の中でも一・二を争うほどの大口の取引相手で、会社の創立記念日に社員と取引先へ配るタオルを千枚注文されていた。

　当初十五日と指定されていたが、式典日が会長の都合で一週間ほど早くなり、八日に変更になったと連絡があったにもかかわらず、俺はうかつにも問屋の方に納品日の変更連絡を入れ忘れていたのだ。当日の朝、相手側から何時頃持ってきてもらえるのかと電話をもらって俺は青くなった。

　急いで問屋に連絡をしたが、大判のバスタオルをいきなり千枚もは間に合わない。縋る思いで店の方へ聞くと、在庫が百枚程度はあるという。取りあえず、それを急いで包装してもらうよう頼んだ。

　商品が期日通りに納められなければ、外商部だけでなく百貨店の責任問題になってくる。

「課長…」

「どうした、花園君？」

　八方塞がりの俺は、仕方なく課長に相談した。本当は直属の上司なのだからすぐに報告をすべきなのだが、彼に弱みを見せるのが嫌で、俺はなかなか言い出せなかった。

「実は尾お崎ざき商事から先月受けた創立記念用のタオル千枚なのですが、式典がおこなわれる日にちが早まったと連絡をいただいていたのに、問屋の方に納品日変更の連絡を入れ忘れていました」

「何だって！」

　驚いて課長は俺を見る。

「俺のミスです」

「それで、納品日はいつなんだ？」

「今日の十一時までです。先ほど尾崎商事から何時頃持ってきてもらえるかと電話を受けて、初めて問屋に連絡を入れていなかったことに気がつきまして」

「なんてことだ」

　課長は壁の時計を見る。時計は九時を少し回ったところだった。

「二時間しかないじゃないか」

「申し訳ありませんでした」

　俺は頭を下げるしかなかった。

「とにかく、かき集めるしかないな」

　課長は難しい顔をしたが、すぐに商品部へと連絡を取ってくれた。

「外商部の高杉ですが、インテリア担当の山やま中なかチーフバイヤーをお願いします。ご無沙汰しております、高杉です。実は折り入って…ええ、採算はこのさい度外視してもかまいません。千枚どうしても必要なのです。無理はわかっています。ですが、そこをなんとか…はい…」

　山中バイヤーは二百枚ならその手のバスタオルを用意できると言っているようだ。

（後、七百枚か…）

　バイヤーに頼んで、包装ができ次第持ってきてもらうように頼むと、課長はいったん電話を切り、すぐに他の店へ連絡をとる。

「外商部の高杉です。先日の会議ではどうも…折り入って、ご相談が」

　星崎店の方に五十枚だけ余裕があるという。

「花園君、君は今から星ほし崎ざき店へ行って商品をもらってきてくれ」

「はい」

「俺は他の店にも当たってみるから、携帯の電源を入れておけ」

「はい」

　俺は後のことは課長に任せて星崎店へと急いだ。

　課長は怒らせると怖いが、いざとなると頼りになる。自分のミスを悔やんでいる暇もなく星崎店へ行くと、課長の顔が利いたのか予定より五十枚も多いタオルを用意してくれていた。

（あと六百枚か…）

　時間は刻々と迫ってくる。

　課長に連絡を入れると、別の店で百枚ほどは都合がついたと言われた。

「残り、五百枚か…」

　思わず俺は、ライバル百貨店へ買いに行こうかとマジに思った。領収書はもらえないから自腹になるが俺のミスだし、それぐらいのことは仕方がない。

　まぁ、バレたら笑い者になるが…。

（信用をなくすよりはいいか…）

　なんてマジに思って外商部へ戻ると、課長が部内の社員を総動員してタオルの箱詰めをしていた。

「遅くなりました」

「花園君、別の問屋からかき集めて、どうにか千枚揃った。時間がない。急いで箱詰めをしないと間に合わないぞ」

「はい」

　壁の時計は十時を回っている。約束の時間まで後三十分。俺は慌てて箱詰めにかかった。

　不器用な俺と違って課長は、てきぱきとタオルを箱に詰め、包装していく。

「のしはお祝いでよかったな」

「はい」

「おい、包装紙が逆だ。お祝いの場合は右上だ」

「ああ、すいません」

　焦って包み直すと、今度は包装紙がグチャグチャになり端が破れる。

「君は意外と不器用だなぁ」

　課長は笑って俺の包み損なった箱を取り上げ、見事な手つきで包装を終わらせた。

　俺はもう、穴があったら入りたい心境だった。

「ここはいいから出来上がった品物を段ボールに箱詰めしてくれ」

　頷いて俺が段ボールに入れていると、傍らでのしを書いていた真柴が、

「今度、花園君のおごりね」

　にやりと笑って言う。

「へいへい」

　俺は頷いて、片っ端から梱包した。

（俺、残り三千円しかないんだぜ…）

　五百枚をライバル店で買うのと、ウワバミの真柴にたかられるのでは、どっちがよかったのだろうか？　ローンがきく分買う方がよかったような気がしたが、このさい、それは考えないことにした。




　約束の時間ぎりぎりに商品はすべて揃い、俺はそれを会社のライトバンに乗せて急いで注文先へ運び、どうにか事なきを得た。

　おかげでその夜、俺はしっかり真柴におごらされる羽目になり、金がないので仕方なくつけがきくいつもの焼鳥屋へ行った。俺は自分のミスが情けなくて少しも酔えなかったのだが、真柴達はただ酒だというので羽目を外して大騒ぎをしてくれた。

　あいつらに同情を求めた俺が馬鹿だったんだ。真柴なんて酒を見ると目つきが変わるのだから。これでよく彼氏に逃げられないものだと思うぞ。

　このままもう一軒行こうと誘われたが、俺はとてもそんな気にはなれずに、一人店に残った。

　みんながいなくなると、俺は張りつめていた気が一気に緩ゆるんでしまい、自分が情けなくてため息をついた。

（仕事、辞めようかなぁ…）

　なんて、内心ぼやいていたら、そこへ課長が現れた。

「課長？」

「みんなはどうした？」

「二次会に行くといってさっき出ていきましたが」

　思わず構えてしまう。頼りになる上司だし、立派な先輩なのだが、どうしても苦手だ。

（課長が来るんだったら、みんなと一緒に行けばよかった）

　などと思わず思ってしまった。

「君は行かなかったのか？」

「俺…なんか疲れちゃって」

　ぼやくと、課長はクスリと笑って俺の横の席に腰を下ろした。

「今夜は接待ではなかったのですか？」

「あぁ、私も面倒なので、後は常務達に任せて失礼してきたんだ」

「そうですか…。今日はご迷惑をおかけしました」

　俺は改まって頭を下げた。課長がいなかったら穴を開けていたに違いない。

　いくら気に入らない相手でも、こういう場合は頭を下げるのが礼儀ってものだ。

　俺がそう言うと、課長は冷ややかに言う。

「当然のことをしたまでだ。君の失敗は私のミスだからな。今後は気をつけるように。常に確認を怠おこたらないようにすることだな」

「はい」

　課長に言われることはもっともなことだった。だけど、何となく気まずい。

　酒はまずくなるし、何か余計に疲れそうで気分が重い。課長に気後れがしているからかも知れない。

「二度と同じミスはするなよ」

　俺に念を押して、課長はこの話はこれで終わりだとばかりに、熱あつ燗かんを注文する。

「ここは何が美味しいんだ？」

「山芋の鉄板焼きですが」

「そうか、それじゃあ、それをもらおうか」

　俺は、課長にお酌をしながら、以前から気になっていたことを尋ねた。

「一つお聞きしてもいいですか？」

「何だ？」

「柏木さんが、課長は築本銀行の頭取の息子さんだとおっしゃっていましたが」

「ああ、そうだ。つまらないことを覚えているな」

「いえ…。それなのにどうして百貨店に？」

「嫌だったんだよ」

「え？」

　課長は苦笑して杯の酒を飲み干し、フーッと息をつく。

　その顔は、整っているだけに変に扇せん情じょう的てきで艶っぼかった。

　そう言えば初めて課長と二人で飲んだような気がする。部署の新年会とか送別会やらで飲み会は結構あったが、二人きりで飲んだことは今までに一度もない。

　俺達から少し離れた席に陣取っているＯＬらしい三人連れが、盛んに課長を気にしてこちらを見ていた。斜め向かいに座っているお水らしい二人の女性もだ。

　だが、課長はそういった視線には慣れているのか、気にも止めないで話を続けた。

「頭取の息子という看板が付いてくるのが嫌で、銀行には入らなかったんだ」

「課長がですか？」

「おかしいか？」

「いえ……」

　彼はとても、そんなことを気にするようなタイプには見えない。逆にそれを利用してのし上がるくらいの男に見える。

「父親に干渉されるのが嫌だったと言い直した方がいいのかな」

「……」

「これでもけっこう、俺は気が小さい方なんだぞ」

「はぁ…」

「信じていないな」

　課長は笑って、出来上がってきた山芋の鉄板焼きをフーフー言いながら食べ始めた。

「あの…柏木さんとはどういう？」

「気になるか」

「はい」

「奴とは高校時代の同級生だ。早い話が何かにつけて私たちは張り合っていた。あいつはいつも大勢で連つるんでいて、リーダーにならなければ気の済まない奴だった。自分の価値観が一番というか、自分がどんなときでも正しいと思うような奴で、何でも自分の都合のいいように解釈する。俺はどちらかというと群れるのは苦手で一匹狼だったから、まるっきり正反対の俺たちは、何かにつけて比べられた」

「そうだったんですか…」

　でも、性格が合わないぐらいであんなに反発し合うものだろうか？　俺にはイマイチピンとこなかった。あの時の二人はまるで親の敵同士のような雰囲気だったのだ。すると課長は言う。

「昔、学校一の美人のことで奴と揉もめたことがあるんだ」

「柏木さんとですか？」

「ああ。事の発端は、柏木がその子のことを好きになり、つき合ってくれと迫ったことだったんだが、奴はああいう性格だから、自分が振られるなんて全然考えていなかったんだろう」

（女がらみかよ…）

　それならわかる。

「その子は学校では不良の烙印を押されていた別の奴が好きでつき合っていたんだ。柏木に、『彼とつき合っているから』と断っても、柏木は『あんな奴とつき合っていると君が不幸になるだけだから別れろ』と、聞かなかったらしい。それで俺に何とかしてほしいと泣きついてきて、私が仲裁に入った。ところが、こんどは柏木は、俺が余計なことをその子に言ったと逆さか恨うらみをして。まぁ、俺も若かったから売られた喧嘩を買ったというわけだ」

「それで、どうなったのですか？」

「痛み分けだよ。あいつは空手部の主将だったし、俺も子供の頃から剣道をしていたから腕には自信があった。結局、その子は親の転勤もあって引っ越していったが、以来、俺たちの反目は酷くなったわけだ」

「そうだったんですか…」

「今思えば、つまらないガキの頃の確かく執しつなのだが、それだけにお互いに今でもこだわっている。俺だけかと思っていたら、この前会って奴もそうらしいとわかって正直言っておかしかった」

　課長は苦笑して山芋の鉄板焼きを食べる。

「これ、うまいなぁ」

「いけるでしょう」

「この前は柏木のことでつまらないことを言って悪かった」

「課長…」

「俺は奴が今でも嫌いだが、奴と俺のことは君には何の関係もないのだから。わかってはいたのだが、つい奴の顔を見てカッとなってしまって、君にあんな失礼なことを言ってしまった」

「いえ…いいんです」

「ただ、奴はあんな男だから、関わり合いになってほしくないんだ」

「はい…」

　俺は頷いて課長に酒を勧めた。

　課長が嘘を言っているとは思えないが、俺には柏木さんが課長が言うような人にはとても思えなかった。




　その柏木さんからクルージングに行かないかと誘いの電話を受けたのは、それから数日後のことで、

「クルージングですか？」

　俺は思わず聞き返した。

「クルーザーを買ったんですが、一人で試運転をするのは寂しいんで、休みだったら来ませんか？」

「俺なんかを誘っていいんですか？」

「花園さんなら大歓迎ですよ」

「はぁ…」

　俺は躊躇ったが、丁度その日は休みだし、彼に熱心に口説かれて、俺は彼の誘いを受けることにした。何て言ったって売上がかかっている。

　そりゃあ、課長の言葉が気にならなかったとは言わないが、相手はお客様なんだし、それに俺は彼ともっと話をしてみたかった。

　柏木さんの前向きな生き方に惹かれたのかもしれない。




　その朝は、澄み渡る青空の下、絶好のクルージング日和びよりだった。

　それは、毎日無機質なビルに囲まれて人の顔色ばかり窺っている俺には、目に染みるような青さだった。

　個人用のハーバーに横付けされたクルーザーは、真新しい船体を海に浮かべて俺達を待っていた。あまり気が乗らないクルージングだったのだが、それを見た瞬間に俺の気持ちは踊った。

「凄い船ですねぇ」

　柏木さんは俺の手を引いて船へ上がらせてくれた。まるで女の子のような扱いに苦笑しながら、俺は船に乗り込むと、意外と広いキャビンの中を見て感嘆の声を上げた。

「ちょっとしたキッチンもあるし、シャワーも付いています」

　キャビンの中は六畳ぐらいの広さで、数人が腰掛けてパーティーを開けるように作ってあった。キッチンの反対側にある長椅子は倒すとベッドになるらしい。

　船はゆっくりと港を離れていく。海の風はひんやりとして気持ちがよく、次第に遠くなって行く街の景色を眺めながら、その広大な風景に俺は見とれていた。

　港を迂う回かいすると、船は徐々に、スピードを上げ港から離れて行った。街は見る見るうちに遠くなり、高いビルも鉄塔もまるでマッチ箱のセットのようだ。

（あんなところで俺は泣いたり笑ったりしているのか…）

　毎日あくせく働いている自分がいかに小さい存在かを思い知らされたような気がした。

　思いっきり深呼吸をすると、心が洗われるようなそんな気分になる。

　そんな俺の横で、柏木さんは慣れた手つきで操縦している。

　波も穏やかで、ここが船の上だとは感じられないくらい揺れもなく静かだった。

　船着き場を出てしばらくすると、辺りは一面海で何も見えなくなった。

　柏木さんはクルーザーを適当なところで停泊させると、港を出るときに仕入れてきたビールやつまみを広げて宴会を始めた。

　俺も休みだし、窓から見える海の景色は気持ちがよくて、すぐに酔っぱらってしまうことを忘れるほど楽しくて俺は飲んだ。

「でも、本当に俺なんかを誘ってよかったんですか？」

「かまわないよ。男同士の方が気楽でいい」

「そりゃぁ、そうですが…」

「なぁ、花園君、今の仕事を辞めてうちの会社に来ないか？」

　いきなり柏木さんはそう言った。

「俺に石丸百貨店を辞めて、柏木興業へ転職しろとおっしゃるんですか？」

「そうだ。何もあんな奴の下で働くことなんかない」

「高杉課長のことですか…」

「奴は昔から、どんなあくどいことでも平気でやるような最低の男だった。そんな奴の下で君のような人が働くことはない。今、いくらもらっているか知らないが、うちへ来てくれると言うのならその二倍は支払う。いずれは俺の片腕になってほしいんだ」

　柏木さんは熱心に俺を誘った。

「そんな、柏木さんは俺のことを買いかぶりすぎです。俺なんてミスばっかりやって、営業マンとしては失格なんです。課長には迷惑をかけてばかりだし…」

　自嘲気味に俺がそう答えると、柏木さんは、

「俺よりも高杉の方がいいのか？」

「そういう意味ではありません。俺は今の仕事一つ満足にできないのに、転職なんかしても、柏木さんに迷惑をかけるだけだと思うのです」

「そんなことはない。君はいつも一生懸命やっているじゃないか。それに、俺が君に来てほしいんだ。正直に言うと、俺の周りは親父の代から仕えてくれている者達ばかりで、気心の知れた相手がいない。時々気楽に口を利ける相手がいてくれたら、どんなに楽だろうかと思うことがある。だから、俺を助けると思って来てくれないか」

「柏木さん……」

　柏木さんに頭を下げられて俺は困った。俺なんかを必要だと言ってくれる彼の気持ちは嬉しい。それに、正直言って今の仕事に自信を失いかけている俺には、それはあまりにもおいしい話だ。だが……。

　そりゃあ、ミスはするわ、我が儘な客は煩いわで、いつ辞めようかと思ってはいたが、本心を言うと今の仕事一つ満足にできない俺が転職してもダメになるのは目に見えている。業種の違う職種に転職する不安もある。

　それに柏木さんが課長に対する当てつけで俺を誘っているのだとしたら、なおさら受けるわけにはいかない。俺だってそれぐらいの道理は持っているつもりだ。

「申し訳ありません。俺はまだ今の仕事を辞めるつもりはありません」

「そんなに、高杉がいいのか」

「柏木さん…。違いますよ。課長は関係ありません」

　俺がそう言っても柏木さんは不服そうな顔だった。

　俺は気まずい雰囲気を誤魔化そうと、彼にビールを勧めた。そんな俺に彼はなおも言う。

「君は知らないかもしれないが高杉は最低の男だ。俺は人の悪口を言うのは好きではないが、奴だけは別だ。奴は自分の目的のためなら手段を選ばない、男の風かざ上かみにも置けない、そんな男だ」

「高校の同級生だったそうですね」

「あぁ、奴から聞いたのか？」

「はい」

「俺のことを、奴は群れていないと何もできない男だと言っただろう？」

「いいえ…」

「いいよ。誤魔化さなくても。奴が何を言ったのか俺には想像がつく」

　そう言って柏木さんは俺が勧めたビールを飲み干した。少し飲み過ぎかと思ったが、あとで酔いを醒ませばいいかと思って止めなかった。

「昔、高校の頃、俺は、学校でも一番と言われた綺麗な子が、ろくでなしの不良に付きまとわれて酷い目にあっているのを見ていられずに、その子を助けようとつき合ってほしいと言ったんだ。俺が彼氏になったら不良も手は出せないだろうと思って。そうしたら、高杉がしゃしゃり出てきやがって…。普段から奴は学校の行事には全然参加もせず、一人だけ自分の好き勝手なことばかりしていた。なまじ成績もよかったから教師達は黙認していたが、俺はそんなクラスの和を乱す奴の態度がずっと我慢ならなかったんだ。それで喧嘩になった。奴は見かけのわりには喧嘩慣れしており、おかげで痛み分けになり、その子は責任を感じて転校してしまった」

　柏木さんの話は、課長の話と微妙に食い違う。

「花園君、あんな男の下で働くことはない。俺のところへ来い」

「柏木さん……」

　柏木さんはいきなりグラスを置くと俺の手を取った。

「花園君」

　ジッと見つめられ、目のやり場に困る。彼の気持ちは嬉しい。だが……。

「ありがとうございます。ですが、俺、まだ今の仕事を続けたいんです」

「どうしても、高杉がいいというのか？」

「課長とは関係ありません」

「駄目なのか？」

　痛いくらい見つめられ、照れくさくて、彼の手を離そうとしたが、柏木さんは俺の手を握りしめて離そうとはしない。

「あの…柏木さん」

　何か変だ。間抜けなことに、俺はその時になってやっと気づいた。柏木さんの本当の目的を……。

「離してください」と言おうとした俺を、彼は強引に引き寄せ抱きしめてきた。

「わぁ！」

　俺ははずみでバランスを崩して彼の胸の中に倒れ込んだ。

「好きなんだ、君が」

（え…えぇ！）

　驚いて彼を見ると、彼は真面目な顔で俺を見ている。どうやら、冗談ではなく本気らしいと気づいて俺は焦った。

「あ…あの…俺は」

　焦って口ごもると、

「一目惚れだったんだ、君に。この前、気になる人がいると言っただろう。あれは君のことなんだよ。俺は、高杉なんかに君を渡したくない」

　ウットリと柏木さんは囁いて、傍らの椅子を倒しベッドにすると、いきなり俺をそこに押さえつける。

「うわ！　やめてください！」

　喚いても力の差は歴然で、俺は難なくベッドに押さえ込まれ、彼の口づけを受けさせられた。

　夢中で彼の胸を叩いて嫌がったが、柏木さんはびくともせず、思わず開いた唇の隙すき間まから彼の舌が潜り込んできて、我が物顔に俺の口の中を蹂じゅう躙りんする。

　嫌だというのに、俺はなすすべもなく彼にキスをされるままになっていた。

　悔しさと、そんな自分の不甲斐なさが腹立たしくて、いつの間にか俺の目には涙が溢れていた。

　柏木さんは散々俺の口の中を貪り、

「一度でいいんだ。花園君。君が欲しい。絶対に君を幸せにする。俺を信じてくれ！」

　耳元に熱く囁いた。

　彼は今までとは別人のような顔になり、噛みつかんばかりに俺を見ている。その狂ったような欲望を目の前にして恐怖がわき上がってきた。

　だが……。

　酔った上でとはいえ、俺はどうせ一度は男に抱かれたこともあるのだから、男は初めてではないし、相手は仮にもお得意さまだ。それも、このままいけば年間数千万は下らない大口の客だ。それをこんな事でフイにするのはやはり惜しかった。

　それは打算だったが、俺にとっては身体一つで手に入るのなら決して悪くない取引のように思えた。

（しばらく我慢をしていればいいか…）

　営業のサガがこの三年の間にしっかり身に染みついていたといえる。

　柏木さんは俺が抵抗しないと見ると、俺の洋服を手際よく脱がせにかかった。

　裸に剥むかれ、窓から差し込んで来る光に俺は裸身をさらした。

　さすがに恥ずかしくてそこを手で隠すと、

「みんな見せてくれ」

　ねだられて、手を無理やり外される。嘗なめるような彼の視線を肌に感じて、俺の心臓はビクンと跳ねた。

「恥ずかしいから…もう、やめてください」

　頼んだが、彼は聞こうとはしない。俺の全身を嘗め回すように見ている。

「高杉に抱かれたことは？」

「そんなことあるわけがないでしょう。俺も課長も男ですよ」

「信じられないな、奴が君に手を出さなかったなんて。あいつ、宗しゅう旨し替がえでもしたのか…？」

　わけのわからないことを言って柏木さんは、俺の体中を隅々まで見た後、首筋をペロリと嘗めた。

　ゾクリとした寒気が走る。酔っぱらって見ず知らずの男に抱かれたときは何ともなかったというのに、俺はだんだん薄気味悪さと気持ち悪さだけがわき上がってきた。

　相手はそれなりに尊敬していた人だというのに…。どうして…？

　少しの間の我慢だと言い聞かせても、わき上がってきた嫌悪感は拭えない。

　グニャリとなっているそこをやんわりと掴まれたとき、俺は思わず叫んでいた。

「やめろ！　やめてくれ！」

　今更なんだという顔で柏木さんは俺を見る。

　だが、俺はどうしようもなく嫌だったのだ。吐き気がこみ上げてくる。

　初めてではないというのに、頭の中では計算が勝っても、感情はそれを認めようとはしない。

　悪寒に身体がガタガタと震えてきて、俺は夢中で逃げようともがいた。

　触られるのが…嫌で嫌で仕方がなかった。

「離せ！」

　大声で怒鳴ったとき、船がいきなりドーンという衝撃を受けて揺れた。

「うわー！」

　はずみで俺はベッドから転げ落ち、柏木さんはベッドの角で頭を打ったらしく床にうずくまって呻うめいている。俺は船の上では逃げ場はないと思ったが、この隙にせめて洋服だけでも着ようと、脱がされた服を慌ててかき集めた。

　バーンという派手な音を立てて勢いよく開いたキャビンのドアから飛び込んできたのは高杉課長だった。

「課長……！」

　俺は自分が裸だということも忘れて、突然現れた課長に驚き固まった。

「大丈夫か！」

　叫んで課長は俺を見る。裸の俺を見た途端に、課長は凄い形相になり、

「クソっ！」

　と一声呻くと、まだ床にうずくまっていた柏木さんを乱暴に立たせて、思いっきり殴った。

　柏木さんはキャビンの壁に叩き付けられ、悲鳴を上げてズルズルとそのまま床にずり落ちた。

「課長……」

「花園、行くぞ！」

　課長は強引に俺の手を引っ張って外へと連れ出す。

　俺は衣類を握りしめると慌ててキャビンを後にした。柏木さんのことが少し気になったが、課長に引っ張られるままデッキに上がると、そこにはさらに一回り大きいブルーのクルーザーが横付けされていた。

　驚いている俺を抱きかかえるようにして、課長はその船に乗り込み、自分で舵かじを取るとすぐにその場から離れた。

「課長…この船は？」

「うちの船だ」

「どうしてここへ？」

「君はこの前、柏木から電気マッサージ器の注文を受けていただろう。あの商品が入ったんで、柏木の家に電話をしたんだ。そうしたらお手伝いさんが、今日、柏木が君とクルージングに行っていると言うので、多分こんなことになっているのではないかと心配をして追いかけて来た」

「そうだったんですか…」

「だからあいつとは関わり合いになるなと言ったろう」

　課長は裸のままの俺をチラッと横目で見てそう言った。

　俺は頷くしかなかった。心臓がまだバクバクいっていた。

　課長はいつも見慣れたソフトスーツのままだった。仕事を放り出して来てくれたに違いない。

　とにかく洋服を着ようとシャツを身につけて気がついた。トランクスがない。

（しまった…忘れてきた…！）

「どうした？」

「いえ、何でもありません」

「まさか、どこか奴に殴られたのか？」

「いいえ…違います」

　たかがトランクス一枚で今更引き返してほしいというわけにもいかず、俺は仕方なく素肌にジーンズをそのまま履いた。

　課長は船を港につけると、あとを他の人に任せて、俺を船着き場の駐車場に停めてあった自分の車に乗せた。駐車場には柏木さんの車もあった。

（怪我をしていないといいが…）

　俺はあんなことをされたというのに、思わず彼の心配をしていた。

　課長がそれに気づいて言う。

「柏木が気になるか？　ひょっとして私は余計なことをしたのか」

「違います！」

　課長は思わず叫んだ俺を見て嬉しそうに笑うと、勢いよく車を発進させた。

「俺…柏木さんがあんなことをするなんて思ってもいなかったんです」

「気づかなかったのか？」

「はい…」

　呆れたように課長はため息をつく。

「どこへ行くのですか？」

「帰るんだよ。君のアパートへ。アパートまで送ろう」

「すみません」

　俺はあらためて課長に頭を下げた。

　だけど、課長がどうして俺のアパートを知っているのか不思議だった。

　住所は知っているとは思うが、詳しい場所までは知らないはずだ。

　それでも、課長はまるで来たことがあるような様子で、俺をアパートまで送ってくれて、そのまま、足下のふらついている俺を心配して、部屋まで連れていってくれた。

「散らかっていますが、どうぞ」

「かまわないよ」

　鍵を開けて中へ通すと、課長はまるでどこに何があるか知っているように、さっさと台所から水を注いだグラスを持ってきてくれる。俺は家に帰ってきた安心からかホッとしてへなへなとベッドの上に座り込んだ。

「飲むか？」

「ありがとうございます」

　受け取って飲む。

　俺は危うく柏木さんに強姦されるところだったんだ。

　そう思うと身体がガタガタと震えてくる。そんな俺を課長はジッと見ていたが、震えだした俺をそっと抱きしめた。

「もう、大丈夫だ」

「課長……」

　情けないと思ったが、震えは止められない。

　酔っぱらって見ず知らずの男とやった時は何ともなかったというのに、俺はどうして柏木さんに抱かれそうになったときあんなに嫌だったんだろうか？

　我慢をしようと思ったのに……。

　わからない。

　課長はそんな俺の背中を優しくさすって、「大丈夫だ」と繰り返す。

　その声は、耳障りがよく、課長の胸は大きくて安心感があった。自然と気持ちが落ち着き、俺はいつの間にか女みたいに涙を流していた。それに気がついた課長が指の先で流れ落ちる涙を拭ってくれた。

「柏木の奴！」

　晦しそうに呻く。

（この声、どこかで聞いたような……？）

　さっきから、ずっと気になっていたのだ。

「柏木に何をされた？」

　きつい声で責めるように聞かれて、思わず俺は顔を上げた。涙で課長の顔がよく見えない。

　課長はとても辛そうな顔で俺をジッと見ている。

　いつもはきちんと撫でつけている前髪が乱れて額にかかり、ずっと若く見えた。

（え……？）

　その顔には見覚えがある。

　恐る恐る手を伸ばして、課長の眼鏡を外すと、それは紛れもなくあの夜の男の顔と重なった。

「……！」

　呆然として俺は課長を見た。毎日会っていたというのに、服装が違ったり眼鏡がないだけで何故気づかなかったのだろう？　どうして……？　自分の迂闊さが恨めしい。

　だが……あの夜の彼は、会社で見ている課長とは雰囲気が全然違っていたのだ。

「思い出したのか？」

　俺は恥ずかしさに思わず俯うつむいた。

「柏木に何をされたか言ってみろ」

「キスされて…あそこを……触られました」

「それだけか？」

　課長の指が俺の後ろに回され、そこを布越しに押さえる。

「ここは何もされなかったんだな？」

　ズキンとした痛みに俺は思わず身体を強張らせた。

「ここには入れさせなかったんだな？」

「当たり前です！」

　思わず睨んだら、課長は安心したようにホッとため息をついた。

「課長…」

「脱いで私に見せてくれ」

「え…？」

　俺が躊躇っていると、課長はさっき着たばかりのシャツに手をかけ、無理矢理むしり取り、ジーンズを一気に引き下ろした。

　俺は悲鳴を上げてベッドにうずくまった。

「何もされていないのならちゃんと見せろ」

　仕方なく、俺は身体を起こした。

「足を開いて。君の一番大事なところも全部見せるんだ」

　言葉で命令され、きつい目で脅され、渋々俺は足を開いて、俺のすべてを課長の目の前にさらけ出した。

　なんだか無性に恥ずかしい。恥ずかしくて、どうしようもないというのに、俺のそこは課長の視線を感じて震えだした。サキッポが痛い。

　柏木さんに見られたときは悪寒しか感じなかったというのに、俺はどうして……。

「もう、いいでしょう」

「駄目だ。中を確かめないとな」

　そう言って課長は俺の両足をグイッと俺の胸に押しつけ、そこをむき出しにさせると、指を軽く押しあてた。

「あ！」

　思わず俺は声を上げる。

　課長の指はまるで確かめるように俺の襞ひだの一つ一つを丹念に伸ばしていく。そして、彼は指を入り口に軽く押しあててグイッと突っ込んだ。

「痛い！」

　俺が呻くと、その指を上下に震わせる。まるで、硬いそこをほぐすように。

「狭いなぁ」

「当たり前です」

　怒って喚いたら、彼はクスリと笑って、感じて震えだしたサキッポを舌の先でちろちろと嘗め。

「やぁ！」

（何だ…あ…！）

　途端にやるせない疼きがそこから駆け上がってくる。腰を引いて逃げようとしたが、片手で押さえつけ、さらに引き寄せられて、そこをもっと突き出すような挑発的なポーズを取らされる。

　あまりの恥ずかしさに俺は恨み言を喚いて泣き出したが、課長はそんな俺を許そうとはせずに、後ろの筋を唇で挟んで軽く甘噛みして、俺が感じて呻くと、袋を軽く舌で持ち上げた。

　その途端にどうすることもできないくらい甘美な快感が走った。

　彼は指でそこを悪戯しながら舌で俺を蹂躙していく。

　俺はみっともないくらい浅ましく身体をくねらせていた。

「気持ちがいいか？」

「あ…課長…！　や…だ…。やめてください…」

　荒く息をつきながら課長に哀願する。

　すると、

「そんな顔を奴にも見せたんじゃないだろうな」

　きつく問いただされて、俺は思わず喚いていた。

「あなただけだ！　柏木さんに触られても気持ちが悪かった」

「本当に…？」

「嘘じゃない。嫌だったんだ。気持ちが悪くて、吐き気がして、嫌で嫌で仕方がなかった」

「私とこうするのは嫌じゃないのか？」

　意地悪く聞かれて俺は返答に困った。

「それは…」

「どうだ？」

　さらに意地悪く問いただされ、俺は…。

　涙がスーッと頬ほおを伝わって流れ落ちる。

　それが何なのか自分でもわからなかった。

「好きだから…」

　自分で言った言葉に、自分で驚く。

（え？　俺は今…なんて…）

　だが、課長は俺がそう言った途端に、嬉しそうに微笑み、俺をギュッと抱きしめてきた。

「か…課長」

　焦って俺は彼を見る。

　彼は……。そんな俺にうっとりと囁いた。

「俺も君が好きだった。君が入社してきたときから、ずっと好きだった」

　驚いて彼を俺はまじまじと見返していた。

「だが、君は俺を煙けむたがっていたし、何とかきっかけを作ろうとしても、俺と話すとき君はいつも構えてくる。うち解けようにもどうすることもできない。声さえかけられずにこの三年の間ずっと焦じれていたんだ」

（嘘だろう…。課長が俺のことを好きだったなんて…）

「だからこの前の夜、偶然、酔っぱらっている君を見かけて、思わず声をかけた。君は俺のことに気づきもせずに、いつもとは別人のように親しく話してくれた。嬉しかったんだ。それだけで俺はよかったんだが、君があんまり色っぽいから、つい自制が効きかなくなって、あんなことをしてしまった。すまない」

　信じられない。いつも彼は、俺には小言しか言わなかったのに…。

「信じられないか？」

　頷くと、課長は照れくさそうに笑った。

　その顔はとても綺麗で、俺は思わず見とれそうになり、慌てて目をそらした。

「どうでもいい相手なら、『柏木に近づくな』とは言わない。あいつとは学校の頃から性格は全然違うのにどういうわけか惚れる相手はいつも同じだった。だから、奴が絶対に君に手を出してくるとわかっていた」

「あの…課長達の学校って、どこなのですか？」

「伝でん健けん館かん高校だよ」

　伝健館高校はこの辺では一番の名門進学校だった。だが…。

（あそこは確か…男子校だったよなぁ…？）

「同じ穴の狢むじな」という言葉が俺の頭の中をグルグル回っていた。

「美野里」

　うっとりと名前を囁かれ俺は顔を上げる。ゆっくりと課長の唇が下りてきて、俺はいつの間にか自分から唇を開いて彼の舌を受け入れていた。

　彼の匂いが俺を包み込む。

（あぁ…これ、これなんだ）

　柏木さんになかったもの。それは課長の全身から立ち上る香りだった。

　その香りに包まれて、俺は課長の荒々しい口づけを受けた。

　息が上がる。柏木さんとのキスは苦しいだけだったのに、俺は自分から夢中で舌を絡ませていた。苦しくてダラダラと唾液が溢れ出し、気持ちが悪いのに気持ちがいい。

　本当に俺はどうしたというのだろう。課長も柏木さんも同じ男だというのに…。

　好きなのか？　イマイチ自信がない。でも、身体は嫌だとはいっていなかった。

　それどころかあの夜味わった快感をねだりだした。まるでスイッチが切り替わったみたいな不思議な感覚だった。

　課長はそんな俺をジッと見ている。切なくなるくらい綺麗な目で。その目に俺は飲まれそうになっていた。

（もっと…欲しい…）

　自分でそう思って、俺は唖然となった。

　課長はそんな俺を貪りながら、そっとそこを指でほぐしにかかった。

　彼の首に手を回して俺は、彼がしやすいように尻をつきだし、両足で彼の身体を挟んだ。浅ましいくらい恥ずかしい格好を俺は自分からしていた。

　彼の匂いに酔う。声に誘われる。好きなのかどうなのかなんか、もうどうでもよかった。

　ただ、猛たけりだした身体を早く鎮しずめることだけしか俺にはなかった。

「う…うん…あっ！」

　唇を貪るだけ貪ると、彼は俺の首筋にかぶりついた。痛みが走り呻くと、彼は怒ったような顔で、そこを見ている。そこにはさっき柏木さんが付けた痕あとがあった。

「課長…すいません」

　思わず俺が謝ると、

「いいんだ。おかげで君の本音が聞けたのだから、奴には礼を言わないとな」

　苦笑して課長はそう言い、俺をそっと抱きしめる。

　後ろを弄くっていた悪戯な指が二本になって俺の中をかき回す。

　痛さと何とも言えない気持ち悪さに俺は顔を顰めた。

　俺、初めてではないはずなのに…どうして？

　怪訝に思っているのが顔に出たらしい。

「初めてだよ。ここを使うのは」

「え？　でも、この前……」

「この前は、ほぐしているうちに君がいってしまい。私もつられていったんだ」

　苦笑して課長はそう言った。

「君があんまり可愛い顔で泣くから、つい私も我慢できなくなってな。だから君はまだ正しょう真しん正しょう銘めいのバージンなんだ」

「冗談……でも、俺はあの次の日やけに痛かったんだけど」

「それは私がさんざん悪戯したからだろう」

　すまして課長は答える。俺は呆れて彼を見返した。だから、あの次の日彼はあんなに機嫌がよかったのか……。

　今更だったが、俺は思わずため息をついた。

「美野里、お前のすべてを私にくれるか」

「高杉さん…」

　ジッと見つめられ、俺は思わずコクンと頷いた。

　不思議なくらい嬉しかった。理屈の前に身体が素直に彼を欲しがっていた。

　身体中を舌で嘗められ、唇で締め付けられ、俺は彼の下で淫らに喘ぐ。

　ろれつの回らなくなった口で彼の名を呼ぶと、彼は嬉しそうに微笑んで、俺の立ち上がった乳頭を甘噛みして、俺を震わせる。

　焦らすだけ焦らしてから、ようやくそこに彼が突き入れられた。

「うわぁ！」

　死んでしまいそうなほどの痛みが俺の全身を貫く。彼が入ってくるのをダイレクトに感じる。

　それなのに俺はそれをさらに奥へ取り込もうと腰を揺すっていた。初めてだというのに、そうすれば彼が早くいってくれそうな気がして、俺はこの激痛が早く終わることを望んだのだ。

　だが、それがかえって彼を喜ばせたらしい。

「美野里…いい。お前の中は熱くて溶けそうだ。わかるか？　私に絡みついて離そうとしない」

「高杉さん…！」

　獣のような呻き声を上げて彼は俺の中にねじ込んでいく。その熱い固まりに翻弄されながら、俺はあまりの痛さに激痛を激痛だと感じることさえ麻ま痺ひしていた。

　ただ、彼のとろけるような情に流された顔が何とも言えず艶っぼくて、そんな顔をさせているのが俺だということが嬉しかった。つながっているそこは切れていたが、俺は彼をもっと取り込もうと夢中で尻を揺すっていた。

　異物感と圧迫感が俺の中で溢れかえり、嫌だというのに、生まれて初めて味わう征服される心地よさに俺はすべてを忘れて泣き叫んでいた。

　骨の軋む音と、身体の奥深くが引き裂かれるような痛みとがうねりとなり俺を貫いていく。その中を狂ったような快感が駆け抜けた。

　それが快感だと気がつく余裕もなく、彼の背中に爪を立てて、夢中で尻を振った。

「美野里…！」

「高杉さん…」

　ベッドの軋む音が俺達を煽あおる。涙と汗が俺達の全身を濡らす。

　課長は力強く俺を征服していく。そんな彼に縋り付いて、俺はすべてを忘れて泣き叫んだ。

「愛している」と……。

　それは不思議な呪文だった。激痛を快感へとすり替えていく。

　俺に答えるように、課長も何度も囁く。

「愛している、美野里」

　俺はその言葉が嬉しくて、さらに浅ましく彼を求め、そして、彼が雄叫おたけびを上げて果てたとき、俺は意識を手放した。




　それから三日はあそこが痛くて、俺は会社を休んだ。当然彼が責任を取ってみんなには適当に言い訳をして誤魔化してくれたが、俺が出社したのはその日から四日後のことだった。

　出社しても、まだ身体のあちこちが痛く、とても車になんか乗れる状態ではない。

　こんなに痛いとは思いもしなかった。むかついてみんなの目を盗んで課長を睨むと、とうの彼は嬉しそうに微笑んでいる。これってやっぱりオフィスラブになるのかなぁ？

　もちろん、課長に感じていたあの苦手意識はどこかへ飛んでいったが、そっちの方がよかったのかもしれない。これからのことを思うと少しばかり気が重い。

　だけど、ぼんやりしていたら、丁度みんなが席を外している隙を見て、課長が、「こらっ！」と笑って俺の頭を軽く叩いてきた。わざと怒った振りをすると、「身体は大丈夫か？」なんて心配げに聞いてくる。俺はそれを聞いて、まんざらでもなかった。

　外回りは諦めて、デスクワークを決め込んでいると、真柴が来客だという。

　誰だろうと思って、出ていったら、相手は柏木さんだった。

　真柴は俺にいつか紹介しろと囁いて出ていき、俺はどう対応していいかわからずに固まった。

「柏木さん…」

「これ、忘れ物」

　彼が差し出した紙袋の中身は、あの時俺が忘れたトランクスだった。

　俺が赤面して口ごもると、彼は、

「あの時はすまなかった。いきなりあんな事をして君の気持ちも考えずに許してほしい」

　そう言って頭を下げる。

「いえ…。俺の方こそすみませんでした」

「俺は本気だから、君のことを好きだから、真剣に考えてくれないか」

「柏木さん……！」

　唖然としてどう言って断ろうかと困っていたら、課長が心配してやってきた。

「しつこい奴だな。美野里は俺のものだ。とっとと諦めろ」

「高杉、てめぇ！　また、しゃしゃり出てきやがって」

「人のものに、貴様がちょっかいを出すからだ」

「何だと！」

　二人は俺を挟んで睨み合い、両方とも一歩も引かない。

　ここは会社だというのに……。

「やめてください、二人とも」

「花園君、君はこんな奴が好きなのか？」

「え？」

　突然聞かれて俺は狼狽うろたえた。

「どうなんだ？」

「…はい」

　俺が周りを推おし量はかって小声で頷くと、柏木さんは、

「クソー！」

　とうなり声を上げる。課長はそれみたことかという顔をして、そんな柏木さんに言った。

「わかったか。美野里は俺のものだ。貴様なんか用がないからとっとと帰れ」

「課長…」

「花園君、君はこいつに騙されている。目を覚ますんだ。こんな奴を選んでも不幸になるだけだぞ」

「柏木さん…」

「柏木、てめえはいつもいつも往生際の悪い奴だな。とっとと、消えろ！」

　課長は切れて怒鳴った。

「うるさい、お前の指図なんか受けない。花園君、俺がいつか必ず君の目を覚まさせてやるから、待っていろよ」

　そう言って彼は帰っていった。

　俺は呆れて言葉がなかった。

　確かに課長の言うとおり柏木さんは何でも自分のいいように解釈をする人なのかもしれない。呆れてため息をついたら課長は俺の肩をそっと抱き寄せて、

「あんな馬鹿のことなんか気にするな。お前にあんなことをしやがって、もう一発殴ってやればよかった」

　なんてそんな物騒なことを平気で言うのだ。

　俺は思わず、肩に回された課長の手を叩いた。

「課長、仕事中です」

　彼は仕方がないという顔で首をすくめる。

　俺は思わずため息をついた。

　こういうのを、前途多難だと言うに違いない。

　俺の人生…間違ったような気がする。

　それでも、優しそうに笑う課長を見ると、何かそれでもいいような…。俺、もう、人生、終わっているのかも知れない。


終わり







キスして、そして…抱いて




「いらっしゃいませ」

　ニッコリ微笑んで課長は手にしていたワインの説明を始める。

　その途端に、彼の周りにはオバサンからオネエサンまで、あっと言う間に女性の人垣が出来上がる。彼女たちの目は課長を見て、一様にハートマークになっていた。

　それに引き替え、俺の周りは…ガキとバアサンばかりだ。

「ねぇ、桃もも太た郎ろうの明めん太たい子こはないの？」

（またかよ……）

「申し訳ありません。当店では桃太郎の商品は置いておりません。ヤマヤとシマヤはございますが、お客様、こちちではいかがでしょうか？」

　俺、花はな園ぞの美み野の里り、石いし丸まる百貨店外商部勤務。そんな俺が、何故、本店のお歳せい暮ぼ特設会場で売り子をやっているかというと、年末年始は百貨店にとってはかきいれシーズンだった。

　年間総売上の三割は、この期間に売り上げると言っても言いすぎではない。

　この大事な商戦時期のために、俺たち外商部も高たか杉すぎ課長を筆頭に、例年のごとく応援に駆り出されているというわけだ。

「えーっ、桃太郎ないのーぉ」

（うるせぇ、桃太郎の明太子が欲しかったら、向かいの百貨店へ行け！　うちには置いてないんだよ）

「こちらは、テレビのＣＭでおなじみの数の子入り明太子の詰め合わせですが、いかがですか？」

「数の子ねぇ…」

「御贈ぞう答とう品ひんにはピッタリだと思います。お値段もこの商品は特別価格にてご奉仕いたしております」

「特別価格って…おいくら？」

「五千円の商品が二割引で四千円になっております」

「高いわよ。もっとまけられないの？」

（ざけんなよ。うちはディスカウントストアじゃねぇぞ）

「お客様、この商品でこのお値段はお買い得ですよ」

　俺は引きつりながらも、お愛想笑いを浮かべて勧めたが、客は、

「桃太郎なら五千円でも買ってもいいのにねぇ」

　と喚きやがった。

　だから向かいのデパートへ行ってこいってんだ。

　朝からずっとこんな客ばかり来る。

　店内には一日中クリスマスソングが流れ、十五階の特設会場は買い物客でごった返している。さながらラッシュアワーの満員電車だ。

　そんな俺の向かい側では、同期の真ま柴しばがコーヒーの詰め合わせを売り込んでいた。

　目が合うと、苦笑した。

　あいつも苦戦をしているらしい。

　それに引き換え、島しま田ださんは、まるで魚屋の呼び込みのように勢いのいいかけ声を掛けては、客を引きつけてサラダ油のセットを売っていた。

「さぁ、寄ってらっしゃい、見てらっしゃい。奥さん、お買い得だよ！　さぁ、見てちょうだい、このサラダ油。ただのサラダ油とはちょっと違う」

（どこが違うんだ…）

　人にはいろんな特技があるもので、島田さんは配属部署を間違えたんじゃないのかと思うぐらい、次々とサラダ油のセットを売り捌さばいている。

　課長は、ボルドーだかなんだか知らないが、一本何十万もする高級ワインを、レイの営業スマイルで客に勧めていた。

　ほとんどの客があの綺麗な顔でジッと見つめられて、「いかがですか？」とニッコリ微笑まれると、まるで魔法にでも掛かったように買っていく。

　あの人が売っていたのなら、どんな高額商品でも三流の模造品でも、きっとみんな買うに違いないだろう。

　ああいうのも、一つの特技って言うんだろうなぁ。

　俺はそんな彼を見てそう思った。

「花園君、そろそろ商品の補充をした方がいいから、裏から持ってきてくれない？」

　海産物担当の滝たき本もとさんが言う。

「どれぐらい持ってきましょうか？」

「そうねぇ、裏のカートに残っている分は全部持ってきていいと思うわ」

「わかりました」

　俺は頷いて、慌てて昇降口へと走った。

　でも…何か身体がキツイんだよ。慣れない立ち仕事のせいかもしれないが、多分、半分はあそこで涼しい顔でワインを売っている課長のせいなのだ。

（いくら何でも一晩に三回は…やりすぎだよなぁ）

　夕べは、正確には今朝方まで、あの人に、「数をこなせば慣れる」と言いくるめられた挙あげ句くに散々犯られた。

　人は見かけによらないというが、課長も例外ではなく、まるで殉じゅん教きょう者しゃのように清潔感に溢れ、一見ストイックに見える彼が、実はとんでもない好き者で、抜かずの三発なんて朝飯前だなどと誰が信じる？

（あれはサギだ…）

　俺なんて、アソコはまだズキズキするし、そこにまだ彼のでかいのが入っているような異物感もある。身体のあちこちが痛くて、何か抱えようものなら尻にズキンとくる。さっきトイレに行ったら血が滲んでいた。

　きっと爛ただれたところが出血したに違いない。

（まったく…こっちの身にもなってほしいぜ）

　嫌なら嫌だとキッパリと断ればいいのだが（課長が聞いてくれるとはとても思えなかったが）、俺もまんざらじゃないものだから、「イヤだ、イヤだ」と言いながらも、思わず尻を振ってしまう。

　はっきり言って課長のテクは、同じ男としては感心するぐらい凄かった。

　もてる人だから今までかなり遊んできたに違いない。

　そう思うと、俺は少し悔しかった。

（しかたがないよなぁ…惚れちゃったんだもの）

　昇降口のドアを押しながら、俺は思わずため息をついていた。

　所狭しと通路まで並べられたコンテナの中から、目指すワカメの箱の入ったコンテナを探し出し、傍らの台車に乗せる。

　ワカメといえども結構重く、段ボールに入った商品を五・六個積んだだけで、俺は思わず、「よいしょ！」とかけ声をかけなければならなかった。

　残っていた商品をすべて台車に移し終え、いざ売場まで運ぼうとしたら、これが少しも動かないのだ。

（こん畜生…！）

　ありったけの力を込めて押したら、思わずあそこに力が入ってしまい、引き裂かれるような痛みが走った。

（う…やばい…！）

　それなのに台車の方はビクともしない。仕方なく誰か応援を呼びにいこうとすると、ちょうど通りかかった社員らしい人が声をかけてきた。

「手伝いましょうか？」

　年の頃は三十を少し出たくらいで、ダークブラウンのスーツでビシッと決めている。少しくせ毛の髪を軽く撫でつけ、目鼻立ちの整った、どこから見ても、「いい男」だった。

　本社では見たことがない人だから、多分メーカーさんかなんかなのだろうと、その時の俺はそう思ったのだが、実はその人こそ、石丸百貨店の会長の三男坊、三み田た常務だったのだ。

　俺、常務に台車を押させてしまったのだ。

　課長が「北ほく欧おうの月」ならば、彼は「大輪の薔ば薇ら」のようで、とても艶あでやかで印象的な人だ。穏やかな笑みを浮かべ、いかにも洗練された品のある物腰だった。

「あっ、すいません。お願いします」

　慌てて俺がそう答えると、彼は笑って手伝ってくれた。

　二人がかりで台車を押す。

「いいかい、いくよ」

「はい」

「せぇーの！」

　台車はゆっくりと滑り出す。

「すみません、助かりました」

「いや、そこまで手伝おうか？」

「いいえ、もう大丈夫だと思います」

　俺はその人にお礼を言って、そのまま売場へ押していった。




　三時を過ぎると客足も一段落し、ようやく俺達も交代で昼食を取れるようになった。俺が遅い昼食を取ろうと八階にある社員食堂へ行こうとしたら、課長もまだ済ませていなかったらしく、後を他の社員に任せて一緒についてきた。

　従業員用エレベーターに乗り込むと、課長はすかさず、「直行」のボタンを押して、俺を引き寄せる。

「駄目ですよ、課長」

「身体は大丈夫か？」

「知りません」

　むくれてそっぽを向いたら、声を上げて笑われた。

「課長」

　睨むと、課長は慌てて謝った。

「ごめん。美野里があんまり可愛いいから、つい…な」

「もう、三回なんてごめんですからね」

「何だ、足りなかったのか？」

「課長！」

「冗談だ」

「切れてまだ…少し、出血をしているんですよ」

「え……？」

　とたんに課長は心配そうな顔になり、

「見せてみろ」

　と言い出す。

「いいです」

「自分では見えないだろうが」

「それはそうですが…」

「ほら、急いで」

「でも…」

「酷い出血だったらどうするんだ」

　真顔でせかされて、俺は仕方なく、ズボンのベルトを緩めると、下着ごと下ろして、後ろ向きになり、彼に向かって尻をつきだした。

　彼はかがみ込んでそこをのぞき込む。

　何か…凄く恥ずかしい。

「切れてます？」

　それなのに、俺が聞いたら、課長は唸って、そこを指で左右に広げて中をのぞき込む。

　冷たい指の感触に肌が震えた。俺はそんな自分に焦って、慌ててズボンを上げようとしたが課長に止められた。

「動くな。見えないだろう」

「だって…課長」

「少し切れているな。そんなにたいした傷じゃないから大丈夫だろう…嘗めておけば治る」

「え！」

　途端に、ぬるっとしたなま温かい感触がそこに走った。それは今朝までさんざん味わわされた感触で、俺は思わず腰を引いて逃げようとしたが、課長にガッチリと掴まれてしまった。

　彼の息が肌に当たり、くすぐったくて身をよじると、中を嘗められて腰が砕けそうになり、思わずエレベーターの壁に手をついて身体を支える。

　体がカッ！　と熱くなった。

　彼の舌は俺の襞の一つ一つを広げるようにじっくりと濡らしていく。先でつつかれ唇で吸い上げられ、そこから疼くような甘いしびれが駆け上がってくる。

「課長…駄目…だ。あ…！」

　知らず知らずのうちに俺は尻をくねらせていた。

「エレベーターが…」

　階を示すランプが次々と降りていき、エレベーターは「チン」という機械的な音を立てて八階に着いた。

　俺は急いでズボンを引き上げる。ドアが開く寸前、課長は俺の身体を庇うようにして素早く立ち上がった。

　ドアがゆっくりと開いた。だが、そこには時間が遅かったせいか人影はなく、俺はホッとして、慌ててズボンをちゃんと直した。

　それなのに課長はそのまま俺の手を引っ張って、その横の倉庫に俺を押し込みドアに鍵をかける。

「課長！」

　俺が抗議をすると、彼は人差し指を一本立てシーッと言う。

　そこは元々事務所として使われていた部屋だったのだが、今は手て狭ぜまになり、毎日のように上がってくる伝票や、各階でのレジのジャーナル及び、お客様の忘れ物などを保管する倉庫として使われていた。

　堆うずたかく積まれた段ボールの山の間を通って、窓際へ行くと、課長は傍らの段ボールをいくつかどかして台を作り、俺にそこに俯せになれと言う。

「課長…やめましょうよ…こんな所で、誰か来たらどうするんですか？」

「鍵を掛けたから大丈夫だ」

「そんな…」

　文句を言ったが聞いてもらえず、目でせかされる。有無を言わせない彼の態度に、俺はそこに俯せになり、尻を差し出した。

「ズボンを脱げよ」

「裸になるんですか…」

　仕方なく、直したばかりのズボンをもう一度脱ぎ、下半身をむき出しにして尻をつきだす。

　恥ずかしかったが、気持ちは高ぶっていた。誰か来るかもしれないという恐怖より、見られるかもしれないという興奮の方が強かった。

　俺はいったいどうしたんだろう。

　課長の形のいい涼しげな目が妖しく光る。それは熱を持ったように潤んでいる。

　その艶っぽさに、俺は思わずゴクリとのどを鳴らしていた。

「寒いか？」

「いえ…恥ずかしいんです」

「可愛いよ」

「課長…」

　あまりの恥ずかしさに赤面していた。

　そっと舌が当てられる。

「あ…あぁ…」

　思わず声を上げる。男同士で、その上、上司と部下で、こんなことをしている。

　常識とか理性とかそんなまっとうな感情はどこかへ飛んでいっていた。

　ただ、身体の求めるままに、彼が欲しかった。

　痛いのに…辛いのに…どうして俺はこんなことをしているのだろうか…。

　ギシギシと揺れる段ボールの台に夢中でしがみつきながら、ただ快感の求めるままに彼を受け入れていた。

　泣き出した俺を宥めるように、課長は俺の耳元に囁く。

「愛している」と…。

　その切なくなるほどに甘い囁きを聞きながら、俺は夢中で頷いていた。




　おかげですっかり昼ご飯が遅くなり、腹は減るし、アソコはもっと痛くなるし、それなのに課長はやるだけやったものだからすっきりした顔で上機嫌だし、俺は思いっきりぶすたれて刺身定食をかき込んだ。当然、課長のおごりだ。

「そんなに急いで食べたら消化に悪いぞ」

　課長はスタミナ定食をさっさと食べ終えて、食後のコーヒーを優雅に飲んでいる。

　そりゃぁ、あれだけ運動すればスタミナもなくなるだろうさ。

　むかついて食べながら睨んだら、嬉しそうに笑われた。

　思わず頭にきてテーブルの下の足を思いっきり踏んづけてやった。

　とたんに彼は形のいい眉をひそめて、苦い顔になった。

（知ったことか…）

　すると、そこへ営業本部の小こ柳やなぎ部長が部下を連れてやって来た。

「やぁ、高杉君、ずいぶん遅い飯だな」

「小柳部長こそ、今からですか？」

「ああ、営業会議が長引いて遅くなってしまった」

　笑って、部長は部下と共に俺達の隣の席に腰を下ろした。

「そう言えば、三田常務が戻って見えたから、君も嬉しいだろう」

（え……？）

「何しろ君は常務を追いかけてウチの会社に入ってきたんだからなぁ」

　驚いて、俺は思わず食べるのをやめた。

「部長、その話は勘弁してください。もう、昔のことですから…」

　課長は、小柳部長に三田常務の名前を持ち出されたとたんに酷く焦りだした。

「何を言っているんだね。君の新入社員代表挨拶は今でも本社では語りぐさになっているんだよ。何しろ君ときたら、『私は、この会社に惚れたのではなく、三田さんに惚れて入社しました』と本人を前にして言ってのけたんだからな」

　そう言って部長は楽しそうに声を上げて笑う。

　課長はますます困ったような顔で、チラッと俺を見る。

　俺は素そ知しらぬ顔をして、またご飯をかき込んだ。

　おかしいと思っていたんだ。課長ほどの人がどうしてうちの百貨店に入社したのか。

（そういうことか……）

　俺も三田常務の話は聞いていた。

　俺が入社する前、勉強のためにアメリカの大手百貨店へ出向という形で留学し、最近帰国されたばかりだ。

　ウチの百貨店と道を挟んで向かい側に本店を置く、ライバルの花はな菱びし百貨店でさえ長引く不況には勝てず、本店売却の話が持ち上がり、今、新聞を賑わせている。

　業界全体が頭打ち状態の現在、我が石丸百貨店でも、いくら他の店とは違って経常利益が黒字とはいえ、うかうかしておられず上層部は危機感を感じたらしい。

　その為に、会長が将来社長になる三田常務を予定を早めて呼び戻したという話だ。

（このいかの刺身…固いなぁ…もっといい物を使えよなぁ）

「常務の渡米が決まったときだって、君はついていくと辞表を出したそうじゃないか」

「昔のことですよ。部長」

（味噌汁も味が薄いし…これで、六百八十円は高いぜ）

「隠さんでもいいだろう。みんな知っているぞ。本社では常務の帰国が決まったときに、君が真っ先に喜ぶだろうと噂をしたぐらいだからな」

　そう言って、部長は「はっはっは」と声を上げて笑った。

　課長は困ったような顔で俺を見る。

　俺はお茶をグイッと飲み干すと、

「ごちそうさまでした。売場に戻りますので、お先に失礼します」

　そう言って立ち上がった。

「私も、戻ります」

「高杉君、例の松まつ本もと興産の件だが…」

「は、はい…」

　立ち上がろうとした課長は部長に止められて、また座り直す。

　俺はそんな彼等に、軽く一礼をして、

「失礼します」

　そう言ってその場から離れた。




（常務を追いかけてこの会社に入ったのか…どうりで）

　何となく面白くはなかった。それがつまらない嫉妬だと気づいていたが、感情は割り切れない。

（俺って…ガキなんだなぁ）

　自嘲気味に苦笑して売場に戻ると、戻ってきた俺に気づいた真柴が寄ってきて耳打ちをする。

「花園君、三田常務が見えているわよ」

「え？」

　真柴が言う方を見ると、背の高い男がにこやかに微笑んで贈答品売場の責任者と話しているのが見えた。

（あれが常務か…え…！）

　俺は思わずその場に固まってしまった。そこにいたのはさっきカートを押すのを手伝ってくれたあの人だった。

　常務がこちらへ歩いてくる。

「わぁ…こっちに来るわ」

　傍らの真柴はミーハー根性丸出しで囁いた。

　常務は俺達の傍へ来ると、

「売れていますか？」

　聞いてきた。物腰も柔らかで、変に威い張ばったところもない。

「は…はい」

　真柴が緊張して答える。俺はさっきのお礼を言わなければと思ったが思うように声が出なかった。

　すると、常務は俺の胸のネームプレートを見て、驚いたように言った。

「君が…花園君ですか…」

「は……？」

「外商部の？」

「はい、花園美野里です」

　俺がそう答えると、常務は酷く残念そうに言う。

「君だったのか…」

（え？）

「常務、お時間です」

　傍らの秘書らしき人がそう言い、

「では、頑張ってください」

　常務はそう言い残して、贈答品売場を出ていった。

　真柴は「素敵な方だわ」と大騒ぎをしていたが、俺は複雑だった。

　課長があの人を追いかけて入社したというのもわかる。

　それほどに、三田常務は男の俺から見てもいい男だった。

　常務と入れ違いに課長は戻ってきたが、常務が見えたのを聞くと、困ったような顔をした。

　仕事の話の振りをして、課長が俺に話しかけてくる。

「話がある」

「勤務中です」

　俺は周りに聞こえないように小声でそう答えた。

「今夜は空いているか？」

「用があります」

「美野里」

「邪魔をしないでください」

　俺は課長を諌いさめると、品定めをしている客に声を掛けた。

「いらっしゃいませ」

　課長はそんな俺の態度に、しかたなくまたワインの売場に戻り、俺達はそれっきり口を利かなかった。




　そのまま直帰してもよかったのだが、俺は片づけていない仕事があったので、一度外商部へと戻った。課長は、本店の部長連中に捕まったらしく、売場が終わった後も、本店の方からまだ戻ってきてはいなかった。

　そのまま直帰すると言っていたらしい。

　自分のデスクへ戻り、残っていた仕事を片づける。チェックするつもりで仕入れ伝票を開いたが、何となく気が乗らない。

（面倒くさいなぁ…）

　ぼやいて、どうせ仕事にならないなら帰ろうかと思ったとき、目の前の電話が鳴った。

「ありがとうございます。石丸百貨店外商部、花園です」

　電話は柏かしわ木ぎのおばあちゃんからだった。

　正月用におせちを頼みたいというのだ。

「えぇ、そうなのよ。いつもは家で作っていたんですけど、もう面倒になりまして。それで、花園さんのお店に予約したいと思ったんですよ」

「ありがとうございます。どういったものがよろしいでしょうか？」

「一度、カタログを見せていただけます？」

「はい」

「花園さん、よろしかったら今から来ていただけますか？　私、明日から二・三日温泉へ行きますのでおりませんの」

　時計を見ると時間は九時近くになっていた。

「こんな夜分にお伺いしてよろしいでしょうか？」

「結構ですわ。孫も出張でいませんから、誰もおりませんのよ」

「わかりました。すぐにカタログを持ってお伺いします」

　俺は電話を切ると、急いでおせちのカタログを持って外商部を飛び出した。

　本当は柏木のおばあちゃんにおせちを頼めればと思っていたのだ。

　何しろ、俺に課せられたおせちのノルマは三十個で、二十個ほどは顧客に売りつけ、七個は取引先業者に泣きついて取ってもらったが、後の三個ばかりがどうしても捌けないでいた。最悪の場合は自腹を切るしかないと思っていたのだ。

　だけど、一セット二万円のおせちが三個で六万だよ。何のためにボーナスをもらったのかわからないだろう。

　だから、一個でも捌けたら御の字だった。柏木さんとあんな事があって以来、課長もいい顔をしないし、おばあちゃんの家へ頻ひん繁ぱんに出入りをするのを躊躇っていたのだが、このさい背に腹は替えられなかった。

　一個でも売れればそれだけ俺の出費も軽くなるのだ。

　それにおばあちゃんの話では彼は出張でいないと言うし、顔を合わせることもないだろうと思って俺は、おばあちゃんの家へ伺った。

　ところが、家にいたのはおばあちゃんではなく、出張でいないはずの柏木さんだった。

　驚いて失礼しようとすると、柏木さんは自分が祖母から代わりにおせちを選ぶように頼まれたから、上がっていけと言って聞かない。

「祖母はさっきまでいたんだが、暦こよみを見て明日が仏滅だと気づいて、明日出かけるのは日が悪いと言い出したんだよ。大騒ぎをしてさっき出かけたばかりだ。君には申し訳ないと謝っていた。年寄りは変に縁えん起ぎを担かつぐから。せっかく来てもらったのに悪かったな」

「いいえ…こちらこそ、夜分にお伺いをしてすみません」

（とにかくさっさと選んでもらおう…）

　俺は持参したカタログを彼の前に開いて見せた。

「和洋中ございますが、どういったのがよろしいでしょうか？」

「そうだなぁ…君はどれがいい？」

「はぁ…」

（俺に選ばせてどうするんだ）

　無視だ、無視！

　柏木さんは、ジッと俺を見ている。何か、かなりやばい雰囲気を感じた。

　これが彼に襲われる前なら気づかなかっただろうが、俺は一度彼に襲われかけたことがあるのだ。

　だから、彼の様子がおかしいのを敏感に俺は感じた。

（まずった……）

　課長に知れたら何を言われるか…。

『お前はまだ懲りないのか！』

　と怒鳴られるに違いない。

　だけど…課長のことを思い出した途端に、俺の中で何かモヤモヤしたものがわき上がってきた。

（人のことを言える立場かよ…）

　とにかく、俺はさっさとおせちの説明を始めた。

「和食の方は三段のお重になっております。材料を厳選して選び、お客様にも納得していただける素材を使いまして…」

「何故…奴なんだ…？」

「え？」

「君が泣くことになるとわかっているのに。何故、君は高杉がいいんだ」

「柏木さん…。あの、俺はおせちの説明を…」

「君は知らないんだ。あの男がどんな奴か…」

「また、お祖母さんがいらっしゃるときに出直して来ます」

　そう言って俺が立ち上がると、彼はそんな俺の腕を強引に掴んで引き寄せようとする。

　俺は慌ててその手を押しやろうとした。

「やめてください！」

「奴は君を身代わりにしているだけなんだぞ」

「え……」

「高校時代、奴にはつき合っていた子がいた。その子は事故で死んだんだが、そいつに君はそっくりで…君はその子の身代わりなんだ」

「だとしたら、どうだとおっしゃりたいんですか」

「奴はその子…一つ下の学年の奴で克かつ也やといったんだが、高杉は彼を忘れられずにいる。君にその子の面影を求めているだけなんだ。俺なら、そんなことはしない。俺は君だけを愛している」

（………）

　柏木さんはそう言って、俺を抱きしめようとしてきた。俺はそんな彼の手を思いっきり叩いた。思わぬ俺の反撃に柏木さんは弾かれて俺を見る。

　俺は…思わず、怒鳴っていた。

「離せよ。あんたには関係ないだろう！」

「花園君…」

「迷惑だ」

　俺は吐き捨てるようにそう言うと、止めようとする彼を振りきって、彼の家を飛び出した。

（畜生……だから…なんだって言うんだよ）

　むかむかして気持ちが悪い。吐きたいような、吐きたくないような…気分は最悪で、わけもなく苛ついてくる。

　そのくせ、泣きたいような気分で、目元が潤んでくる。

　こんなことぐらいで男が泣いてたまるか…。

　そう思っても、勝手に涙が出てきそうで、俺はギュッと唇を噛みしめた。

　俺は男なんだ。たかが、恋愛の一つや二つで泣いてたまるか。

　でも………。

（恋愛…しているんだよなぁ…？）

　そんな自分の自信のなさに、思わず苦笑していた。

　課長からは愛していると言われた。俺も彼を好きだと言った。

　だけど…俺達は恋愛をしているのだろうか…？

　あの人にとって俺はいったい何なのだろう？

　俺にとってあの人は………。

　気持ちが荒れる。心がだんだんすさんでくる。

　それが恋愛というものだと、経験の乏とぼしい俺は気づかなかった。




　課長のマンションに着いたのは十一時過ぎだった。夜遅く訪ねてきた俺に、彼は驚いたようだった。

「すいません…遅くに伺って」

「どうしたんだ。顔が真っ青だぞ。具合でも悪いのか？」

「いえ…別に。外は寒かったから…それででしょう」

「携帯に何回も電話をしたんだが…」

「あぁ、電源を入れるのを忘れていました」

「そうか…。怒っているのかと思って気にしていたんだ」

「怒る？　俺がですか…」

　笑って俺は課長を見返した。

「美野里……」

「あなたの過去に何があろうと俺には関係ありません。だけど、俺を巻き込むのはやめてください」

「どういう意味だ？」

「俺…昔あなたが好きだった人に似ているんですって？」

「何のことだ……？」

「克也っていうんでしょう？　事故で亡くなった方は」

「お前、誰からそんなことを…。まさか…柏木…。奴に会ったのか？　あんな目に遭わされたのに、お前はまた奴に会ったのか！」

「俺が誰と会おうと、課長には関係のないことです」

「美野里！」

　課長は驚いた顔で俺を見返す。

　俺は…自分が何を言っているのか自分でもわからない。

　勝手に言葉が次々と口から出てきた。

「巻き込まれるのは迷惑です。あなたが誰を好きだろうと俺にはどうでもいいことですから。プライベートで関わり合うのはもうたくさんです」

「俺と…別れると言うのか…」

「別れる？　つき合ってもいなかったのに。俺達は何回か寝ただけじゃないですか」

「美野里……」

「言いたいことはそれだけです。お邪魔しました」

「待て…待ってくれ、まだ、話がある！」

「聞きたくありません」

「美野里！」

　俺は課長を思いっきり睨み付けた。

「追いかけてきたら…俺、辞表を出します」

「………」

「失礼します」

　勢いよく一礼をすると、俺は課長のマンションを出た。

　課長は俺の捨てぜりふが効いたのか、追いかけては来なかった。

　外は深夜近くになると冷えてきて、マンションを出た途端に、俺は急に寒気を覚えて身震いをした。傍らの街路樹が風に大きく揺れている。

（コートを持ってくればよかった…）

　スーツの襟えりを立てて、駐車場まで歩きながらそんなことを思っていた。




　翌日から、俺は仕事以外で課長とは口を利かなくなった。

　なるべく彼と顔を合わせないようにして、できる限り外回りに出かけた。

　課長は時々、何か言いたそうな顔で俺を見ていたが、俺は徹底的にそんな彼を無視した。

　気持ちは重いし、身体は何となくだるい。心が身体をむしばんでいる。

　夜になると彼を思いだして、眠るのさえ怖く、俺は不眠症になりそうだった。

　心で割り切れても、身体は納得できるのだろうか…自信がない。

　そんな自分が女々しくて、俺は彼の前では平気な顔を取り繕った。




　そんなある日の夜、西にし陣じん店で服飾部門を担当していた同期の迫さこ田たの送別会が行われた。久しぶりに同期が集まり、送別会は壮行会になり盛り上がったが、二次会になるとだんだん愚痴が出てくるのがサラリーマンの辛いところだ。

　迫田と俺と、研修の時から仲のよかった北きた島じまと三人で屋台のおでん屋へ行ったのだが、三人ともその頃にはかなりろれつが回らなくなっていた。

　迫田は会社を辞め、農業をやっている実家を手伝うという。

　奴は長男で、家はセロリのビニールハウスによる栽培を広く手がけており、手が足りないらしい。

「毎日毎日さ、高たか松まつさんに、売上が悪いの、在庫を抱えすぎだの、予算がいかないのと、ねちねちと文句を言われてさぁ」

　高松さんというのは迫田の直接の上司のことだ。

「もう…うんざりだったんだよ。今時、一万円もするブラジャーがそうそう売れるかぁ。そうだろう、花園。それを仕入れたのは高松さんなんだぜ。それなのに売上が悪いと俺が文句を言われるんだ」

「そうそう。どこも一緒だぞ。俺んとこだって、予算を達成できないって、俺に文句を言いやがるんだから。五十円や百円の商品が売れたってたかが知れてるだろうが…」

　北島は本店の文具売場を担当している。

「それなのに、あのハゲ野郎、予算がいかないのはウチの部門だけだと言いやがるんだ」

　北島の上司も評判が悪かった。

「あいつさぁ、自分が出世コースから外れているから、俺達を虐いじめて憂うさ晴ばらしをしてやがるんだ」

　北島は熱燗をグイッと空けてぼやく。

「それ、あるよなぁ」

　傍らの迫田が相づちを打つ。

　ウチの会社ではある程度の勤続年数になったら管理職への昇格試験が行われる。それに合格した者だけが将来管理職へと登用されるのだが、それはかなりの難関で、何回受けても通らない者が多く、彼等は自然と出世コースから外され定年まで飼い殺しの状態になっていた。

　そういう上司の下に配属された者は悲惨なのだ。当然のごとく、自分を引き上げてくれるということもなく、どんなに頑張っても認められない。

「その点、花園は恵まれているよなぁ」

「高杉さんだろう。あの人はバリバリのやり手だから。将来有望コースだもの」

「そうだ、そうだ」

「まぁな…」

「お前は何を不服そうな顔をしているんだよ。贅ぜい沢たくだぞ」

「あぁ」

　確かに課長は上司としては申し分のない人だ。だが………。

　俺が辞めようかとマジに考えているなんてこいつらにはわからないだろう。

　俺は曖あい昧まいに笑って酒を勧めた。

　しばらく三人で飲んだ後、そこで二人と別れて、俺はバスセンターまでの道をふらふらと歩いていた。後方から近づいてきた車が俺を追い越して、直ぐ先で停まった。

　現れたのは柏木さんだった。

「柏木さん…」

　身体を強張らせた俺に柏木さんは車から降りてくると、いきなり頭を下げた。

「この前はすまなかった」

「いえ、こちらこそ失礼な態度をとってすいませんでした」

　一応、営業スマイルで返す。俺って悲しい……。

「君に余計なことを言ったと思って、ずっと後悔をしていたんだ。君を傷つけるようなことを言うつもりはなかったんだが、あんな奴に騙されている君が可哀想で…つい」

「もういいんです」

「花園君…」

「失礼します」

「待ちたまえ」

「俺、今、酔っているんですよ」

「え？」

「だから…何をするかわからないんです」

「君…」

「おせちの方は近いうちにまたお伺いしますので、おばあちゃんに宜よろしくお伝えください」

「わかった。だけど、これだけはわかっていてほしい。俺は本気で君を愛している」

　柏木さんは真剣な顔で俺にそう言う。俺は思わず笑いそうになるのをグッと堪えて、彼に向かって頭を下げると、

「失礼します」

　そう言って、歩き出した。

　柏木さんはとりつく島のない俺の態度に諦めたようで、彼の車は俺を追い越して、街の雑踏の中に見えなくなった。

「愛している、か……」

　愛ってなんなのだろう？

「簡単に言えるヤツはいいよなぁ」

　何となく寂しい。そのままバスに乗って帰る気にもならず、バス停を通り越して、その先の埠ふ頭とうまで歩いていった。

　博多はかたベイサイドには季節柄クリスマス用のイルミネーションが飾られ、近くに見える博多タワーにも鮮やかな飾り付けが施されている。通り過ぎるカップルを避けながら、俺はふらふらと埠頭近くまで来ていた。

　灯台の明かりが遠くに見え、微かに汽き笛てきが聞こえている。

　さすがにこんなに寒い夜には夜釣りをする物好きもいないのか、いつもは釣り客で賑わう埠頭も閑かん散さんとしていた。

　汽笛がだんだん大きくなっていく。

　急に…彼の声が聞きたくなった。

　無性に声が聞きたい。

　ポケットから携帯を取りだし、彼の携帯にかけた。

　二回ほどの呼び出し音で彼が出る。

『はい、高杉です』

　本当にいい声だと思う。低くて艶があって、耳障りがよく、聞いているだけでゾクゾクしてくる。

『美野里だろう…今、どこにいる？』

　携帯を耳に当て、そっと海を見た。汽笛が大きく鳴った。

　カモメが夜の海を鳴きながら渡っていく。冬の海は寒々としていた。

『美野里』

　俺は一言も答えずにそのまま電話を切った。

（オフィスラブか……）

　ただの上司と部下だったら、どんなに楽だっただろう。

　愛し合う前の、上司としての彼は、何となく苦手だけど尊敬している相手…そのままの関係だったらよかったのかもしれない。

　なまじ抱き合ってしまったばかりに、戻れなくなってしまった。

　苦笑して俺はため息をついた。

　愛しているという言葉は、重くて煩わしい。

「どんなにいったって他人なんだよなぁ」

　呟いて海を見る。

　風がそんな俺の髪を散らして通り過ぎていく。

　気持ちは乱れて心は苦しい。割り切れない思いを抱えたまま、俺は海を見ていた。

　そんな俺の傍へ一台の車が猛スピードで近づいてきて、すぐ目と鼻の先で停まった。

　その車は……。

「課長……！」

　課長が降りてくる。俺はそこに彼を見て、急に怖くなった。

　俺は思わず後ずさりをしてそのまま彼にくるりと背を向けると駆けだした。

「美野里、待ってくれ！」

　課長がそんな俺を追いかけてくる。

　夢中で俺は彼から逃げた。

　狭い桟さん橋ばしでは逃げ場などなく、すぐに俺は彼に追いつかれた。

　彼は俺を捕まえると、

「離せ！　離せったら！」

　嫌がるのも構わず抱きしめてきた。

「美野里…美野里！」

「嫌だ！　あんたなんか大嫌いだ！　馬鹿野郎！」

　叩いても彼は俺を離そうとはしない。

「聞いてくれ、俺にはお前だけだ。お前だけなんだよ！」

「嘘つき」

　喚きながら俺はいつの間にか泣き出していた。

「嘘じゃない」

　課長はそんな俺をギュッと抱きしめて必死に囁く。

　俺は泣きながら夢中で彼の胸を叩いていた。

　散々叩いて俺が疲れてやめると、

「馬鹿が…こんなに冷たくなって」

　課長は俺の身体を抱きしめて囁く。

「コートぐらい着ろ。風邪をひいたらどうするんだ」

　そう言って、自分が着ていたコートを脱いで、俺の頭からかけてくれ、そのままもう一度抱きしめてきた。

「課長……」

　そんな俺達の上に、雪がはらはらと舞い降りてくる。

「雪…」

「あぁ、寒いと思ったら、初雪だな」

　俺は静かに降りだした雪を泣きながら見上げた。




　課長はそのまま有無をいわさず俺を車に押し込めて、彼のマンションへと連れていった。

　ホットウイスキーを作ってもらい、それを飲む。

　冷えた身体にあったかいウイスキーは美味しかった。

　ふうふう言いながら飲んでいると、そんな俺を見て課長はおかしそうに笑った。

「そうやっていると、とても二十歳を過ぎた男には見えないよ」

「悪かったですね」

　言い返してウイスキーを飲んだ。

「可愛いって言っているんだ」

「どうせ俺はガキですよ」

「あぁ、ガキだ。手のかかるな」

　当たっているだけに言い返せない。

　俺がぶすたれると、それがわかったのか、課長はさもおかしそうに笑う。

　その零れるような笑顔に見とれそうになって、俺は慌てて渋い顔をした。

　顔で騙されてたまるか……。

「まだ、怒っているのか？」

「別に…」

「美野里」

「どうして俺があそこにいるとわかったんですか？」

「渡わた辺なべ通りで迫田君に会ったんだ。それで彼から君と国際センター通りの屋台で飲んだと聞いたし、電話の途中で汽笛が聞こえただろう。だから多分あそこにいると思ったんだよ」

「そうだったんですか。電話なんかしなければよかった」

「美野里…」

　課長はヤレヤレという顔で、自分もウイスキーを飲んだ。

「柏木が何と言ったか知らないが、克也とのことはそんなにきれい事じゃないんだ」

「え？」

「だから、お前に克也のことを持ち出されたときに、すぐに本当のことが言えなかったんだ」

「本当のことって何なのですか？」

　俺が聞くと課長は困ったような顔をする。

「言わなければ駄目か？　俺はお前を克也の身代わりになんかしているつもりはない。それを信じてくれないか」

「俺は…信じられません」

「美野里…」

　課長はため息をつく。

「俺は怖いんだよ。お前に俺が駄目な人間だということを知られて嫌われるのが…」

「課長…」

　俺は驚いてそんな彼を見返していた。

「約束をしてほしい。話を聞いても俺を嫌いにならないと」

「………」

「この数日間、俺がどんなに辛かったかわかるか？　お前に無視されて、声を掛けようにも掛けられない。それなのにお前はだんだん憔しょう悴すいしていくし。そんなお前を見ているのがどれだけ辛かったか」

「課長…」

「そろそろ私の名前を呼んでくれてもいいだろう」

「名前…ですか…」

「そうだ」

「……祐ゆう輔すけさん」

　俺がそう答えると、言った途端に、彼は俺を抱きしめてきた。

　彼の匂いが俺の鼻をくすぐる。流されそうな予感に慌てて、彼の胸を押しやった。

「離してください。ウイスキーが零れます」

「つれないな」

「当たり前です。俺達は別れ話をしているんですよ」

「美野里…」

　切ない目で課長は俺を見た。

「俺は、お前と別れるつもりはないぞ」

「課長」

「絶対にお前を離さない。お前がどんなに嫌がっても駄目だ」

「あなたっていう人は…」

　俺はため息をついて、グラスをテーブルに置いた。

「俺が克也とつき合っていたのは高校の時だった。克也は一年後輩で、可愛くて素直な奴だったんだ。俺も奴をいいなぁと思っていたから、好きだと彼から告白されたとき、喜んでつき合いだした。それで、一年ほどつき合っていたんだが、そのうちだんだん克也は口うるさくなってきて、何かと俺の行動を問いただすようになってきた。俺が奴とつき合いながらも、他の奴と遊んだのが原因なんだが、俺はそんな奴に嫌気がさしてきて、別れようと言い出した。もちろん克也は嫌がった。それで、おきまりの痴ち話わ喧嘩さ。その挙げ句に、怒って飛び出して行き克也はバイクで事故って死んだ。俺があいつを死なせたんだ。俺のせいだ。俺があいつのことをもっとわかってやっていれば良かったのに…。奴が死んだ後はしばらくは落ち込んでいた。柏木が何と言ったか知らないが、俺はお前を克也の身代わりになんかしているつもりはない」

「あんたは…最低だ」

　話を聞いて俺は思わず呟いていた。

「だから、お前に克也のことを話したくなかったんだよ」

　課長はそう言ってため息をついた。

　俺はそんな彼を呆れて見る。確かに彼ほどの男ならもてただろう。だけど……。

　彼は決まり悪そうな顔で前髪をかき上げた。

「柏木さんは俺が彼に似ていると言っていましたが…」

「お前と克也がか…？　全然似ていないぞ。感じは多少似ているかもしれないが、全然違う」

「本当に？」

「そうだ。今思えば、あいつも俺もガキだったんだよ」

　そう言って課長は辛そうにため息をつく。

「美野里、これだけは信じてほしい。俺は今までいろんな奴と遊んできた、だけどお前は誰にも渡したくない。本気で愛している」

「俺にそれを信じろと言うのですか」

「そうだ。信じてほしい」

「信じられない。あんたなんか信じられない」

「美野里」

「じゃぁ、三田常務のことは？」

「三田さんは大学の先輩で、俺がずっと憧れていた人だ。素敵な人だろう」

「えぇ、まぁ…」

「俺もしばらくは夢中になって彼を追いかけていた。小柳部長の言うとおり、彼を追いかけて今の会社にも入った。だが…」

「だが？」

「三田さんも、そんな俺の気持ちに絆ほだされて、一時は受け入れてくれると言ってくれたんだが…」

「駄目だったんですか？」

「あぁ、お互いプライドが邪魔をしてな」

「プライドって？」

「俺達は似たもの同士だったんだよ。お互い下になるのは死んだって嫌だったんだ」

「下って…あの？」

「抱くのはいいが、抱かれるのはごめんだってことさ」

「まさか…常務も？」

「その通り。結局どっちも譲らなくて、今ではいい友達だ」

　あまりのことに俺は課長を見返した。

「お前、三田さんに何かされなかっただろうな。釘くぎは刺しておいたんだが、あの人は手が早いから」

（何てことだ…まったく。あの常務も彼と同じだなんて）

「美野里、もう一回名前で呼んでくれよ」

「嫌です」

「美野里…」

　俺がそう言うと課長は情けない顔で俺を見た。

　そんな彼がおかしくもあり可愛くもあった。

　俺はこの先この人と一緒にいる限り苦労しそうな気がする。

　相手を間違えたか……。

　俺は思わずもう何度目かのため息をついていた。

　そんな俺を、彼はギュッと抱きしめてキスをしてきた。

　仕方なく、ねだられるまま口づけを返した。

「愛している」

　口づけの合間に彼が囁く。

　切なくなるくらい優しい声で。

　そっと俺は目を閉じた。その声は俺の身体の中へ染み込んでいく。

　ゆっくりと静かに俺を満たしていった。

「美野里が欲しい」

　ねだられて頷く。そのままソファに押し倒される。

「課長…ちょっと待ってください」

「駄目だ。待てない…。俺がこの何日間かお前に触れられなくて、どれだけ辛かったかわかるか……気が狂いそうだった」

　俺を抱きしめたままで彼が囁いた。

　そんな彼が無性に愛しかった。そっと髪に触れると微かに彼の目が揺れる。

　不安げな表情が迷子の子供のようで、俺はそのまま彼を引き寄せた。

　もう一度キスをした。

　奪い合うような荒々しいキス。苦しくて噎むせそうになりながらも、俺達はやめなかった。

　まるで時間を惜しむかのように求めあう。

　スーツを脱ぐのさえ忘れて俺達はキスをしていた。

「美野里…」

　言葉で煽られてスーツを脱いだ。一枚ずつ、彼に見られながら。

「恥ずかしいから見ないでください」

「どうして？」

　今更なんだという顔で彼が俺を見る。

　それでも俺は照れくさくて、彼に背を向けた。

　そんな俺を彼は後ろから抱きしめてくる。

「課長…」

「あぁ……美野里の匂いがする」

　俺の肩口に顔を埋めて彼が囁く。

　ぞくりとするような快感がわき上がってくる。

「祐輔」

「好きだ。愛している」

　今はただ、その言葉を信じたいと俺は思った。

「俺も…好きです」

　そう答えると、ギュッと抱きしめられた。

　そのまま横向きにもう一度キスをされる。彼の右手は俺の胸を、左手は俺の熱くなった物を直じかに扱き出す。

「ゆう…すけ…」

　ねだるように名前を呼んだ。

　愛撫はしだいに激しくなり、身体が追いつめられていく。触れられている部分がジンジンしてきて、だんだんやるせなくなってくる。

　前はもうぴくぴくと彼の手の中で弾けている。

　後ろに当たる彼の物が張りつめているのを感じた。

　立て膝をして彼の手を奥へと導いた。

「あ…あん…！」

　声にならない声を上げて俺は身をくねらせる。

　そんな自分を恥ずかしいと思う余裕さえなく、彼に翻弄されていた。

　指の先に俺の濡れだしたザーメンを掬すくうと、彼はそれを奥の窄くぼみに塗ぬり込めていく。

　襞をつつくように弄られ、痛みが走る。

　呻いたら、宥めるように唇を吸われ、俺は身体の力が抜けそうになり、慌てて手で身体を支えた。

「ん…あ…ん…」

　吐く息が熱い。彼の目は艶っぼく潤んでいる。ゾクゾクするような色っぽさに身体が変になりそうだった。

　前立腺を刺激されて俺は思わず嬌声をあげていた。

　前も後ろも上も下も溶けるように熱い。

「祐輔…もう…」

「欲しくなったか？」

　嬉しそうに聞く彼に俺は噛みつくようなキスを返した。

　窄みからはグチュグチュと卑ひ猥わいな音が上がっている。前は滴がダラダラと流れだし俺のペニスは固く撓しなって爆発寸前で、弄られている乳頭もプクッと立ち上がっていた。

　どうすることもできないくらい身体が辛い。辛くて疼くような快感に流されていく。

　彼がそっとそんな俺の後ろの窄みに自分のはち切れんばかりに高ぶったモノを押しあてた。

「力を抜いて…」

　頷いて深呼吸をする。彼がゆっくりと入ってくる。

「あ！　あぁ！」

　俺は身体を弓のように仰け反って絶叫した。

　肉を引き裂くようにして彼が入ってくる。

　受け入れているそこが焼け付くように熱い。

　涙と汗が噴き出してダラダラと流れていく。そんな俺に彼は、自分も辛いだろうに慰めの口づけを俺の顔に繰り返す。

「ひっ…！」

　のどを鳴らして俺は呻く。痛いのにどうして俺は拒めないのだろうか…。

　それでも、すべてを受け入れさせると、彼はホッとしたように息をついた。

「入った…」

「あぁ、わかるか？」

　身体の奥に彼の熱い固まりを感じた。

　頷くと彼がそんな俺の頭を引き寄せて髪を撫でる。

「祐輔…」

「美野里は俺のものだ。誰にも渡さない」

　涙が溢れてくる。再び泣き出した俺を、彼は愛しむように抱きしめてきた。

　そして、俺の身体が彼に慣れてくると、ゆっくりと動き出した。

　その動きはしだいに激しくなり、俺の口からは休むことなく嬌声とも悲鳴ともつかないものが出てくる。

「はぁっ……！　あん…嫌だ…痛い！　動くな…もう、許してくれ！」

　彼はうめき声を上げて荒々しく揺する。

　角度を変えて何回も突き入れられ、俺は恨みの爪を彼の腕に立てた。

　そして、彼が低く呻いて身体を揺すったときに、俺も全身をぴーんと張りつめて上り詰めた。

　中に彼の熱い飛沫を感じた。俺はそれがわけもなく嬉しくて、そのままグッタリと倒れ込んだ。




　それから数日後、俺は改めて彼から三田常務に紹介された。

　緊張して固くなっている俺に常務は、

「祐輔が最近身辺整理をしていると聞いたので、どうしたんだろうと思って問いつめたら、このプライドの高い男が僕に、『美野里にだけは手を出さないでほしい』と泣きついてきたんだよ。それでこいつが本気になる相手はどんな男かと思ったら、こんなに綺麗でカワイイコだとは思いもしなかった」

（綺麗で可愛いって…冗談でしょう）

　俺が思いがけないことを言われて、焦って困っていると常務は、

「最初に会ったとき君がカートを動かせなくて困っていただろう。あの時、カワイイコがいるなぁと思ったんだ。親父に泣きつかれて渋々帰ってきたが、これは楽しみが増えたと思って喜んだのに、君が祐輔の恋人だと知ってがっかりしたんだよ」

（あぁ、それで俺の名前を聞いて残念そうにしていたのか…）

「君は僕が渡米をした後に入社してきたんだったね」

「はい、そうです」

「残念だったな。渡米なんかしなければ僕が口説いていたのに」

「常務…」

　俺が驚いて常務を見返すと、彼はクスリと笑って俺に言うのだ。

「祐輔に飽きたら僕と遊ばないか？　テクニックなら彼よりも僕の方が上だよ」

「え…？」

「三田さん！」

　それを聞いた課長は、慌てて俺を自分の傍へと引き寄せて、後ろに押しやり隠すようにする。

「約束が違います」

「何の約束だっけ？」

　常務はすっとぼけ、二人は言い争いを始めた。

　そんな彼等を俺は唖然として見ていた。


終わり







戦え、デパートマン




　櫛くし原わら市は福ふく岡おか県の中部にあり、街の中心を櫛原川が流れ、街は川を挟むようにして栄えていた。人口二十万人ほどの中規模の都市で、福岡市へ特急電車で三十分足らずという通勤距離のためか急速にベッドタウン化が進み、人口は年々増加傾向にあった。

　だが、ここ最近は、川を一本隔てた佐さ賀が県側に大型のスーパーができ、南部にも大規模なアミユーズメント施設を持つディスカウントショップが進出し、櫛原市の中心部の商店街にはドーナツ現象が起きていた。

　開店をして二十年になる石丸百貨店櫛原店は、市の中心地にあり、西にし鉄てつ櫛原駅と連結をしている。

　櫛原店は、地下二階地上十階建ての、石丸百貨店の中でも大型店舗の一つだった。

　だが商店街の空洞化と共に、客を近郊の大型スーパーに取られ、売上は前年度実績を行くのがやっとだった。

　それでもここはいい方で、商店街には櫛原店から一キロほど離れたところに、石丸百貨店とライバル関係にある老舗しにせの百貨店が店舗を構えていたのだが、長引く不況と商店街の空洞化に採算がとれなくなり、先月その店は閉鎖され、櫛原市から撤てっ退たいをしていた。

　櫛原店も優良店舗とは言い難い。

　だが、それでも辛うじて昨年の実績と同じ売上を上げているのは、ひとえに店長である紫し原はら薫かおるの功績によるものである。

　薫は本人の人格はともかく、彼の婦人服に関するセンスは優れたものを持っていた。

　早い話が、彼…いや、薫の場合は彼女なのだが、彼女は婦人服が好きで好きで仕方がないのだった。




「で、何が言いたいのかな？」

　三田常務は、いつになくウンザリとした顔で、ハンカチを握りしめて喚いている櫛原店店長・紫原薫に向かって尋ねた。

　三田は自分の愚痴を他人に聞かせることには何の遠慮もしないのだが、自分が聞かされるのはウンザリだったのだ。

　いつも散々三田の愚痴やのろけを聞かされている高杉がそれを知ったら、怒り心頭に達するかもしれない。

　だが彼は、自分はどんなに高杉が忙しいときでもかまわず呼びつけるクセに、たとえ暇を持て余していても、他人の、それもどうでもいいような愚痴を聞かされるのはゴメンだった。

　それなのにそんな彼の気持ちなど無視して薫は常務室へ入ってくると、愚痴り通しだ。

「だからーぁ、あたしはね、裕ひろ史しお兄さま、愛されているのだろうかと不安なの」

　泣きながら薫は三田に切せつ々せつと訴える。

　二人は従兄弟いとこ同士で、三田にとって薫は、「手のかかる可愛い弟」……いや、彼の場合は、「妹」だったのだ。

　何しろ薫は見かけは立派な男なのだが、一歳の誕生日の餅もち踏ふみの時にオモチャの刀には目もくれずに櫛を取ったという、「真性のオカマ」である。

「ほら、鼻をかみなさい。せっかくの美人が台なしだよ」

「まぁ、やだ！」

　三田に言われて薫は、ポケットから慌ててコンパクトを取り出す。

　彼は、涙と鼻水でグシャグシャになった自分の顔を見て、「まぁ！」と叫ぶと、慌てて勢いよく鼻をかんだ。

「木き村むら君に嫌いだと言われたんじゃないんだろう？」

　木村というのは薫の秘書だ。

　木村は、ガタイのよさと腕っ節を見込んで、彼ならば薫のお守りができると三田が見込んだ男だった。

「英ひで俊としはそんなことは言わないわよ」

　ちなみに英俊というのは木村の名前である。

「じゃぁ、どうして？」

　三田が聞くと、薫は頬をポッと赤く染めて照れくさそうに答えた。

「だってぇー英俊ったら、あたしがもう一回してってお願いをしているのに、一晩に一回しかしてくれないんだもの」

「は……」

　さすがの三田もそれを聞いて呆れたように薫を見返していた。

　だがとうの薫はウルウル目で三田に必死に訴える。

（確かに薫は一晩に一回では足りないだろうねえ……）

　自分だって秘書であり恋人である菜な月つきに浮気がばれてお仕置きだと言ってさせてもらえないときはきついのだから、化け物並みの体力を誇る薫ならば当然だと三田は思った。

　思わず三田は我が身を振り返っていた。

　実は彼は昨日、もう何十回目かわからない浮気がばれて、菜月にお仕置きをされたばかりだったのだ。

　三田の今度の浮気相手は、百貨店のイメージキャラクターとし抜ばっ擢てきした新進のモデルだった。

　彼はあろう事か、菜月に大事な接待だと嘘をついて、彼を先に帰し、口説いたモデルとホテルへしけこんだのである。

　ところが悪いことはできないもので、昨夜、創業以来取引があった老舗の衣料メーカーが不渡りを出して倒産し、菜月は慌てて三田に連絡を取った。

　もちろん三田は部下の一人と口裏を合わせて誤魔化していたのだが、携帯の電源を切っていることを怪しんだ菜月にあっさり浮気がばれて、ベッドにいるところを踏み込まれたのである。

　それでも三田は怖い顔で睨み付ける菜月に向かって、

「どうかしたのかい？」

　と、平然と尋ねた。

　モデルとつながったままで………。

　さすがにこれには菜月もキレた。

　で、夕べは三田はベッドに入れてもらえず、一人寂しくソファで寝るハメになったのだった。

「あのね、薫、木村君は君が初めてだったんだろう？」

「そうよ。あんなにステキなのに学生時代はラグビーに夢中になっていたから、女の子とおつき合いさえしたことがなかったんですって」

「それじゃぁ、男とも初めてなわけか…」

「当たり前でしょう、お兄さま」

　薫はポッと顔を赤く染めて恥ずかしそうに頷く。

「だったら、彼は薫を壊しそうで怖いんだよ。君が化け物…いや、好きになった相手のためならば何回でもいいってことを知らないのではないのかな？　彼は薫のことを思ってきっと我慢をしているに違いないよ」

「そうね…そうかもしれないわ。きっとそうだわ！　英俊は優しいから」

　途端に薫は目を輝かせて喚く。

　それを見てさすがの三田も木村の身を思い、胸の中で十字を切る。

（今度、木村君にはユンケルでも差し入れしてやろう…一ダースで足りるだろうか？）

「で、薫のお願いは何なのかな？」

　三田が尋ねると、薫はそれまでとは別人のようにキリリとした顔になった。

「いけない。忘れるところだったわ。お兄さま、今度櫛原店の近くに大型のショッピングセンターができることをご存じでしょう？」

「ああ、ジャルコのゆめシティだろう」

　ジャルコは広島市に本拠地を置く大手スーパーで、ここ数年次々と九州全県に大型店舗を開店させていた。

　そのジャルコがゆめシティの十八番目の店舗として新規開店場所に選んだのは、櫛原店から十分ほど離れた元食用油工場跡で、かねてから噂はされていたのだが、大店法が施行される前に、滑り込み申請をしたらしい。

　三田の手元に届いている詳しい情報によると、建物は二階建てで、敷地面積はジャルコ直営が３０００平方メール、テナントが１０００平方メートル、合わせて４０００平方メートルを有し、テナント数60・駐車台数２０００台、推定売上高年商百億という、この近郊では最大の大型店だった。

「えぇ、それで、うちとしてはこのまま黙って指を銜くわえて見ているわけにはいかないのよ。あたしは英俊のアレならどれだけ銜えてもいいんだけど……」

「………」

　臆面もなくそんなことを言う薫に三田は呆れて咎とがめるように軽く咳せき払ばらいをする。

「で、ね、お兄さま。今から慌ててうちの店の弱点である食料品に力を入れても間に合わないから、あたしはゆめシティ対策として、婦人服部門の強化を計ろうと思うの」

「うん、それで？」

　確かに薫の言うとおり、相手がスーパーである以上、食料品売場に力を入れたところで勝ち目はない。

　いかに固定客を逃さないかが大事だと言えよう。

「そのためには服飾部門が弱いのよね。婦人服はあたしの顔でなんとかなるけどさぁ。それで、服飾部門の北ほく斗とバイヤーに手を貸してくれるように、お兄さまから頼んでもらえないかしら」

「北斗君にかい？　それならば薫が直接頼めばいいじゃないか？」

　三田がそう言うと、薫は途端に嫌な顔をした。

「嫌よ！　あいつは昔のことを根にもってあたしを馬鹿にするんだもの」

「そうか…薫と北斗君は仲が悪かったんだったね」

　薫と北斗の仲の悪さは社内でも有名だった。

　会議の時は二人が顔を合わせると必ず揉めた。

　それは仕事上のことから果ては私生活にいたるまで、共にお互いの罵ののしり合いにまで発展した。

　北斗はどちらかと言えば冷静な男だったが、薫絡みになると人が変わったように殺気立つのだ。

　三田は何度か彼等の喧嘩の仲裁に入ってウンザリしたことがある。

「だってあの男ときたら、昔好きになった男があたしを選んだからって、今でも根にもっているのよ。誰だってあんなに性格の悪い男よりは、あたしみたいな可愛いオカマの方がいいに決まっているのにね」

「そうだね……」

　曖昧に答えて三田は相づちを打つ。

　だが、内心彼はどちらもどちらだと思っていたのだ。

「わかった。北斗君には僕の方から薫に協力をするように言っておこう」

「ありがとう、お兄さま！　薫、裕史お兄さま大好き！」

　喜んで飛びついてきた薫を抱きとめて三田は苦笑した。

　何のかんのと言っても三田はこの自分を偽らない従兄弟が可愛かったのである。




「ふー…つ」

　その頃、花園美野里は外商部で、珍しく外回りもせずに、営業報告書を作成していた。

　彼が、計算機をたたく手を止めて思わずため息をつくのを見て、向かい側の席で伝票整理をしていた真柴は、美野里がデスクワークが嫌になったのだと思った。

「あんまりため込むからよ」

「まぁな……」

　美野里は真柴に曖昧に答えて、ずらりと数字の並んだ報告書を見ながら、もう一度数字を入れ直す。

「それは二十日までに出せばいいんでしょう？」

「うん……」

「何なら手伝いましょうか？」

「大丈夫だよ」

「間に合うの？」

「何とかなるって」

　美野里はぼやいて数字を入れる。

　真柴の気持ちは嬉しかったが、彼のため息の原因は嫌いなデスクワークのせいではなかった。

　今日は会議のために本社に行ってここにいない高杉のせいだったのである。

　美野里は、主のいない高杉の席をチラッと見るとまた報告書に向かった。

　彼のデスクの上は、几帳面な高杉らしく整然と片づけられていた。

（課長は会議の後戻ってくると言ってたなぁ……）

　外商部を出る前、高杉は美野里に、「いい店を見つけたから今夜は一緒に食事に行こう」と仕事の話をする振りをして囁いたのだった。

　何しろ男同士であることは抜きにしても、自分たちの恋愛はオフィスラブだ。

　それは何かとやっかいなことで、大っぴらにデートの約束さえできない。

　高杉はプライベートの時は名前で呼べと言うが、美野里はそれに慣れてしまうと、うっかり仕事中でも彼を名前で呼んでしまいそうな気がして、怖かった。

　どうかするとベッドの中でさえも、「課長」と呼ぶ美野里に、高杉は嫌な顔をすることもあったが、美野里は照れもあり、公私混同することを畏おそれて、彼の言う通りに素直に名前で呼べないでいた。

　なぶられ、散々そこを弄られ、彼の熱い楔くさびを滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにねじ込まれて、わけがわからなくならないと美野里は高杉を名前では呼べない。

　もっともとうの高杉は、そんな美野里がいじらしくて、本気で怒っているわけではなかったのだが、それを言うと虐める楽しみがなくなるので言わないでいた。

（一言、聞けばいいんだよなぁ…）

　数字を睨み付けながら美野里はまるで仕事に集中できない自分を感じていた。

　昨日、得意先を回った帰り、彼は偶然信号待ちをしている車の中から、高杉を見たのだ。

　二人の休みは高杉が職権乱用をしてシフトを組んでいるせいでほとんど一緒だったが、さすがに公休のすべてを一緒にするわけにはいかず、十日ほどある休みのうち、一日か二日は別々の日になっていた。

　昨日は、高杉は休みで、一日中家で仕事をしていると、美野里は聞いていたのだ。

　それなのに………。

　もちろん急に出かけることはあるかもしれない。

　だけど……。

　高杉は一人ではなかった。

　美野里の知らない男と一緒だった。

　彼と一緒だった男は美野里と同じくらいの年頃で、遠くから見てもドキッとするくらい綺麗な男だった。

　身体つきは高杉好みの華奢で抱きしめたら折れそうなぐらい細く、シックな紫のスーツを着ていたが、着こなしがいいせいか少しもけばけばしさを感じない。

　一目見ただけで忘れられないほど鮮やかな男だった。

　彫りが深く、目は二重で、まるで猫の目のように大きくて綺麗だった。

　少し茶色の髪を肩まで伸ばし、少年と青年の中間のような、何とも言えない不思議な色気があった。

　二人はまるで一枚の絵のように美しく似合っていた。

　男は高杉の腕に甘えるように腕を巻き付け、高杉もそれを嫌がりもしないで、彼に優しく笑いかけていた。

（あの男は誰なんだ……？）

　聞けるものなら聞きたい。

　美野里は二人を見た後、不安になって、高杉のマンションへ電話を入れた。

　だが電話は留守電になっていて、美野里は思わず携帯の方に電話をかけ直そうかとも思ったが、怖くてできなかった。

　もし、高杉に嘘をつかれたら……。

　いや、それよりも電話をしたことさえ迷惑だと言われたら……。

　美野里はそう思うと、どうしても電話をする気になれなかった。

　それでも、どうにか仕事を終えて帰ったものの、二人の姿が目の前にちらついて胸が苦しい。

　高杉がもてる男だということはわかっていたし、過去にはかなり遊んでいたことも本人から聞かされて知ってはいた。

　だが二人がつき合うようになってからは、高杉は美野里だけの高杉だった。

　それなのに……。

（飽きられたのかなぁ……）

　悪い予感だけが次々とわき上がってくる。

　そのままズルズルと悩んでいたら、高杉の方からその夜遅くに電話があり、普通と変わらない彼の様子に、美野里は結局聞きそびれてしまった。

（なっちゃんに相談をしてみようか……？）

　だけど三田というとんでもない男を恋人にしている従兄弟の菜月は、多分間違いなく、うだうだ悩んでいないで高杉に聞けと言うに決まっている。

　それでもし高杉が心変わりをしたのなら、一発殴ってそんな男のことはさっさと忘れろと言うだろう。

　菜月は見た目はたおやかだったが、芯は美野里よりよほどしっかりしていた。

　菜月の恋人である三田常務はとんでもない男だったから、菜月は常々、

「彼が浮気をするたびに怒っていたら、僕の心臓がもたないよ」

　と言っていた。

「必ず彼は僕のところへ帰ってくると信じているから許せるんだ」

　菜月はそう言うが、美野里にはそんなことはできない。

　もし、高杉に他に好きな人ができたら……？

　美野里はそう思っただけで気持ちが落ち込んでいく。

　そんな自分の女々しさが情けなくもあり悔しくもあった。

（惚れているんだよなぁ……）

　つくづくそう思う。

　愛しているから不安にもなり、嫉妬もする。

　やっかいな感情を持て余したまま美野里は苦手なデスクワークに向かっていた。

　気分の乗らないときはやはりろくなことはないもので、するたびに計算が違う。さすがに嫌になってやめようかと美野里が思ったとき、彼の前の電話が鳴った。

「ありがとうございます。石丸百貨店外商部花園です」

　急いで電話を取ると、

『もしもし、花園さんですの？』

　電話の声は、妙に甲高い、シナを作ったような女の声だった。

　その声を聴いた途端に、美野里は内心、

（げ……！）

　と呟いていた。

　電話の相手は彼の得意客の一人である甲か本もと夫人からだったのだ。

（あちゃーぁ……）

「これは、甲本様、いつもお世話になっております」

　それでも、一応、社交辞令の挨拶を返すが、電話先で相手が見えないことをいいことに、美野里は普段の彼らしくもなく、露骨に眉を顰めた。

　それを見て真柴は、電話の相手が美野里が苦手な甲本夫人だと気づいて露骨に笑う。

　そんな彼女を目で咎めて、美野里は気を引き締めた。

　甲本夫人は美野里の得意客の中でも、ワースト３に入るほどの女性客で、彼女にはさんざん手こずらされていたのだ。

　別に夫人は金払いが悪いわけではない。

　夫の甲本氏は大きな総合病院を経営しており、夫人とは二回りも年が離れている。そのせいか何でも夫人の言いなりで、彼女は夫が稼いだ金を湯水のように使っていた。

　甲本夫人の場合問題なのは、自分の気分でコロコロ態度を変えることである。

　その上、人の好き嫌いが激しく、自分が嫌いだと思った者には徹底して冷たい。

　我が儘で、気分屋で、猜さい疑ぎ心しんが強く、他人を従わせなければ気がすまないという、とんでもない女性だった。

　本音を言うと、今まで何度も彼女の気まぐれに振り回されてきた美野里は、彼女の機嫌を損ねてもいいと思っていたのだが、どういうわけか夫人は美野里がいたくお気に入りで、何かにつけて注文をしてくる。

　高杉に愚痴ったら、彼は平然と、「わかりやすい性格で扱いやすいじゃないか」と、答えた。

　そう言われても、仕事だと割り切れるほど美野里は要領がよくない。

　だから、彼は甲本夫人を苦手としていた。

　最初は、見た目は優しそうな大病院の院長美人である彼女を、素敵な女性だと思っていたのだ。

　だが、何回か注文を受けて自宅を尋ねるうちに、あまり頻繁にお手伝いさんが替わり、そのことを不思議に思っていたら、何人目かのお手伝いさんが偶然美野里と同郷の日田出身の人だった。

　それですっかり彼女と懇意になった美野里は、彼女からお手伝いさんが長く居着かないのは夫人のせいだと聞かされた。

　夫人はお手伝いさんがどういう反応をするか様子を見るために、わざと洗濯機の横とか、冷蔵庫の上にとか、一万円札を無造作に置いておくのだという。

　彼女は最初はうっかり忘れたのだろうと、夫人に届けていたのだが、そのうちそれが何回も繰り返され、夫人が自分を試していることに気がつき、薄気味悪くなったらしい。

　患者からもらった贈り物も、いらないから持って帰るようにと、断っても押しつけておいて、他の人にはお手伝いさんが欲しがったからあげたと露骨に言うらしい。

　一事が万事、陰日向があり、そのためにほとんどのお手伝いさんが夫人に嫌気がさして辞めていくのだそうだ。

　彼女の話を最初は信じられなかった美野里だったが、だんだんお手伝いさんの言うことが嘘ではないことがわかってきた。

　夫人は自分の言うとおりにならないと…機嫌が悪くなるのだ。

　それも金を出せば文句はないだろうと言わんばかりの態度だった。

　確かに金を払ってもらえば客だが、少なからず自分の仕事に誇りを持っている美野里はそんな彼女の態度は気に入らない。

　そのために彼は甲本夫人を苦手としていた。

　できることなら担当を替わってほしいぐらいだったのである。

　いっそ課長に押しつけようかとも思ったが、それではあまりにも自分が不甲斐ないようで、美野里は言い出せないでいた。

　だから、夫人の方から呼ばれない限り、伺わないようにしていたのだ。

　それが先日夫人から、ご主人の医師会会長就任と還かん暦れきを祝ってパーティーを開くことになり、その時の引き出物を頼みたいと電話をもらったのである。

　引き出物は夫人の希望で飾り提ちょう灯ちんの置物がいいと言うので、それまでその業者とは取引はなかったのだが、わざわざ彼女が指定した業者に問い合わせて、何とか頼み込んで請け負ってもらうことにしたのだった。

　ただ、提灯に入れる家紋がわからなかったので、後日夫人の方から連絡を受けることになっていた。

　夫人が引き出物に提灯がいいと言いだしたわけは、どうやらその業者が最近文部大臣賞を受賞し、日本の名工の一人に選ばれたのを雑誌か何かで見たせいらしい。

　派手好きな彼女らしい思いつきだった。

（まったく木村さんの実家だったからよかったものの、そうでなかったらどうなっていたか…）

　夫人が指定してきた提灯屋は、「博多工芸」といい、偶然にも石丸百貨店櫛原店店長秘書、木村英俊の実家だった。

　木村の口利きで、夫人の無理な注文も何とか受けてもらえたのである。

　夫人の注文はとにかく煩くて、提灯といっても飾り用で、銘めい木ぼく行あん灯どんと呼ばれる種類の物を小さくし、美み濃のけやきを用いて和紙を貼り、表面には金きん箔ぱくをふんだんに使った贅沢な提灯だった。

　甲本夫人は家紋がわかったから家の方に来てほしいと言う。

　仕方なく美野里はデスクワークを諦めて、外商部を飛び出した。

　すぐに行かないと彼女は機嫌が悪くなるのである。




　電話を受けてきっちり三十分後、美野里は甲本夫人の自宅へ来ていた。

　チャイムを鳴らすと、夫人自らが出てきた。

　どうやらまたお手伝いさんが辞めたらしい。

　夫人はそんなことなど全然気にしていない様子で、美野里を客間へ上がるように勧める。

　家紋の絵柄だけ確認して失礼しようとした美野里だったが、夫人の申し出をむげに断ることもできず、仕方なく彼女に勧められるまま客間へと上がった。

「ごめんなさいね、散らかしていますけど」

　夫人は黒に薔薇の花をあしらった派手なワンピースを着ていたが、どう見ても場末のホステスという感じで、毒々しかった。

　婦人服のブランド品に弱い美野里でもそれが高い洋服であることはわかるのだが、まるで似合ってはいない。

　多分、ケンゾーか何かの一流デザイナーの洋服に違いないが、それはもっと若い女性が着るようなデザインで、とても四十近い女性には似合わないものだった。

　それでもお世辞の一つでも言わなければいけない。

　だけど……美野里はとてもそんな見え透いた褒め言葉を言うことができなかった。

　つくづく自分でも不器用だと思う。

　高杉に知られたら、「だから、お前は駄目なんだ」と、小言を言われそうである。

　わかっていても言えないのだ。

（こういうところが営業としては失格なんだよなぁ……）

　内心ため息をついて、客間へ行くと、驚いたことに先客がいた。

「お友達が見えてますのよ」

　夫人はいつになく上機嫌で、美野里を客間へ案内をすると、その男を紹介した。

「こちらは瀬せ藤とう一かず彦ひこさん」

（え……？）

　美野里は唖然として立ちつくした。

　その男は、なんと高杉と一緒だったあの男だったのである。

「こちらは石丸百貨店の花園さんですの。今度開く主人のパーティーの引き出物をお願いしていますのよ」

「はじめまして」

　瀬藤は美野里を見ると、にこやかな笑みを浮かべて立ち上がった。

「はじめまして……」

　美野里も慌ててポケットから名刺を取り出して瀬藤に渡す。

　瀬藤はそれを受け取ると、美野里にソファに腰を下ろすように勧めた。

「瀬藤さんは主人のお友達の息子さんなのですよ。アメリカのマサチューセッツ大学で経済学を学んでおられて、先月、日本に帰国されたばかりですの」

　夫人は何も知らずに美野里に瀬藤を紹介する。

　美野里は自分の顔が強張るのを感じていた。

「奥様早速ですが家紋を見せていただけませんか？」

「あぁ、そうでしたわね」

　頷いて夫人は客間を出ていく。

　二人になると美野里はやけに息苦しかった。

　瀬藤はまるで値踏みをするように彼を上から下までジロジロと見て、クスリと笑った。

　その、まるで小馬鹿にされたような笑い方は妙にカンにさわった。

　だが、初対面の相手に喧嘩を売るほど美野里も馬鹿ではない。

　すると、ジロジロと不躾に美野里を見た後、瀬藤はいきなり聞いた。

「高杉さんは、お元気ですか？」

「課長をご存じなのですか？」

　何気ない感じで美野里は聞き返した。

　瀬藤は、美野里が彼と高杉のことは知らないと思っているようだ。

「えぇ、古い友人なのですよ」

　微笑んで瀬藤は美野里を見る。

　その自信たっぷりの笑顔に美野里は内心ムッとなった。

　瀬藤の物言いはやけに洗練されていて、イントネーションにクセがなく、綺麗な日本語だった。

（こいつ……）

　美野里も負けまいと、そんな彼を正面から見返す。

「元気でおります」

「それはよかった。僕が聞いたと彼に伝えてください」

「わかりました。帰ったら伝えておきましよう」

　頷いて美野里は答えた。

　つとめて何気ない振りで…。

　だが、そんな美野里を見る瀬藤の目は冷たく光っていた。

　なまじ整っているだけにゾッとするものがあった。

　美野里は気づかない振りをして営業スマイルを浮かべる。

　彼は負けじと必死に踏ん張っていた。

　そこへ夫人が家紋を描いた紙を持って戻ってきた。

「これですのよ。主人の実家に問い合わせたら、『三みつ巴どもえ』という紋らしくて」

　その紙には陣じん太だい鼓このような雷のマークを三つ組み合わせた丸いマークが描いてあった。

「わかりました。こちらはお預かりしてよろしいでしょうか？」

「あら、これは私が主人の父に聞いて描いた絵ですの。恥ずかしいから駄目ですわ。『三つ巴』だと伝えていただけたら、あちらにはわかると思いますけど」

「はい」

「お願いしますね」

「わかりました」

　頷いて美野里は間違えないように、家紋の名前をメモをすると、夫人に頭を下げた。

「では、今日は急ぎますので、これで失礼します」

「あら、花園さん、コーヒーぐらい飲んでいらして」

「いいえ、すぐに業者の方に知らせませんと…。また、改めてお伺いします」

「そうですの……」

　夫人は残念そうだったが、美野里は一刻も早くその場から立ち去りたい一心でそう言うと、挨拶もそこそこに甲本夫人の自宅を出た。

（何なんだよ…あいつは！）

　訳のわからない苛立ちと、瀬藤の挑戦的な目が美野里の頭から離れなかった。

（祐輔……）

　信じたいのに信じられない。

　停めてあった車へ戻ると、美野里は迷いを吹っ切るように勢いよく車をスタートさせたのだった。




　その頃、会議を終えた後、高杉は北斗を呼び止めていた。

「例の企画のことだが、どのくらい話は進んでいる？」

「うちの取引先のメーカーはほとんど乗り気だ」

　北斗は手短に自分が懇意にしているメーカーの名前を上げる。

　景気回復が遅れている今、消費者の百貨店離れは加速し、レジャー施設を伴った郊外型の大型店へと客は流れていた。

　ユニクロなどの新しい形の専門店も躍進的に業績を上げ、このままでは百貨店の存在さえ危なくなっていた。

　百貨店は新しい形態へと脱皮を計る必要があると高杉は考えていた。

　その一環として彼は、オンラインシステムによるインターネットの百貨店を開店させるという構想を思いつき、三田の承認の元に近々それを実行に移そうとしていた。

　今まで築いてきた百貨店の信用と実績を全面に打ち出して、オンラインショッピングに参入するつもりだった。

　そのために高杉は各部門の仕入れ担当バイヤーたちに協力を求めたのである。

　カタログによる販売だけでなく、インターネットによる注文を受ける。

　それこそが百貨店の新しい道だと彼は思っていた。

　幸い三田もそれには賛成をし、近々重役会議でそのための予算が決定される運びになっていた。

「どのメーカーも乗り気だ。俺が掴んだ感触では間違いなく成功すると思う。他のバイヤーたちは何と言っている？」

「みんなおおむね賛成してくれている。問題はどれだけ多くの商品を集められるかだ」

「なるほど」

「ただ、肝心の婦人服部門がいまいち集まりが悪いんだ」

「婦人服部門は北きた原はらさんだったっけ？」

「北原さんはフォーマルが中心だから、ヤング部門が弱いんだ。インターネットをする女性の統計は十代から三十代までの若い女性が中心だから、なんとしてもヤング向けのいい商品を揃えないと勝ち目はないと思う。ブランド物は何とか揃えられたんだが…」

　苦笑して高杉はそう言った。

「さすがの高杉課長も若い女性は苦手ってわけか」

　茶化すように北斗は笑う。

「馬鹿」

　笑い返して高杉は北斗の肩を軽く叩いた。

「若い男性ならお手の物なのにな」

「北斗、人聞きの悪いことを言うなよ。昔はともかく、今は一いち途ずなんだぞ」

「そりゃあそうでしょう。あんなに可愛い恋人がいたら、周りの奴なんか目に入らないだろう」

「人のことを言えた義理か」

「確かに……」

　クスリと笑って北斗は相づちを打った。

　彼は天神店の婦人服飾にいる、今年入社をしたばかりの南みなみにベタボレなのである。

「紫原店長に相談をしてみるか……」

　だが、何気なく高杉が薫の名前を口にした途端に、北斗の顔色が変わった。

「よせ、よせ、あんなオカマ」

「だけどなぁ、彼個人はともかく、彼の人脈とセンスは一流だぞ」

「冗談だろ！　あんな化け物みたいな奴、常務の従兄弟でなかったら、とっくに追い出しているところだ」

「おい、北斗……」

　二人が仲が悪いことは知ってはいたが、こんなに彼が薫を嫌っているとは、高杉は思いもよらなかった。

　北斗は忌々しそうな顔で普段の彼からは想像できないくらい、怒りをあらわにしてブツブツ文句を言っている。

（どうやら男絡みで仲が悪いというのは本当らしいな…）

　そんな彼を見て、高杉はそう思ったのだった。

　高杉の方は、自ら「女」だと公言してはばからない薫にむしろ好感を持っていた。

　それに彼の個人的な性癖はともかく、婦人服の流行を見る彼の先見の明は一流だと一目置くほどだった。

　そこへ常務秘書の菜月が北斗を呼びに来た。

「北斗バイヤー、常務がお呼びです」

「三田さんが……俺を」

　北斗は何となく嫌な予感がして聞き直す。

「はい、お話があるそうです」

　三田が一対一で呼ぶときにはろくなことはないのだ。

　愚痴とかのろけの個人的な話なら自分よりも高杉を呼ぶはずである。

　仕事絡みの話であることは間違いなかったが、それならまず商品部の統括部長である木き野のに通すのが筋だった。

　木野を通さず直接彼を呼びつけると言うことは、仕事絡みでもあまりろくな話ではないと相場は決まっている。

（やれやれ……こんなことなら会議が終わった後、さっさと帰ればよかった）

　恋人の南は今日は公休で、北斗のマンションで彼を待っているはずだ。

（今夜はおでんだと言ってたよなぁ…）

　料理が趣味の南はいつもコンビニの弁当ですませる北斗の身体を心配して、休みの時は必ず食事を作りに来てくれるのである。

　だが、さすがに恋人が待っているからと言って、常務の呼び出しを無視するわけにもいかず、北斗は高杉に挨拶をすると三田の下へと行った。

「常務は近ごろどう？」

「あいかわらずです」

　北斗が聞くと、菜月は少し困った顔で素っ気なく答えた。

「あの人もしょうがないなぁ。甘い顔をするとすぐつけあがるから、ビシッと締めておかないと駄目だぜ」

「わかってはいるんですが…」

「君も苦労が絶えないね」

「ええ、もう、男運が悪かったとしか」

　愚痴って菜月はため息をつく。

「本当だよ。あんまり浮気をするようなら、『ちょんぎってやる！』って脅おどしてごらんよ」

「『ちょんぎってやる！』って…何をですか？」

　菜月はとっさに北斗がいっている意味がわからなくて聞き返した。

　すると、北斗はクスリと笑って答えた。

「今度浮気をしたらあそこを使えなくしてやると脅かせばいいんだよ」

「北斗さん……」

　呆れて菜月は北斗を見返す。

「それぐらいしないと彼の浮気癖は治らないぜ」

「僕は、『阿あ部べ定さだ』なんてできません」

「君は優しいからなぁ……」

「北斗さんはできるんですか？」

「当たり前だろ。浮気なんかしてみろ。『阿部定』どころか、半殺しの目に遭わせてやる」

　北斗はすましてそう答える。

　菜月は何となく彼の恋人である南が可哀想になった。

「もっとも、あいつはそんなことができるような奴じゃないけど」

　嬉しそうに笑って北斗は言う。

「南君だったら大丈夫ですよ。彼は真面目で一生懸命ですから」

「あぁ、端はたから見ている方が呆れるくらいだろ」

「北斗さんに認めてもらおうと必死なんですよ」

「気持ちは嬉しいんだけどね。仕事に夢中になって俺のことを二の次にしやがるのが気に入らないんだ」

「北斗さんは賛沢なんですよ」

「そうかもな」

　にこやかに笑って北斗は相づちを打った。

　そんな彼を見て菜月は苦笑する。

　愛の形は人それぞれ。なかなか思うようにいかないものである。




　軽くドアをノックして菜月は北斗を三田の下へと案内した。

「常務、北斗バイヤーをお連れしました」

　北斗を中へ通すと、菜月は三田に向かって一礼をして、部屋を出ていこうとした。

　そんな菜月を三田が呼び止めた。

「ブラインドを下ろしてくれませんか、眩しくてしかたがない」

「わかりました」

　頷いて菜月は窓の方へ歩み寄った。

「北斗君、忙しいときに呼びつけて悪かったですね」

「いえ、常務」

　一応愛想よく答えて北斗は三田を見る。

　威い風ふう堂どう々どうとした彼は、どこから見ても一流の経営者然とした男だ。

　もちろん北斗は、三田の経営者としての手腕と能力は高く評価していた。

　一人の男としては評価は正反対ではあったが。

「実は、君も知っているとは思うが、ジャルコが櫛原店の近くにゆめシティをオープンする」

「はい、来年秋の開業を目指して、近々着工すると聞いていますが」

「それでですが、ジャルコは再来年にはどうやら福岡市のこの天神にも進出をしてくるらしい」

「本当ですか？」

　北斗は驚いて三田を見返していた。

「非公式な話だが、例のＮＴＳのビルの跡地に名乗りを上げるつもりらしい。もしそうなるとウチとしてもうかうかしているわけにはいかない。何としても早いうちにジャルコを叩かねば、影響は大きい」

「はい、俺、いえ、自分もそう思います」

「で、これは服飾部門のバイヤーである君の実績を高く評価した上での頼みなのだが、櫛原店の服飾部門のてこ入れをしてほしいのです」

「自分が…ですか？」

「そうです」

「常務命令というわけですね」

「そう受け取ってもらって結構だよ」

「常務は自分に櫛原店の店長に協力しろとおっしゃるのですか？」

　露骨に嫌そうな顔をして北斗は三田に聞き直した。

　だが、三田は彼が薫を嫌っていることを承知の上で言っているのだ。

「櫛原店の店長を替えるおつもりは？」

「あいにくだが今のところそんなつもりはないよ」

「そうですか……」

　ガックリとため息をついて北斗は頷く。

「わかりました。常務命令ならしかたがありません、できる限り善ぜん処しょします。ですが、常務、仮に向こうが嫌だという場合は即刻やめさせていただきます」

「その点なら大丈夫だよ。彼にもよく言ってある」

　元々これは薫が言い出したことなのだ。

「これだけは覚えておいてください。自分は紫原店長が大嫌いです」

　一言いい置いて、北斗は憮然とした顔で、三田に向かって一礼をして、部屋を出ていった。

　その様子を呆れて見ていた菜月は三田に尋ねた。

「常務、どうして北斗バイヤーと紫原店長は仲が悪いのですか？」

「うん、もう昔の話なんだが、北斗君がつき合っていた男に薫が一目惚れをして言い寄ったんだ」

「紫原店長がですか？」

「薫はいい男を見るとすぐポーッとなるんだ。惚れっぽいからね。それでその男も北斗君の我が儘に振り回されていたために、熱心に自分に尽くしてくれる薫にほだされたというわけだ。結局は、彼も薫のアイラブユー攻撃に嫌気がさして逃げ出したんだが、北斗君としては自分の男を横取りされたわけで、それ以来二人は犬猿の仲なんだよ」

「そうだったのですか」

「北斗君も素直じゃないし、ああ見えても我が儘だからな。男としては彼に惚れられているという自信がなかったんだろうなぁ。僕が思うにあの二人はよく似ていると思うのだが、それを言うと反発を食らいそうだから言えないが」

　笑って三田は菜月を手招きする。

　何事かと傍へ寄った菜月を、彼はいきなり自分の膝の上へ引き寄せた。

「常務！」

　焦って菜月はそんな三田を押し止める。

「なぁ、そろそろ機嫌を直してくれないか？」

「貴方が怒らせるようなことばかりするからです。北斗バイヤーに言われました。今度貴方が浮気をしたら、『阿部定』をしろって」

「冗談だろ。そんなことをしたら君を可愛がってやれなくなるだろう」

「本当に一回切ってあげましょうか？」

　意地悪くそう言って、菜月は三田を睨んだ。

　だがとうの三田は、そんな菜月を強引に膝の上に抱え上げ、すかさず胸に手を這わせてくる。

「いい加減にしてください。セクハラで訴えますよ」

　目で諌いさめても聞こうとはしない。

「切るんだったら、菜月の可愛いあそこで食いちぎってほしいね」

　三田はすました顔で平然と菜月の耳元に囁いた。

（な！）

　菜月は呆れてそんな彼に心の中で罵声を浴びせていたのだった。

　だが三田は優しく微笑むと、さらに口づけをしようとする。

「やめてください。勤務中です！」

　菜月は慌てて三田を押しやると、勢いよく彼の膝の上から立ち上がった。

「菜月君……」

　未練たらしく三田は彼を見るが、菜月は公私混同の激しい恋人をジロリと睨み付けるとさっさと部屋を出ていった。




　北斗がそれを聞いたのはその翌日のことだった。

「今、何て言った？」

　受話器を思わず握りしめて、彼は南に聞き返していた。

　プライベートなことなら南は直接彼の携帯に電話をするはずである。

　それがわざわざ商品部に電話をしてくるのは妙だと思ったら、南の電話は発注ミスをしたという報告だった。

　南はすぐには答えない。

「南！」

　北斗に叱しっ咤たされ、彼はようやく口を開いた。

「発注数を間違えました。申しわけありませんでした」

　南は、見えもしない北斗に向かって受話器を持ったままで思いっきり頭を下げていた。

　何事かと彼の横を台車を押してパートのおばさん達が振り返りながら見ていくが、今の南にはそれを気にしている余裕はなかった。

　自分が起こした不始末のせいで、冷や汗が流れてくるのを彼は感じていた。

　南は客注で受けた商品の発注数を間違えたのである。

「実は三枚注文を受けたのを、発注を上げるときに入力ミスをして、三百あげてしまいました」

「発注リストを確認しなかったのか？」

「しましたが、気がつきませんでした」

「で、商品はなんだ？」

「トリールのコットンブラです」

「サイズは？」

「Ｆの90です」

「南！」

　サイズを聞いて北斗は気が遠くなった。

　トリールのコットンブラというのはコットン１００％の夏用のブラジャーだった。

　それもＦカップの90だなんて特大サイズのブラジャーが、そうそう需要があるとは思えない。

　定番に置いてないからこそ、特別にそれが必要な客から注文を受ける商品である。

　それを三百も……。

　北斗は血の気が引くのを感じていた。

　コットンブラは一枚約九千円…それが三百でザッと見積もっても二百七十万円ほどの仕入れになる。

　注文分の三枚が売れたとしても残りの殆どが在庫となり、天神店の服飾部門は過剰在庫を抱えることになる。

　悪いことに天神店の棚卸しは月末に迫っていた。

　この時期に過剰在庫を抱えることは、天神店だけでなく服飾部門全体の数字に影響してくる。

　北斗は咄嵯にどうすればいいか頭を悩ませた。

（少しでも在庫を減らすしかない……）

　だが、各支店に頭を下げて振り分けたとしても捌ける数はたかが知れていた。

　これがせめて普通サイズのブラであったなら、原価を割ってでも特売商品に回すことができる。

　しかしＦカップの90などというホルスタイン並みの女がそうそういるはずもなく、需要があるとはとても思えない。

（何てことだぁ……）

　本来なら南が発注を上げた時点で、メーカー側は数がおかしいのに気がついたはずである。

　それなのに気づいていながら確認の連絡を南にしなかったのは、明らかにトリールの方でも在庫がだぶついていた商品に違いない。

　発注ミスだと気づきながらこれ幸いに納品をしたに違いなかった。

　北斗はトリールの担当者の顔を思い出して思わず歯ぎしりをしていた。

「南…てめえ……！」

　北斗は、受話器を握りしめたままその場に立ちつくしていた。




『あるところに石丸百貨店というデパートがありました。その店の一つ、櫛原店の店長さんは頭脳明晰・容姿端麗・スポーツ万能の五つ星の男でした。苦情を言いに来たお客さんでも、店長がニッコリ微笑むと、ポーッとなって苦情を忘れてしまう。それほど素敵な店長さんでした。その店長さんの名前は、紫原薫。薫さんは仕事もでき、部下に対しての思いやりもあり、男の中の男、上司の中の上司。石丸百貨店に紫原薫ありと、内外にその名前を轟とどろかせる優秀なデパートマンだったのです。でも、彼は、なんと、「オカマ」だったのでした。』

「そんなことを言ったって…誰も信じてくれないよなぁ…」

　木村はぼやいて、パートのおばさん達と楽しそうに提灯の箱入れをしている薫を見て呟いた。

　薫は木村の実家が提灯屋で父親が最近文部大臣賞を取った名工だと知ると、来年の盆用提灯の買い付けをしたいと言いだした。

　それは木村がセクハラまがいで薫に迫られてからすぐ後のことだった。

　以来、薫は、「提灯こそ日本人の心である」だの、「これこそ素晴らしい伝統工芸品だ！」とさんざん喚いて、休みのたびに木村の実家である博多工芸を訪れるようになった。

　最初は息子の上司ということで恐縮していた木村の父親も、薫の熱心さにほだされ、今ではすっかり彼を気に入っている。

　店の手伝いをしようとしない馬鹿息子（木村）なんかより、よほど見込みのある人物だと、手放しの褒めようだ。

　もちろん薫の営業スマイルに母親や煩いパートのおばさん達はとっくに騙されており、薫の悪口でもいおうものなら何倍にもなって返ってくるのである。

　薫が来ないと彼はどうしたのだとせっつかれる。

　六十近いおばさん達が若い娘のように薫の来訪を楽しみにしているのだ。

　そんな彼女たちから木村の行動は薫に筒抜けで、彼は家でも会社でも心休まるときがなかった。

「嫌なら嫌だと言えばいいんだよな……」

　問題はそれがまるっきり嫌ではないから困る。

　薫にいちいち行動を束縛されるのも、客とちょっと話をしていただけで焼き餅を焼かれるのも、面倒ではあったが、まんざら嫌ではなかった。

　むしろ、あの彼が子供のように見栄も恥も捨てて自分の一挙一動に泣いたり笑ったりするのを可愛いと思う。

（やはり……俺は、腐っているかも）

　そう思って木村はため息をついた。

　男と生まれウン十年、まさか同じ男を可愛いと思うなんて……。

　それも自分と余り体格の変わらない立派な男を……。

　そんな日が来ようとは、木村は自分でも信じられない。

　だが、おばさん達と楽しそうに談笑している薫を見ているとそれでもいいような気がするから不思議だ。

「オヤジに孫の顔は見せてやれないかもしれないけどな……」

　呟いて木村はタバコに火をつけた。

　そんな木村の視線に気がついて、薫が笑う。

　軽く彼に向かって頷いて、木村は取り出したタバコを勢いよく吹かした。

　すると薫の携帯が鳴りだした。

　彼は慌てて携帯を取り出すと、作業の邪魔をしないように気を使って、話をしながら木村のいる事務所の方へとやって来た。

「では、松まつ尾お君、そういうことでよろしく」

　電話は副店長の松尾かららしい。

　薫はそう言って電話を切ると、木村に向かってニヤーっと笑った。

「北斗のところの坊やがドジったらしいわよ」

「え？　北斗さんの恋人というのは確か今年入社した南とかいう新入社員でしたよね」

「そうなの。あいつときたら何も知らない初うぶな坊やを騙してさぁ、ちゃっかり自分の恋人にしているのよ。可哀想にあんなヤツに掴まったばかりに。素直ないい坊やなのに」

（あんただって人のことは言えないだろうが……）

「彼がどうかしたのですか？」

「発注ミスをやったらしいのよ」

「何のですか？」

「客注で受けたトリールのコットンブラの仕入れ数の桁けたを間違えたらしいの」

「え？」

　驚いて木村は思わず吸いかけのタバコをもみ消した。

「三枚注文を受けたのを三百発注したんだって。それもＦカップの90をよ」

「そりゃあ……」

「うん、北斗のヤツ、今頃泡あわを食っているわよ。あの坊やの店は棚卸しが月末なはずだから、役員会議で過剰在庫で叩かれるに決まっているわ」

　薫は楽しそうだった。

「でね、今、副店長にうちの店で全部引き取ると商品部に連絡を入れるように指示を出したの」

「Ｆカップの90サイズをですかぁ？」

「そうよ。ウチは幸い棚卸しは終わったばかりだし、二・三百万の在庫が増えてもどうと言うことはないもの」

「ですが、店長……」

　驚いて木村は薫を見る。

　薫はクスリと笑うと、そんな木村に自信ありげに答えた。

「あたしの魅力でそんなブラ売り捌いてみせるわ。それにこれは北斗に恩を売っておくチャンスなのよ」

「はぁ……」

「見てなさい。あいつ、今頃歯ぎしりしているから。オーッホッホッホ！」

　薫はガッツポーズを取って高らかに笑った。

　木村はそんな彼を見て、呆れてため息をついた。

　その時、事務所の電話が鳴った。

　慌てて木村は電話を取る。

　事務員のオバサンは三時の休憩のために茶を入れに行っていない。

　今日は薫が来ているので、彼女はえらく張り切って新茶を入れると言ってさっき給湯室へ行ったばかりだった。

　木村は電話番を頼まれていたのである。

「はい、博多工芸です」

『もしもし、石丸百貨店の花園ですが』

「あぁ、花園さん…」と木村が言おうとしたとき、

『甲本様の家紋のことで変更がありまして』

　電話の主は、木村にそれを言わせずに、いきなりまくし立てた。

「は…はい」

『以前お伝えしていた家紋が間違っていまして、『三つ巴』ではなく『三つ撫子なでしこ』の方だったそうなのです』

「三つ撫子ですね」

『そうです。巴ではなく撫子です。そのようにお願いします』

「わかりました」

　木村が答えると相手は言うだけ言って電話を切った。

「三つ撫子か…」

　木村は念のためにメモを取る。

　そこへ商工会議所の集まりに出かけていた木村の父親が戻ってきた。

　帰ってきた父親を見て、薫が途端に営業用のキリリとした顔になる。

「お邪魔しております」

「これは紫原さん、いらっしゃい」

「申し訳ありません。チョクチョクお邪魔してお仕事の邪魔をしまして」

「とんでもないですよ。店長さんに来ていただくとウチの女どもの機嫌がよくなるから大助かりです」

　何も知らずに木村の父親は薫にそう言って豪ごう快かいに笑った。

　木村は思わずため息をついていた。

（なんにも知らないからなぁ……）

「あぁ、オヤジ、今花園さんから電話があって、この前注文を受けた甲本さんところの提灯の家紋なんだが、三つ巴じゃなくて三つ撫子だったらしいんだ」

「甲本さんのところの家紋がか？」

　それを聞いて父親は途端に怪訝な顔をした。

「お前、聞き間違いじゃないな？」

「違うよ。間違えていたからと今花園さんから電話があったんだ」

「そりゃぁ妙だな……」

「どうしてですか？」

「いえ、ね、紫原さん、家紋というのはその家に代々伝わる物なんですよ。特に甲本さんのところのように由ゆい緒しょある家だというと代々受け継がれているものなんです」

「と、言いますと？」

「甲本という姓は、元々は戦国大名である豊ぶ前ぜん宇う都つの宮みや氏を先祖に持つ家柄で、先生の実家は確か熊くま本もとの山やま鹿がで、甲本元もと重しげ公こうの一門だと以前聞いていたんです」

「そんなことを言ったって花園さんが、三つ撫子だとわざわざ訂正してきたんだぜ」

「間違いじゃないのか？　三つ撫子というのは、秋月氏の家紋なんだぞ」

「秋月？」

「ええ、秋月氏の先祖は大おお蔵くら氏が遠祖で、玄孫やしゃごが、来朝し帰化したものの後こう裔えいと言われています」

「一概に家紋と言っても全然違うんですねぇ」

「そうなんですよ」

　薫は興味深げに頷いた。

「もし家紋が違うと私どもの商売は信用問題になります」

「なるほど……」

「俺、もう一度花園さんに確かめてみる」

　不安になった木村は、慌てて外商部へ電話をかけた。




『ありがとうございます。石丸百貨店外商部、花園です』

「あ、花園さん。木村です」

『木村さん、このたびはどうも…』

　電話に出たのは美野里だった。

『何だって？　俺が家紋が間違っていたと君の店へ電話をしたって？』

　驚いたことに彼は電話をしてはいなかった。

　木村から話を聞いた美野里は、家紋の件は麻生さんに再度確認を取って、もう一度博多工芸の方へ連絡すると約束して電話を切った。

（どういうことなんだ……？）

　美野里は木村からの電話を切った後、しばらく唸っていた。

　何がなんだかわからない。

　だが、誰かが彼の名前を騙って博多工芸へ家紋が間違っていたと連絡を入れたのだ。

　夫人の方へ確認の電話を入れようとした美野里は思わず伸ばした手を止めた。

（ご主人に聞いた方がいいかもしれないな……）

　それは、カンだった。

　以前もらっていた名刺を取り出すと、美野里はそこに記入してある病院へと電話を入れた。

「はい、では、家紋は以前お聞きしておりました、『三つ巴』で間違いございませんね」

　甲本院長に確認を取ると、美野里は丁重に礼を言って電話を切った。

　誰かが彼の名前を騙って故意に間違った家紋を博多工芸に知らせたのだ。

　もし、木村の父親が気づかなかったら、間違った家紋が提灯に入れられたに違いない。

　そうなったら……。

　とんでもないことになるところだった。

　美野里は思わず唸っていた。

（一体誰が……？）

　自分の名前を騙って電話をしてきた男の声はどんな声だったと尋ねたら、木村は若い男の声で、イントネーションがなく綺麗な日本語だったと言った。

　ふと、甲本夫人の家で会った瀬藤一彦の顔を思い出した。

　彼ならば夫人が引き出もの用に提灯を頼んでいることも知っているはずだ。

　夫人から家紋を聞いたときにちょうど居合わせたのだから。

　だが……？

「まさか……」

　嫌な予感が美野里の脳裏に浮かんだ。

　彼が高杉と個人的に親しい関係であることを知らなかったのなら思い浮かばなかっただろう。

　しかし、今思うと瀬藤の自分への態度は妙だった。

　まるで美野里が高杉の恋人であることを知っているような、そんな態度だった。

　美野里は博多工芸へ家紋の変更はない旨むね連絡を入れ、木村の父親に礼を言うと、急いで甲本夫人に会うべく外商部を飛び出した。




「遅くなりましたが、お歳暮用の贈答品のカタログができましたのでお伺いいたしました」

　そう言うと、夫人は普段と変わらない様子で美野里に上がっていくよう勧めた。

　いつもなら玄関先で失礼するのだが、言葉に甘える振りをして美野里は勧められるまま客間へ上がった。

　今日は瀬藤は来ていないらしい。

　夫人は急にお手伝いさんに辞められて困っていると、さんざん美野里にぼやきながら、彼が持ってきたカタログを見始めた。

「そう言えば奥様、先日伺った提灯の家紋ですが、確か『三つ巴』とおっしゃっていましたよね」

「え？　えぇ、そうですけど」

　夫人は美野里が何食わぬ振りをして尋ねると、途端に彼女は驚いた顔でカタログを見るのをやめて彼の方を振り返る。

「実は今日、博多工芸の方から電話がありまして、『三つ撫子』の間違いだったと電話をもらったが、本当かと確認の連絡があったんです」

「まぁ…そうなの。それは変ですわね」

　夫人はとってつけたように無理して笑った。

　そんな彼女を見て、美野里はやはり夫人が今度のことに一枚噛んでいるのは間違いないと悟った。

「妙なことを言うので、『三つ巴』に間違いないと答えておきました。以前、院長先生からご実家は山鹿の甲本元重公の一門だとお聞きしておりましたので」

「まぁ、そうでしたの。主人がそんなことを申しておりましたの。そうですのよ。主人の里は由緒ある家柄らしいのですの。お、ほほほほ」

　笑ってそう言う夫人を美野里は内心ムカついて見返した。

（このババァ…！）

　だが、ここで深く追求をして夫人を怒らせるわけにはいかない。

　本当なら今すぐにでも夫人との顧客関係を切りたかった。

　だけど、そうなった場合、無理を言って請け負ってくれた博多工芸にも迷惑をかけることになる。

　自分の私情で仕事に穴をあけるわけにはいかないのだ。

　美野里はその後、適当にカタログの説明をして甲本夫人宅を辞した。




　高杉に瀬藤一彦との関係を問いただそうと決心をした彼は、そのまま外商部へと戻った。

　ところが、外商部のあるビルの地下駐車場に車を停め、エレベーターで外商部へ戻ろうとした時、その瀬藤がまるで美野里が帰ってくるのを待ち伏せていたように姿を現した。

　多分夫人からあの後すぐに連絡を受けたものに違いない。

「瀬藤さん…」

　思わず美野里は表情を硬くした。

　瀬藤の方も、露骨にきつい顔で美野里を見返す。

「何か俺に用ですか？」

　思わずぞんざいな口を利いた彼に、瀬藤は不敵に笑って言った。

「祐輔は返してもらう」

（な……）

「おっしゃっている意味がわかりませんが」

「隠さなくてもいい。僕は彼と二年ほど一緒に暮らしていた」

　やはりそうだったのか……。

　そういう思いが美野里の中に浮かんだ。

　だが……。

「だから、何だとおっしゃりたいんですか？」

「返してもらうよ。彼は僕のものだ」

　瀬藤は美野里を睨み付けて宣言した。

「せっかくですが、お断りします」

　キッパリと断って美野里は降りてきたエレベーターに乗り込んだ。

　二人の間を阻むようにエレベーターのドアがゆっくりと閉まっていく。

　エレベーターは何事もなかったかのように美野里を乗せて動き出した。

　彼は瀬藤が見えなくなると、ズルズルと崩れるようにエレベーターの壁にもたれかかった。

「課長……」

『祐輔は返してもらう』

　瀬藤の声がそんな美野里の脳裏に響いていた。




　その夜、美野里は意を決して高杉のマンションを尋ねた。

　いきなりやってきた美野里に高杉は驚きながらも、喜んで彼を迎え入れた。

　そんな高杉に美野里は黙ってしがみつき、そのままいつもとは別人のように積極的に彼をベッドへと誘った。

　普段と違う美野里の様子に高杉はなにかあったとは感じたが、まさか昔の恋人である瀬藤が絡んでいるとは思いもしなかったので、ただ、彼は美野里の好きなようにさせた。

　美野里は高杉をベッドへ誘うと、彼を押し倒して、自ら裸になり、そのまま高杉の上に馬乗りになった。

　まるで強姦でもするような勢いで高杉の衣服を脱がせると、美野里を傷つけることを畏れて止める彼を強引に押しきって、そのまま騎上位で彼のペニスを自ら受け入れた。

　性急な美野里の行為に高杉は戸惑いながらも、普段の慎みを忘れたように激しく乱れる美野里に彼もいつしか追い上げられ、美野里の身体を気遣いながらも溺れていった。

「あ…あぁ…っー…ん！」

　身体の中の高杉をさらに奥深くへ取り込もうと、美野里は自らの身体を淫らにくねらせる。

　いつもなら恥ずかしがってなかなか素直にしないその行為を今夜は積極的に求めた。

　汗に濡れた髪が揺れる。

　乱れた髪が涙を含んで部屋に散る。

　美野里は唇を何度も舌で嘗めて、急な挿入に伴う痛みに耐えた。

　高杉の広いがっしりとした胸に両手をついて身体を支え、尻を持ち上げて揺らす。

　そのたびに、高杉のパンパンに勃起したペニスは上下し、さらに硬く撓っていく。

　美野里のものも熱く熟れて先端から液を滴したたり落としていた。

　零れ出たものが高杉の腹を濡らしてシーツにシミを作っていく。

　美野里の目は何かに取り付かれたように妖しく光っている。

　その目で切なげに彼は高杉を見た。

「美野里……」

「あ…やぁ！　ふうーっ」

　白い喉のど仏ぼとけを上下させて美野里はすすり泣く。

　そのたびに高杉をギュッと締め付ける。

　高杉は少しでも気を抜けばいきそうになるのを必死に耐えていた。

「祐…輔…気持ち…いいか？」

　滅多に口にしない名前で呼んで、美野里は尋ねた。

　目尻には涙が浮かんでいる。

「あぁ、お前の中は最高だ」

　ギュッと美野里の腰を掴んで引き寄せ囁くと、美野里は嬉しそうに微笑んだ。

　その顔は切なくなるくらい綺麗で、高杉の雄を刺激した。

「やぁ！」

　途端に感じて美野里が全身を震わせる。

「美野里……」

　高杉はそんな恋人の痴態を目で楽しみながら、彼の動きに合わせて腰を揺すりだした。

「祐輔！」

　絶叫して美野里が叫んだ。

　甲高い声がひときわ部屋に響く。

　それを無視して高杉は荒々しく動き出す。

　美野里の口から言葉にならない声が次々と漏れだし、高杉もいつしか欲望に飲まれていた。

　そして、美野里の腰を乱暴に掴んで力の限り自分の身体に擦りつけたとき、高杉は我慢できずに彼の中に勢いよく吹き上げ、美野里もまた同時にせきをきって上り詰めた。

　ガックリと力尽きた美野里の身体がスローモーションのように高杉の上に崩れ落ちる。

　そんな彼の身体を両手で掴むと、高杉はゆっくりと抱きしめ自分の胸に引き寄せた。

　美野里はハァハァと息を切らして何回も深呼吸をしている。

　アナルにはまだ適度に硬さを保っている高杉のペニスを受け入れたままだ。

　合わされた胸は二人分の汗で濡れて光っていた。

「祐輔……」

　美野里はそっとその広い胸に顔を埋めて、甘えるように高杉の名前を呼んだ。

「何があった？」

　途端に、美野里はたった今の情交を忘れたように、カッと目を開いた。

　その目はスーッときつく細められていく。

　そのまま彼は咎めるように身体を少し起こして、高杉を見下ろした。

「瀬藤一彦を知っているよな。知らないなんて言わせないからな」

（な…なに！）

　いきなり美野里の口から出た昔の恋人の名前に、さすがの高杉も戸惑った。

　美野里はそんな彼の反応を見て、忌々しそうに目をそらした。

「美野里……」

　高杉は観念をしたようにため息をついた。

「どこまで知っている？」

「俺は貴方の口から本当のことを聞きたいんだ」

　挑むように高杉をキッと見返して美野里は答える。

「わかった。何もかも包み隠さず話す」

「本当に？」

「あぁ、お前に嘘はつかない。約束する」

　頷いて美野里はゆっくりと高杉から身体を起こす。

　すると高杉のペニスが美野里の中からスルリと抜ける。

「あ！」

　美野里は小さく肌を震わせて、まるで嫌々をするように尻を揺すったのだ。

　それを見て、高杉はもう一度美野里を抱きしめた。

「祐輔！」

　責めるように美野里は抗議をした。

「このままでいいだろう。お前に嫌われたら俺はたまらない」

　そんな美野里をギュッと抱きしめ直すと、高杉は彼の尻をそっと持ち上げて、己のペニスを再び彼の中へとねじ込んだ。

「や……あ…っ」

　熱い固まりをアナルの襞で感じて美野里はすすり泣き出す。

「身体で…誤魔化すつもりなんて…許さないから」

「違う！　俺は不安なんだ。お前に嫌われたくない」

「祐輔……」

　高杉は美野里をジッと見つめて囁いた。

「この前も言ったとおり、俺はお前に出会うまではかなり複数のヤツと遊んでいた。一彦もその中の一人だ」

「一緒に暮らしていたと聞いた」

「ヤツが言ったのか？」

　美野里が頷くと、高杉は、「やれやれ」と舌打ちをしてため息をつく。

「ヤツとはお前と出会う前に二年ほど一緒に暮らしただけだ。だけどただ一緒にいたというだけで、強いて言えば身体の相性がよかったからＳＥＸだけの関係だった。信じられないか？」

「ＳＥＸだけの関係で二年も一緒に暮らすのかよ！」

「お前には信じられないだろうなぁ」

「当たり前だ！」

　カッとなって美野里はプイッとそっぽを向く。

　そんな彼の顔を愛しむように高杉は両手でそっと挟んで自分の方を向かせた。

　美野里は涙を見せまいと必死に唇を噛みしめている。

　そんな顔をするのも自分を愛してくれているからだと思うと、勝手なもので高杉は嬉しくなってくる。

　そんな美野里を宥めるようにそっと音を立ててキスをすると、高杉はそのまま彼の顔を自分の胸に押しつけた。

「祐輔……」

「お前には何一つ隠さないと約束した。だから嘘はつかない」

「………」

「一彦は一緒に暮らしていても、常に複数の男と遊んでいたし、俺もヤツ以外の男とも遊んだ。お互いの恋人自慢も平気でしたし、それこそスワッピングもやったことがある。ヤツは俺を束縛しないし、俺もヤツを束縛する気はなかった。本当に身体だけの気楽な関係だったんだ。だから、あいつがアメリカに行くことが決まった時に俺達の関係は自然消滅した。それだけだ」

「愛していなかったのか？　彼のことを」

「ＳＥＸはしていたから嫌いじゃなかったが、お互いそれだけだ。お前とは全然違う」

「祐輔」

「俺が愛しているのはお前だけだ」

　高杉は何度も美野里に囁いた。

「じゃあ、どうして彼と再会したことを黙っていたんだよ」

「え……？」

「俺、見たんだ。この前の休みの時に彼と一緒だっただろう」

「お前……」

　驚いて高杉は美野里を見返す。

　美野里はキッと睨み付けて彼を見ている。

　そんな美野里の怖い表情に高杉はため息を一つつくと、

「悪いことはできないもんだな…」

　と呟いた。

「祐輔！」

「誤解をするな。ヤツに呼び出されたんだ。俺はあいつが日本に帰ってきていることさえ知らなかったんだ」

「本当に？」

　信じられないという顔で美野里は見返した。

　そんな彼に高杉は、「本当だ」と囁いた。

「いきなり電話をしてきて、どうしても話がしたいと言う。何度も断ったんだが、お前のこともあるからきちんと話を付けた方がいいかとも思って会ったんだ。そうしたら、ヤツはもう一度一緒に暮らしたいと言い出した。もちろんキッパリと俺は断った。今は大事な恋人がいるから駄目だとな。そうしたら、一彦のヤツ……」

　困った顔で高杉は美野里を再び抱きしめていた腕に力を入れた。

　彼のペニスが緩やかに動く。

　美野里は身体に流されそうになるのを必死に耐えた。

「俺にデューダをしろと誘ってきた。ジャルコを知っているだろう？」

「大手スーパーの？」

「あぁ、ヤツの実家はジャルコの創業者の一族らしい。ヤツが帰国したのもジャルコの副社長に就任するためだった。それで俺に役員待遇でジャルコに来ないかと誘ってきた」

「まさか、課長……」

　驚いて美野里は高杉を見返した。

「おい、俺を馬鹿にするなよ。そんな甘い餌につられるほど俺は馬鹿じゃない。奴等の狙いは俺のバックと繋がりが欲しいだけなんだ」

「バックって…まさか、筑本銀行と？」

　高杉の父親は筑本銀行の頭取だった。

「そうだ。これは銀行関係から聞いた話なんだが、公ではないし、一彦も言わなかったが、ジャルコは派手に新店舗を展開している見かけに反して、内情は火の車らしいんだ。実際のところ、ウチの会社なんかは翌月決済で手形を落としているのに、あそこは半年先でないと支払いはしないというしな。新店舗を作ってそこの売上で前の店の負債を支払うという、いわゆる自転車操業をしているようだ」

「それじゃあ……」

「あぁ。あそこのメインバンクは福ふく田だ銀行なんだが、どうやら最近ジャルコの先行きを危ぶんで締め付けを厳しくしてきたらしい。そこで福田銀行に代わる別の銀行とのパイプが必要になったんだろう」

「………」

「もちろん、そっちの方もキッパリ断った。俺は今のところこの仕事に不満は感じていないし、まだ石丸百貨店でやりたいことはたくさんある。まあ、三田さんの愚痴とのろけを聞かされるのはウンザリだが」

　そう言うと高杉は苦笑して美野里の顔に自分の唇を押しつける。

「課長……」

「わかったか？　俺を信じてくれるな」

　頷いて美野里は高杉の胸に顔を埋めた。

　そうすると彼の心臓の音が力強く聞こえてくる。

　ふと、美野里は、『祐輔を返してもらう』と言ったときの、瀬藤のきつい瞳を思い出していた。

　高杉は遊びのつもりでも、彼は違っていたのではないだろうか……？

　本当は彼は高杉を愛していたのでは……？

　高杉に嫌われるのが怖くて、彼を束縛したくてもできなかったのでは？

　彼に嫉妬してほしくて、他の男と遊んでいたんじゃないのだろうか……。

　瀬藤のあの瞳はそれが真実だと語っているような気がした。

　だけど、だからといって彼に高杉を返すつもりなど美野里にはない。

　彼にも、彼以外の誰にも、決して高杉を渡すつもりはなかった。

「じゃぁ、今度はお前の話を聞かせてもらおうか？　どうしてお前が一彦のことを知っている」

　高杉はいつになく厳しい顔で美野里に聞いた。

　美野里は頷いて、高杉に甲本夫人絡みで彼に会ったこと、そして家紋の事を話した。

　美野里の話をすべて聞き終えると、高杉は美野里をギュッと抱きしめて一言呻いた。

「すまない。嫌な思いをさせたな」

「いいんだ」

「ヤツには二度とお前にちょっかいを出させない」

「いいんだよ。結果的には何事もなかったんだから」

「そうはいかん」

「祐輔……。俺は祐輔の口から本当のことを聞かせてもらえればそれでいいんだ」

「美野里……」

　高杉は、恥ずかしそうに俯いて、彼の胸に頬を擦り付ける美野里の背中を愛しむようにそっと撫でた。

「愛している。お前だけだ」

　そんな彼の耳元に熱く囁くと、美野里は頷いて呟く。

「俺も……」

　高杉はそう答えて真っ赤になって耳まで赤く染めている美野里を誰よりも愛しいと思った。

「もう一度…しようか…？」

　尋ねると美野里はさらに赤くなってコクンと頷いた。

　高杉はそんな可愛い恋人の仕草に目を細めて満足そうに微笑み、身体がもう一度高ぶりだすのを感じていた。

　そして、二人は再び熱い欲望に我を忘れてお互いを求め合った。




　その翌日、何度も抱き合い、グッタリとなって死んだように眠っている美野里をベッドに残して、高杉は一人身繕いを整えると、瀬藤一彦を呼びだした。

　瀬藤が指定してきたのは那な珂か川がわにある懐かい石せき料理で有名な料亭で、高杉が仲なか居いに案内されて部屋へ行くと、瀬藤は既に来ていた。

　食事を頼もうとする瀬藤を止めて高杉は、自分は彼と食事をするつもりはないとハッキリと断った。

　仲居が茶を運び終えていなくなるのを待って、高杉は瀬藤に切り出した。

「美野里に余計なちょっかいを出してくれたらしいな」

「何のことだ？」

　瀬藤は白を切った。

「この前、言ったとおり、俺はお前と一緒に暮らすつもりもなければ、ジャルコに移るつもりもない」

　ゆっくりと茶を飲む手を止めて、瀬藤は尋ねる。

「そんなにあいつに惚れているわけ？　どうしたんだよ、昔の祐輔はもっとカッコいい男だっただろう」

「お前の思い違いだ。俺はこういう男なんだ。美野里のためならどんなにみっともなくても格好悪くてもかまわん。あいつが大事なんだ。今後二度と美野里に余計な真似をしたら、ただではすまんからな」

「どこが…どこがいいんだよ、あんなヤツの！」

　カッとなった瀬藤は手にしていた湯飲みのお茶を思わず高杉に向かってかける。

　高杉は胸にまともにその茶を浴びたが、微動だにせずに、瀬藤を睨み返して動こうとはしなかった。

「俺はそれを言いに来ただけだ。たとえお前でも、これ以上美野里にちょっかいを出すつもりなら俺にも考えがある」

「石丸百貨店なんか…僕が潰してやる」

　ギュッと唇を噛みしめると瀬藤は絞り出すような声で呻いた。

「やれるものならやってみろ」

　そんな瀬藤に不敵に笑って高杉は言い返す。

「だけどな、一彦、仕事というのは数字の上でするんじゃない、現場でするものなんだ。お前にはわからないだろうが」

　そう言うと高杉は静かに立ち上がった。

　そして、彼を一度も振り返らずに、その部屋を出た。

　瀬藤は追いかけようとはしなかった。

　彼はギュッと唇を噛みしめてその場にうずくまっていた。




　料亭を出ると、高杉は濡れたスーツのポケットからタバコを取り出して火をつけた。

　幸い濡れてはおらず、彼はタバコをくわえてそのままゆっくりと吸った。

　瀬藤との思い出が煙のように消えていく。

　自分が一番悪いのだとわかってはいたが、高杉は自分の気持ちに嘘をつくつもりはなかった。

　美野里を愛している。

　誰よりも彼が大事だ。

　美野里さえいれば、他のヤツなどどうなってもいい。

　我が儘で身勝手な想い。

『貴方って最低だ……』

　美野里の彼を責めるような声が聞こえてくる。

「それでも俺はお前を愛している」

『過去の貴方は大嫌いだ。だけど…俺も一緒に謝ってやる。だから、もう誰も傷つけるな』

　美野里はそう言って高杉の腕の中で泣いた。

　そんな彼を高杉は心底愛しいと思った。

　自分の生き様を彼は後悔したことなど一度もない。

　だが、自分のせいで愛しい美野里に涙を流させるのは辛い。

　空へと立ち上っていく煙を目を細めて追いながら、高杉は疲れて眠っているだろう恋人に向かって呟いた。

「愛している…お前だけだ」




　それから数カ月後、ジャルコのゆめシティの建設は始まった。

　立入禁止と書かれ、鉄線を張り巡らした工事現場の前に、佇む二人の男がいた。

　男達は二人とも分厚いコートに帽子を深々と被り、顔を隠すように、黒のサングラスをかけて、口には大きなマスクをしていた。

「店長、もう、やめましょうよ…こんなの、怪しまれますよ」

「おだまり！　だからこそ変装してきているんじゃないの」

「そんなこと言ったって……」

　それは薫と木村だった。

　二人とも見るからに怪しげな格好なものだから、工事中の作業員達が、みんな怪訝な顔で彼等をチラチラと見ては何事か囁いている。

　それなのに薫は一向に気にしていない様子で、噛みつかんばかりに外骨の出来上がったゆめシティの建物を睨み付けていた。

「おのれ、ジャルコめ！　このあたしに喧嘩を売るなんてただですむと思わないでよ！」

「店長、帰りましょうよ」

「見てなさい、今に目にもの見せてやるから！　オーッホッホッホ！」

「店長……！」

　薫の不気味な笑い声が工事現場にとどろき渡るのだった。


終わり







花も嵐も踏み越えて




「それじゃぁ、『別れる』と言ってごらんよ？」

　俺がそう言うとなっちゃんはムッとした顔で俺を見返した。

「とっくに言っている」

「それでも駄目なのか？」

「あぁ。あれはもう病気だ」

「しゃあないな……」

　俺は思わずため息をついた。

　そんな俺を見て、なっちゃんは疲れた顔で笑った。

　今頃、彼の恋人である三田常務は、高杉課長を呼びつけて愚痴っているに違いない。

　課長は、今月に入ってからはインターネット百貨店の立ち上げで多忙を極めていた。

　外商部にもほとんど出勤せず、連日関連会社との打ち合わせに奔ほん走そうしている。

　それなのに……。

　まったく三田常務にも困ったものだ。そもそもこうなった原因は常務の浮気だというのに、それを彼はまるっきりわかってはいないのだ。

「本当に別れたら？」

「できないよ」

「どうして？　なっちゃんは昔から『嫌だ』と思ったら絶対に押し通していたじゃないか？」

「そりゃぁそうだけど……」

　そう言ってなっちゃんは困った顔で運ばれてきたコーヒーを一口飲んだ。

　従兄弟の菜月とは母親同士が姉妹ということもあって、幼い頃から俺たちは、双子と間違われるほど良く似ていた。年も近かったし、彼の母親が早くに亡くなったせいもあって、俺たちは兄弟のように育った。彼は高校を卒業すると設計関係の専門学校に進み、そこで設計士の資格を取って設計事務所に就職した。ところが長引く不況にそこが倒産し、次の就職口も見つからず、生活に困った彼は、石丸百貨店の商品管理センターで短期間のアルバイトをしていた。

　そこで三田常務と出会い、なっちゃんに一目惚れした常務が押しの一手で口説き落としたのだ。

　元々彼はノーマルだったが、常務の一途さにほだされたのだと俺は思う。

　彼はその後常務の勧めで、三田常務付き秘書として石丸百貨店に勤務するようになった。

　だが、それなのに、常務は彼という恋人がいながら、性懲りもなく浮気を繰り返すのだ。

　二人の仲を心配して、それとなく課長から常務に注意をしてもらうよう頼んでも、相手があの三田常務なので埒らちがあかない。

「俺だったら、絶対に許せないけどなぁ……」

「高杉さんは美野里を泣かせるようなことはしないよ」

「だけどさぁ……」

　さすがのなっちゃんも、ベッドで常務が他の男を抱いている現場を目の当りにして、切れたらしい。もう三日もベッドを別にしているという。

　それなのに彼はどうやら、自分がつれなくしている間に常務が浮気をしないかと心配しているのだ。俺は弱り切っている彼を見ながらもう何回目かのため息をついていた。

「許してやれよ、なっちゃん」

「美野里！」

「別れられないのならしょうがないだろう」

「そりゃあそうだけど……。美野里は人ごとだから簡単に言えるんだ」

「だから、さぁ、今回だけは目をつぶることにするんだ」

「もう、何回目かわからないんだよ」

　彼は苦々しそうに言う。

「ようは次に浮気をさせなければいいんだ」

「どうやって？」

「あのな」

　俺はそう言って彼に手招きをする。彼も頷いて顔を近づけてきた。

　いくら昼食時間を過ぎているとはいえ、誰が聞いているかわからない社員食堂で平然と口にできる話題ではない。櫛原店の社員食堂は十二階にあり、窓から櫛原市が一望でき、天気のいい日には遠く佐賀の方まで望むことができた。

　なっちゃんから相談したいと電話をもらったのは昨夜のことだった。

　明日、俺が取引先のメーカーが間違えて配送した商品を櫛原店へ取りに行くと言うと、なっちゃんも明日は三田常務の店回りに付いて櫛原店へ行くと言う。

　それで俺たちは櫛原店の社員食堂で待ち合わせをすることにしたのだ。

　電話ではちょくちょく連絡を取ってはいたが、久しぶりに会ったなっちゃんは、少しやつれたようだった。俺はそんな彼を見て少し心配になった。

　何しろ彼の恋人はあの唯我独尊男の三田常務なのだ。

「離さなければいいんだよ」

　俺がそう囁くと、彼は怪訝な顔をする。

「え……？」

「だから、三田さんが浮気できないように、毎晩迫るんだよ」

「迫るって？」

「決まっているだろう。アレ」

　俺がそう答えたら、途端に彼は真っ赤になる。

「冗談……」

「冗談じゃないさ。それが一番手っ取り早いだろう。毎晩クタクタになるまでやったらよそ見をしようという元気もなくなるさ」

「美野里は時々とんでもないことを思いつくなぁ……」

「そうか？　正論だと思うけど。浮気するのは元気が余っているからだろう。そんな気がなくなるくらい搾り取ってやればいいんだ」

「……恐い奴」

「誰が？」

　俺が聞き返すと、彼は無言で俺を見返す。

　俺はそんな彼に鼻で笑って言った。

「体力がなくなれば浮気もしないって」

「確かになぁ……」

「なっちゃんさ、立ち入ったことを聞くけど、どれくらい？」

「回数か？」

「うん」

「週に三回ぐらいかな……」

「週って？　一週間かよ」

「そうだけど」

　俺はそれを聞いて頭を抱えそうになった。なっちゃんは不思議そうな顔で俺を見る。

　課長に週に三回にしてくれなんて言ったらあの好き者、絶対にむくれるに違いない。

　挙げ句に「俺のことを嫌いになったのか？」なんて勘違いして騒ぎかねない。

　呆れて見返した俺に、彼は困ったような顔で言った。

「僕は、本当言うと、その、あれはどうでもいいんだ」

「なっちゃん……」

　俺は思わず三田常務に同情しそうになった。




　なっちゃんと社員食堂で別れて、俺はそのまま十階にある文具玩具売場へと行った。

　俺が今日、櫛原店へ出向いたのは、外商部でお客様から注文を受けた年賀状印刷のはがきが間違って櫛原店の方へ配達されたからだ。

　店内へ続くドアを開けて、売場へ行こうとしたら、文具売場の佐さ藤とう主任が店内から戻ってくるところだった。

「佐藤さん、すみません。お世話をかけました」

　俺は慌てて頭を下げた。

　すると、佐藤主任は屈託のない顔で答える。

「悪かったな、わざわざ取りに来てもらって。外商部へ行く便があったらそれに乗せたんだが、運悪く誰も行かないと言うだろう」

「いいえ、とんでもありません。佐藤さんに早く気が付いていただいて助かりました。そうでなかったら、いくら待っても発注した年賀状が来ないと大騒ぎになるところでした」

「いいって。だいたい、メーカーが悪いんだよ。外商部へ配送する分までうちの店に送ってくるんだからな。まったく困ったもんだ。商品はうちのと一緒に文具レジの横の台車に乗せているから、中を確認して持っていってくれ」

「はい、ありがとうございます」

　俺は頷いてもう一度礼を言い、売場へのドアを開けた。

　そのままサンリオコーナーを横切って文具の方へ行く。

　パートさんらしい女性社員が、サンリオのお菓子のコーナーで一生懸命商品の補充をしていた。彼女に軽く会釈をして俺は文具レジを探した。

　文具のレジは玩具コーナーの手前にあり、三方を七十センチぐらいの高さのガラスケースで囲まれたその中にレジはあった。ケースの中には今流行のカードや、ベイブレードが入っていた。

　ガラスケースの横に大きな段ボール箱が台車に乗せて置いてある。

　レジには若い女性の社員がおり、買いに来る客の応対をしていた。

　店内は平日ということもあってそれほど多くはなく、文具玩具コーナーも混雑はしていなかった。レジの周りにも、台車の横のガラスケースを、茶色い毛糸の帽子に灰色のコートを羽織った若い男性が中をのぞき込んでいるだけで他に買い物客はいない。

　レジにいた女性社員が玩具コーナーの方から客に声をかけられ、レジを離れて客の方へ行く。

　すると、さっきからガラスケースを覗いていた若い男が、傍らに積んであった台車の一番上の箱をスーッと取った。

（え……？）

　その箱には「年賀印刷状」と大きく書いてあった。

　男性はその箱を何喰わぬ顔で抱えると、レジからゆっくり離れる。

（まさか……）

　俺は唖然としてそれを見た。

　男性はそのままエレベーターの方へ向かって歩いていく。

　俺は慌てて玩具コーナーの方へ行った女性社員に声を掛けた。

「すみません、外商部のものですが、間違ってこちらへ配送された年賀状は？」

　俺が尋ねると女性社員は客に断ってレジの方へ戻ってきた。

「その台車の上に乗っています」

「え？」

　俺が怪訝な顔をすると、彼女は台車を見て叫んだ。

「うそ！　さっきまでここにあったのに……？」

「ひょっとしてそれは『年賀印刷状』と書かれていた箱ですか？」

「そうです」

「やられた！」

「え？」

「さっきここにいた男性がその箱を持ってエレベーターの方へ行くのを見たんです」

「なんですって！」

「俺、追いかけますから。すぐに佐藤主任に連絡してください」

「はい！」

　俺は大急ぎでさっきの男性を追いかけた。

　お客にぶつかりそうになりながらエレベーターの方へ走ると、ちょうどさっきの男性がエレベーターに乗り込むところだった。

「すみません！」

　喚いて止めようとしたが、一瞬遅くエレベーターのドアは閉まった。

（クソ！）

　櫛原店の場合、駐車場は一階の外にしかない。

　持ち逃げをするとすればそのまま一階に下りるに違いない。

　俺はそのまま階段の方へ走った。

　階段の横にいた女性社員に、「文具の佐藤主任に一階へ向かったと伝えてください！」

　俺は訳がわからず驚いている社員にそう喚くと、勢いよく階段を駆け下りた。

　そのまま五階まで一気に駆け下りたものの、息切れがして、足がもつれそうになった。

　普段の運動不足がたたったせいだろう。

「まったく、年だな……」

　ぼやきながらそれでも夢中で階段を駆け下りる。

　途中で階段を上ってきた客が何ごとかと俺を見た。

　その時、店内放送が鳴った。

『お呼び出しを申し上げます。八課の西さん、八課の西さん、一階エレベーター前までお越しください』

　それは男性社員全員に集合を掛ける石丸百貨店全店で使われている隠語だった。

　石丸百貨店の場合、食品部門を一課、非食品部門を二課と呼び、緊急の場合は八課となる。特に『八課の西さん』とは非常時の場合で、男性社員全員集合せよという合図だ。

　俺はそれを聞いて、（間に合ってくれ！）と祈った。

　客から注文を受けた年賀はがきが盗難にあったら大変なことになる。

　なんとしても取り返さなくてはならない。

　三階まで降りた時、三階のフォーマルコーナーから飛び出してきた男性社員と一緒になった。

「何があったんですか！」

「万引きです。印刷した年賀状を箱ごと持って行かれました」

「なんだって！」

　二人は驚きの声を上げ、俺たちは全速力で一階へと駆け下りた。

　そのままエレベーターの方へ向かうと、エレベーターの周りは緊急集合の放送を聞いた男性社員でごった返していた。

　社員達をかき分けるようにしてエレベーターの前へ行くと、高杉課長がさっきの茶色い帽子を被った男性を床に押さえつけているところだった。

「課長……」

　その男性の横には年賀印刷状と書かれた箱が転がっており、茶色の包装紙で包まれた年賀状が数十枚、箱から飛び出して散らばっていた。

（間に合った……）

　俺はホッとしてその場にへなへなと座り込んだ。

「美野里……」

　そんな俺を見て課長は怪訝な顔をする。

「課長、どうしてここへ」

「ちょうど常務と昼食をすませて戻ってきた所なんだ。エレベーターに乗ろうとしたら、いきなり緊急の店内放送だろう。何かと思ったら、この男がメーカーからの納品伝票が付いたままの箱を抱えて降りてきた。それで、不審に思って尋ねようとしたら逃げだそうとしたので取り押さえたんだ」

「そうだったんですか……。良かった。危うくお客様から注文をいただいていた年賀状を取られるところでした」

「そうか……。そういうことだったのか」

　頷いて課長は男性を見る。

　男性は苦しげに呻いた。

　そこへ警備が駆けつけてきて、その男性は警備に引き渡された。

　その後、警察が来て、俺も簡単な事情聴取を受けた。

　後でわかったことだが、その男性はあっちこっちのデパートやスーパーで年賀状を泥棒して回っていたらしい。文具売り場から盗んだ箱は印刷済みとは知らずに、泥棒しようと下見に来て、箱に年賀状と書いてあったので、これ幸いと取ったものらしい。盗んだ年賀状はすべて換金しており、被害総額は数百万円にのぼるという。

　世の中にはとんでもない奴がいるものだ。

　俺はそれを聞いて驚いた。

　もし年賀状が戻ってこなかったらと思うと俺はゾッとした。

　あの箱の中には外商部で注文を受けた二千四百枚のはがきがあった。

　裏面にはすでにお客様の住所と名前が印刷してあり、それがなくなったとなると、もう一度同じ柄の年賀状をかき集めて、再度印刷を頼まなければいけない。

　もちろんお客様の方には一軒一軒訪ねてお渡しが遅れるのを謝らねばならなくなる。

　そうなった場合、被害は二十数万に及び、それは当然弁償問題に発展する。

　課長はきっと自分で自腹を切ると言いかねないが、そんなことさせるわけにはいかなかった。

（ボーナスが危うく飛んでいくところだった……）

　俺はマジにそう思ったのだった。

「ほんとうに高杉さんが捕まえてくれてよかったわぁ～」

　事の顛てん末まつを聞くと、櫛原店店長の紫原薫は嬉しそうにそう言って課長を見た。

「いえ、ちょうど常務と戻ってきたところでしたからタイミングがよかったんですよ」

　課長は照れくさそうに笑って答えた。

「あら、裕史お兄さまと出かけていたの？」

「えぇ、食事をしに」

「まぁ、あたしも誘ってくれればよかったのに」

　紫原店長が拗ねたように言うと、三田常務はそんな彼をなだめるように言った。

「薫は、木村君と出かけていたじゃないか」

「そりゃぁそうなんですけど。一言言ってくだされば後で出かけたのに」

　つまらなさそうに紫原店長は口をとがらせた。

　その仕草は滑稽でもあったが妙に可愛い。

「ところで高杉さん、この前のトリールのブラのことだけど、本当に外商部が全部引き取るの？　無理をしなくても良いのよ」

「あぁ、あれでしたら今度開店させるインターネット百貨店で販売しようと考えています。目玉商品の一つとして売り出そうと思っているのです」

「インターネット百貨店？」

「そうです。それで、是非、紫原店長にもご協力をお願いしたいと思って、本日お伺いしたわけです」

「あたしに？」

「そうです。石丸百貨店広しといえど、紫原店長ほど婦人服に関して長たけた方はおられませんから」

　高杉課長がそう言うと、紫原店長は嬉しそうに言った。

「まあ、嬉しい！」

　俺は呆れてそんな彼らのやりとりを見ていた。

「他ならぬ高杉さんの頼みとあらば、この紫原薫、例え火の中水の中、どーんと任せておいて。その代わりとは言ってはなんだけど、お願いがあるの」

「なんですか？」

「今度ジャルコのゆめシティがオープンするんだけどね。その時にあわせてうちの店も大々的に売り出しをかけようと思うのよ。で、あちらの開店日に全館二割引のお得意様招待セールをぶつけようと思うのだけど、その時、外商部の皆さんも手伝いに来てほしいの」

「それぐらいのことでしたらおやすい御用ですよ」

　課長がそう言うと、紫原店長は嬉しそうに叫んだ。

「やったぁ～！　これでジャルコに一泡吹かせてやる！」

「いつなんですか？」

　俺が傍らに立っていた木村さんに尋ねると、彼は小声で答える。

「来年の四月の二十七か三十だそうです」

「え？　もう、開店日までわかっているんですか？」

　俺が驚いて聞くと彼はちょっと苦笑して答えた。

「はい、そりゃあもう、うちの店長のことですから。工事の人を買収してしっかりと」

「なるほど……」

　俺は呆れて一人騒いでいる紫原店長を見たのだった。




「本気でインターネット百貨店を開くつもりなのですか？」

　俺がそう尋ねると、課長はいまさらなんだという顔をした。

「ですが、俺はお客様は買い物をするためだけに百貨店に見えるのではないと思うんです。もし買い物だけが目的だったら、もっと価格の安いところへ行くでしょう。百貨店に来てくださるお客様はそれだけでない商品を求め、その上、店員から詳しい商品説明を受けながら買い物をしたいと思われているのではないでしょうか？」

「確かにそれはいえているな。もちろん俺も現場が第一だと思っている。インターネットビジネスを成功させるには、『親切、丁寧、迅速』が大事だと思う。だからこそ、絞り込んだ品揃えと専門商品を充実させ、インターネットの特性を生かすことが大事だ。それで準備に充分すぎるほど時間をかけているんだ」

　そう言って課長は苦笑して飲みかけのワインを一気に飲んだ。

「美野里は飲まないのか？」

「俺は酒は弱いですから」

「それで失敗したしな」

「はい」

　俺がはっきり答えると課長は困ったような顔をする。

「後悔しているか？」

「何をです？」

「酔っぱらって俺に抱かれたことをさ」

「後悔していると言ったら、何もなかった頃に戻れますか？」

「無理だな」

　あっさり答えて彼は俺を引き寄せた。

「美野里のいくときの声も、一番いい顔も、みーんな知ってしまった。今さら遅い」

「課長……」

「祐輔だろう。お前はどうなんだ？　俺を忘れられるか？」

「え……？」

（俺は忘れられるのだろうか……この人を……？）

　グラスを持った手に何かがポトリと落ちた。

「あ……」

　それが自分の涙だと気づく前に、俺は課長に抱きしめられた。

「課長……」

　そんな俺に彼はそっと囁いた。

「お前は、本当に可愛いよ」

　俺は恥ずかしくて俯いた。

　これぐらいで泣くなんて、最悪だ。

　そんな俺に課長はとびっきりの優しい声で聞く。

「いいか？」

　何を聞かれたのか咄嵯にはわからなかった。

　だけど、課長の言う意味がわかって俺は耳まで真っ赤になった。

　こくんと頷くと、そのまま彼は俺を抱きかかえてベッドへと運ぶ。

「あ……！」

　俺は思わず振り落とされまいとしがみついた。

「美野里、お前のいい顔を見せてくれ」

　ねだられ俺はそっとベッドの上に身体を開く。そのまま彼はのしかかってきた。

「課長……」

「嘗めてほしいところがあったら言ってごらん」

　そんなことを言われても恥ずかしくて言えない。すると彼はそんな俺の耳をやんわりと噛んだ。

「あ……！」

　俺は思わず甲高い声を上げていた。

「美野里は耳と乳首とここを弄られるのが好きだよな」

　そう言って彼は、俺のセーターの中に手を差し込んで乳首を抓りながら、ズボンのファスナーを引き下ろした。静かな部屋の中にその音がやけに生々しく聞こえた。

　俺はあまりの恥ずかしさにどうしようもなかった。

　そのまま下着の中へ手を差し込んで俺の薄い茂みを弄り始める。

「だ……駄目だ……や……ぁ！」

　思わず喘いで俺は彼の手を押しのけようとしたが、力が入らない。

　そのまま弄られ続けた。

「か……課長……もう……！」

「名前で呼んでごらん」

「……祐輔」

　俺は我慢できずに彼の名を夢中で呼んでいた。

　身体が熱い。

　心臓はガンガン鳴っている。

　彼に触られるたびにそこから炎が上がる。

　俺は息をするのさえ苦しくて肩で何度も大きく息をついた。

「次はどうしてほしい？」

「……嘗……めて」

「ん？　もう少し大きな声で言わないと聞こえない」

　わかっているくせに彼は意地悪く言う。

　俺は思わず唇をギュッと噛みしめて彼を睨んだ。

　すると、彼はクスリと笑うと、着ていた洋服を脱ぎだした。

　俺もそれを見て慌ててセーターを脱いだ。

　ズボンは彼に手伝ってもらった。

　そのまま彼は俺の下着をまるではぎ取るように脱がせる。

　そして俺を全裸にすると、そのまま足を大きく開かせて、膝を胸に押しつけた。

　彼の目の前に俺のあさましい場所がむき出しになった。

「……見るな」

　俺は恥ずかしさにすすり泣きながら彼に訴えた。

「どうして？　とても綺麗だ」

「馬鹿」

　言い返して俺は夢中で彼にしがみついた。

　彼の匂いが俺の鼻をくすぐり、俺は不思議な安心感に包まれた。

「祐輔……」

「どうした？　欲しくなったか？」

　素直に頷くと、彼はニッコリと微笑んだ。

　とろけるような笑顔に俺は自分から口づけをねだっていた。

　身体は彼が欲しくて泣き出していた。

　前はいつしかパンパンに張りつめ、後ろは物寂しくて戦慄わなないている。

　むず痒いような、物足りないような、やるせない飢えに俺は取り込まれていた。

　俺の欲望の証は、先端から露を滴り落としながら泣いている。

　どうしようもなく苦しい。早く助けてほしい。

　彼がそこにローションを付けるのさえ待ちきれないほどだった。

　彼は襞の一つ一つに丁寧にローションを塗り込んでいく。

　そのたびに俺は嬌声を上げて髪を振り続けた。

　軽く自分のペニスを扱いて、彼はゆっくりとそこに自分の猛ったものを押し当てた。

　そのままゆっくりと俺の中へ入ってくる。

「力を抜くんだ」

「あ……あっ……あぁ！」

　俺は絶叫して背中を思いっきり仰け反らせていた。そして、そのまま彼はゆっくりと動き始めた。襞を切り開くように奥へ奥へと彼の硬い楔が入り込んでくる。

　俺はいつしか甲高い声を上げて、彼にしがみついてすすり泣いた。

「祐輔……やぁ！　はぁ……あっ……あぁ……ん！」

「気持ちいいか？」

「いい……凄くいい！　祐輔は？」

「俺も最高だ」

　笑って彼は言う。その瞬間、グイッと突き入れられて俺は悲鳴を上げた。

「やぁ！　駄目……駄目だぁ……！」

　制止の声は無視され、そのままガンガン打ち付けられる。

「美野里、愛している！」

「ゆう……すけ……俺も、俺も愛している……！」

　そのまま俺たちは同じ目標に向かって駆け上ったのだった。




　なっちゃんはＳＥＸをどうでもいいといった。

　本気で惚れた相手と抱き合いたいとは思わないのだろうか？

　俺にはわからない。

　愛しているから、好きだから、より深く繋がっていたい。

　愛しているからこそ、俺はそう思う。

　なっちゃんは違うのだろうか？

　だがそれは三田さんとなっちゃんの二人の問題であって、部外者である俺が口を挟むことではない。俺はただ、ひとときでも課長と一緒にいたい。

　誰にも渡したくないほどに。我が儘な思いは、愛すれば愛するほど強くなっていく。

　彼に抱かれて囁かれる愛の言葉は何よりも俺を幸せにしてくれたのだった。


終わり
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